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1979年 （昭　54） 愛の手で世界を結ぶ赤十字

1980年 （昭　55） 赤十字：みんなのためにどこにでも

1981年 （昭　56） あなたとともに赤十字

1982年 （昭　57） あなたの身近に赤十字

1983年 （昭　58） とっさの手当てが命を守る！覚えよう救急法

1984年 （昭　59） 人道を通じて平和へ

1985年 （昭　60） あなたの若さを－赤十字

1986年 （昭　61） いのちを救う愛の献血－赤十字

1987年 （昭　62） 幼い生命に愛の手を－赤十字

1988年 （昭　63） 伝統を明日への力に－赤十字

1989年 （平　元） 愛の手を世界に広げる赤十字

1990年 （平　2） 守ろう！人のいのちと尊さを

1991年 （平　3） 救おう！災渦にあえぐ人々を

1992年 （平　4） 災害に備えて守る尊い生命－赤十字

1993年 （平　5） すべての人々に人間の尊厳を

1994年 （平　6） すべての人々に人間の尊厳を

1995年 （平　7） すべての人々に人間の尊厳を

1996年 （平　8） すべての人々に人間の尊厳を

1997年 （平　9） すべての人々に人間の尊厳を

1998年 （平　10） すべての人々に人間の尊厳を

1999年 （平　11） すべての人々に人間の尊厳を

2000年 （平　12） すべての人々に人間の尊厳を

2001年 （平　13） 人道は限りない力

2002年 （平　14） 人道は限りない力

2003年 （平　15） 人道は限りない力

2004年 （平　16） 守ろう人間の尊さを

2005年 （平　17） 守ろう人間の尊さを

2006年 （平　18） 守ろう人間の尊さを

2007年 （平　19） 守ろう人間の尊さを

2008年 （平　20） 人間を救うのは、人間だ。

2009年 （平　21） 人間を救うのは、人間だ。

2010年 （平　22） 人間を救うのは、人間だ。

2011年 （平　23） 人間を救うのは、人間だ。

2012年 （平　24） 人間を救うのは、人間だ。

2013年 （平　25） 人間を救うのは、人間だ。

2014年 （平　26） 人間を救うのは、人間だ。

2015年 （平　27） 人間を救うのは、人間だ。

2016年 （平　28） 人間を救うのは、人間だ。

2017年 （平　29） 人間を救うのは、人間だ。

2018年 （平　30） 人間を救うのは、人間だ。

2019年 （平　31） 人間を救うのは、人間だ。

2020年 （令　２） 人間を救うのは、人間だ。

2021年 （令　３） 人間を救うのは、人間だ。

2022年 （令　４） 人間を救うのは、人間だ。

2023年 （令　５） 人間を救うのは、人間だ。

赤　十　字　標　語　一　覧
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は じ め に 
 

赤十字事業の推進につきましては、平素から県民の皆様並びに地区・分区をはじめとする関係者の皆

様から深い御理解を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 
令和４年度の新型コロナウイルス感染症の新規陽性者数は、全国的に８月と１月に増加が見られたも

のの２月以降は減少に転じ、令和５年３月 13 日以降は基本的な感染対策のうちマスク着用については

個人の判断に委ねることになりました。 
このような状況の中で岩手県支部の各施設は、事業の一部取り止めはありましたが、感染症対策を徹

底しつつ、様々な工夫を凝らしながら、本来の事業を着実に実施して参りました。 
支部事業につきましては、岩手県及び第１ブロック（北海道・東北）支部内において、本県の医療救

護班の派遣が必要となる災害は幸いに発生しませんでしたが、８月に発生した大雨災害では、青森県支

部管内で一時 3,000 人以上の避難者があり、当支部からも救援物資の配送を行いました。 
また、広く県民に対して赤十字事業の理解と協力を求めるため、管内全施設が参加した「赤十字ふれ

あいフェスティバル」を３年ぶりに開催いたしました。 
 
医療事業につきましては、信頼される医療を提供し、地域医療支援病院として医療・介護・福祉の連

携に努めるとともに、救急医療および災害救護に貢献できる体制の整備を進めて参りました。

また、新型コロナウイルス感染症に対しては、第７波、第８波の感染拡大がありましたが、 時間

体制の発熱外来診療を維持し、陽性者の受け入れと治療を行うとともに、地域住民へのワクチン接種も

継続して実施しました。

血液事業につきましては、広域事業運営体制の下、医療機関の需要動向を把握し、より安全な血液製

剤を安定的に供給するため献血推進に努めて参りました。 
岩手県作成のパンフレットを活用した献血協力者や献血協力団体の確保に努めたほか、献血カードが

アプリ化され配信されたことで、献血がもっと手軽になりました。これにより、献血の予約は多くの方

の協力が得られ、献血会場の混雑の軽減、安全な献血に寄与しました。 
乳児院につきましては、身心ともに健やかに成長できる養育の場の提供に努めるとともに、新社会的

養護の推進のため、家庭支援専門相談員と里親支援専門相談員が一体となり、早期の家庭引取や円滑な

里親委託に重点を置いて取り組みました。 
鶯鳴荘につきましては、新型コロナウイルス感染対策を最優先事項として取り組みました。 
また、入居者一人ひとりの個性や生活リズムに応じた介護支援に努め、医療的ケアのニーズが高まっ

てきたこともあり、看護職と介護職の職種間協働を図ってきました。 
一層、地域と積極的に交流をし、地域における福祉の拠点を目指してまいります。  
 
今後とも、関係各位の一層の御支援、御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  
 
令和５年５月 16 日 

日本赤十字社岩手県支部 
支部長 達 増 拓 也 
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月 日 内　　　　容

1日 赤十字創立記念日・岩手日報に赤十字運動月間に関する全面広告掲載
9日 青少年赤十字岩手県指導者協議会理事会・総会（支部会議室）
19日 全国赤十字大会参加（東京：明治神宮）
3日 岩手県支部監査委員監査（血液センター研修室）
6日 新規登録救護員任命式（病院記念講堂）
20日 第１回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）

1日～31日 愛の血液助け合い運動月間
7日 高文連JRC委員会生徒大会（花巻生涯学習センター）
22日 有功会連合会総会（支部会議室）

26日～28日 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センターがコロナ禍により中止
28日～29日 岩手DMAT隊員養成研修（矢巾町岩手医大）
1日～9月11日 コロナ禍のため赤十字病院A3病棟を閉鎖し人員をコロナ病棟に配置して対応
10日・25日 8月の大雨災害に対して青森県支部へ救援物資配送
23日 支部職員、ボランティア災害救護訓練（支部救援センター・北上川河川敷）
1日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（北上市ブランニュー北上）
9日 岩手県支部有功会感謝の集い（盛岡市サンセール盛岡）
9日 赤十字ふれあいフェスティバル（北上市江釣子ショッピングセンターパル）

11日～12日 第1ブロック支部事務局長会議（支部会議室）
12日 鈴木副社長と管内施設長との意見交換会（支部会議室）
12日 日本赤十字社病院長連盟総会（八幡平市安比グランド）
14日 高文連JRC委員会活動発表会（支部会議室）
14日 管内施設合同災害救護訓練（支部会議室・救援センター）
16日 赤十字ふれあいフェスティバル（盛岡市前潟イオン）

11日～12日 第1ブロック支部合同災害救護訓練（石巻市）コロナ禍により中止
14日 青少年赤十字活動事例発表研究会（盛岡市サンセール盛岡）

15日～16日 病院機能評価訪問審査
22日 管内施設職員合同研修～講師：県復興防災部職員（血液センター研修室）

12月 3日～25日 クリスマス献血キャンペーン
1日～2月末 はたちの献血キャンペーン
11日～14日 日本DMAT隊員養成研修（兵庫県災害医療センター）

13日 岩手DMATロジスティクス研修（矢巾町岩手医大）
20日 岩手県献血推進協議会（盛岡市県高校教育会館）
1日 日本災害医療ロジスティクス研修（八幡平市焼走り）

4日～14日 バレンタイン献血キャンペーン
7日～16日 合同採用1・2年目職員フォローアップ研修（血液センター・乳児院・鶯鳴荘）

9日 明治安田生命と連携協定締結式（支部会議室）
13日 第2回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
21日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（盛岡市サンセール盛岡）
27日 管内施設職員対象メンタルヘルス研修（病院記念講堂）

3月 2日 赤十字奉仕団委員長会議（盛岡市ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング）

令和４年度の各施設の主要事業及び行事について

7月

5月

2月

9月

11月

1月

6月

8月

10月

 

１ 災害救護  
  災害救護は、赤十字の㔜要な౑࿨䛷あ䜚不 の災害に㎿㏿にᑐ応するため、盛岡赤十字病㝔に医師、看護

師、主事等からなるᖖ備救護⌜ 8 ⌜を⨨䛟とと䜒に、Ⓨ災┤ᚋの㉸急ᛶ期に活動する災害派遣医⒪䝏ー䝮

(DMAT)を⫱ᡂし᭦なる救護体ไのᙉ化にດめた。 

 第 1 ブロック支部合ྠ災害救護訓練は、ẖ年第 1 ブロック支部（北ᾏ㐨・東北）䛷開催地をᣢち回䜚䛷行っ

ているが、4 年度はᐑᇛ県䛷の開催䛷あったが、コロナウイルス感染がᣑ大し、会場となる石巻赤十字病㝔䜒コ

ロナウイルス感染⑕ᑐ応によ䜚訓練開催は㞴し䛟 5 年度にᘏ期䛥れた。開催はᘏ期と䛥れたが、10 ᭶には⟶内

施タ災害救護訓練䛷、第 1 ブロック支部合ྠ災害救護訓練にྥけて災害救護時のᇶ♏䛷ある▱㆑と技⾡を

☜ㄆした。 

 4 年度は、県内ཬ䜃第１ブロック支部内に医⒪救護⌜派遣となる災害が↓かったが、7 ᭶と 8 ᭶の大㞵災害

へのᑐ応を行い、第 1ḟ救護体ไをし䛝、県内やブロック内の⿕害≧ἣの᝟報཰㞟を行った。8᭶の大㞵災害

䛷は、日本ᾏഃの⿕害がከ䛟、青᳃県支部䛷は一時 3000 人௨上の㑊㞴者があ䜚、救援物資が不㊊し、本県

から日赤１ブッロク支部内の㐃ᦠᑐ応として物資の配㏦を行った。䜎た、௒ᚋ日赤 1 ブロック支部内䛷の災害

時、㐃ᦠしてᑐ応䛷䛝るよ䛖、ᐑᇛ県支部から物資の⿵඘を行った。 

䛭の௚、災害Ⓨ⏕時に㎿㏿にᑐ応するための救護資機ᮦ等のᩚ備にດめ、災害時における自助・ඹ助の

ព㆑ྥ上と防災・ῶ災をᬑཬするため、地ᇦఫẸへの赤十字防災セミナー等を開催した。 

 

（１）救護活動 

 令和 4年 7᭶ 15日～16日䛂令和 4年 7᭶ 15日からの大㞵災害䛃 第１ḟ救護体ไ 

 令和 4年 8᭶ 3日～17日䛂令和 4年 8᭶ 3日からの大㞵災害䛃 第１ḟ救護体ไ  

青᳃県支部へ救援物資配㏦（⥭急セット 600ಶ、タ䜸ル䜿ット 400ᯛ）  

青᳃県支部㏣ຍ支援（ẟᕸ 1000ᯛ、安╀セット 200セット、タ䜸ル䜿ット 220ᯛ） 

ᐑᇛ県支部から岩手県支部へ⿵඘（ẟᕸ 1000ᯛ）                      

    

（２）救護員⫱ᡂ 

① ◊ಟ                                                      （単位：人） 

主催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者数 

赤
十
字 

支部 
救護員（赤十字看護

師）◊ಟ ᴫㄽ 
5᭶ 30日 支部会㆟ᐊ 

䈜コロナ感染⑕

ᑐ応のため中止 

支部・病㝔 災害救護ᇶ♏◊ಟ 6᭶ 24日 
支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター 
15 

支部・病㝔 災害救護ᇶ♏◊ಟ 7᭶ 15日 
支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター 

䈜コロナ感染⑕

ᑐ応のため中止 

本♫ ཎ子ຊ災害ᇶ♏◊ಟ 7᭶ 23日～24日 福ᓥコラッセ 1 

本♫ 
䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者㣴

ᡂ◊ಟ会（本♫） 
11᭶ 16日～17日 本♫ 1 

支部・病㝔 災害救護ᇶ♏◊ಟ 11᭶ 25日 
支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター 

䈜コロナ感染⑕

ᑐ応のため中止 
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月 日 内　　　　容

1日 赤十字創立記念日・岩手日報に赤十字運動月間に関する全面広告掲載
9日 青少年赤十字岩手県指導者協議会理事会・総会（支部会議室）
19日 全国赤十字大会参加（東京：明治神宮）
3日 岩手県支部監査委員監査（血液センター研修室）
6日 新規登録救護員任命式（病院記念講堂）
20日 第１回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）

1日～31日 愛の血液助け合い運動月間
7日 高文連JRC委員会生徒大会（花巻生涯学習センター）
22日 有功会連合会総会（支部会議室）

26日～28日 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センターがコロナ禍により中止
28日～29日 岩手DMAT隊員養成研修（矢巾町岩手医大）
1日～9月11日 コロナ禍のため赤十字病院A3病棟を閉鎖し人員をコロナ病棟に配置して対応
10日・25日 8月の大雨災害に対して青森県支部へ救援物資配送
23日 支部職員、ボランティア災害救護訓練（支部救援センター・北上川河川敷）
1日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（北上市ブランニュー北上）
9日 岩手県支部有功会感謝の集い（盛岡市サンセール盛岡）
9日 赤十字ふれあいフェスティバル（北上市江釣子ショッピングセンターパル）

11日～12日 第1ブロック支部事務局長会議（支部会議室）
12日 鈴木副社長と管内施設長との意見交換会（支部会議室）
12日 日本赤十字社病院長連盟総会（八幡平市安比グランド）
14日 高文連JRC委員会活動発表会（支部会議室）
14日 管内施設合同災害救護訓練（支部会議室・救援センター）
16日 赤十字ふれあいフェスティバル（盛岡市前潟イオン）

11日～12日 第1ブロック支部合同災害救護訓練（石巻市）コロナ禍により中止
14日 青少年赤十字活動事例発表研究会（盛岡市サンセール盛岡）

15日～16日 病院機能評価訪問審査
22日 管内施設職員合同研修～講師：県復興防災部職員（血液センター研修室）

12月 3日～25日 クリスマス献血キャンペーン
1日～2月末 はたちの献血キャンペーン
11日～14日 日本DMAT隊員養成研修（兵庫県災害医療センター）

13日 岩手DMATロジスティクス研修（矢巾町岩手医大）
20日 岩手県献血推進協議会（盛岡市県高校教育会館）
1日 日本災害医療ロジスティクス研修（八幡平市焼走り）

4日～14日 バレンタイン献血キャンペーン
7日～16日 合同採用1・2年目職員フォローアップ研修（血液センター・乳児院・鶯鳴荘）

9日 明治安田生命と連携協定締結式（支部会議室）
13日 第2回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
21日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（盛岡市サンセール盛岡）
27日 管内施設職員対象メンタルヘルス研修（病院記念講堂）

3月 2日 赤十字奉仕団委員長会議（盛岡市ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング）
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支部・病㝔 災害救護ᇶ♏◊ಟ 12᭶ 16日 
支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター 

䈜コロナ感染⑕

ᑐ応のため中止 

支部 䛣䛣䜝の䜿ア要員◊ಟ 12᭶ 21日 支部会㆟ᐊ 
䈜コロナ感染⑕

ᑐ応のため中止 

本♫ 
日赤災害医⒪コーディ

ネート◊ಟ 
1᭶ 20日 本♫ 1 

行

ᨻ 

・ 

እ

部 

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ 

第 1回日本 DMAT㝲

員㣴ᡂ◊ಟ  
5 ᭶ 23 日～26 日 

岩手医大災害時地ᇦ医⒪

支援ᩍ⫱センター 

スタッフとして

1 

岩手医大 
岩手 DMAT㝲員㣴ᡂ

◊ಟ 
7᭶ 28日～29日 

岩手医大災害時地ᇦ医⒪

支援ᩍ⫱センター 

スタッフとして

1 

岩手県 
災害医⒪コーディネー

ター㣴ᡂ◊ಟ 
12᭶ 4日 

岩手医大災害時地ᇦ医⒪

支援ᩍ⫱センター 

スタッフとして

1 

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ 

東北ブロック DMAT 

技⬟⥔ᣢ◊ಟ 
12᭶ 18日 ௝ྎ国㝿センター 6 

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ 

日本 DMAT㝲員㣴ᡂ

◊ಟ（す日本） 

䠮5年 1᭶ 11日～ 

14日 

රᗜ県災害医⒪センター 

日赤රᗜ県支部 

スタッフとして

1 

岩手医大 
岩手災害医⒪ロ䝆ステ

ィックス◊ಟ 
䠮5年 1᭶ 13日 

岩手医大災害時地ᇦ医⒪

支援ᩍ⫱センター 
３ 

岩手医大 
日本災害医⒪ロ䝆ステ

ィックス◊ಟ 

䠮5年 2᭶ 1日～2

日 

岩手医大災害時地ᇦ医⒪

支援ᩍ⫱センター 

スタッフとして

1 

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ 

東北ブロック DMAT技

⬟⥔ᣢ◊ಟ 
令和 5年 2᭶ 28日 ௝ྎ䝃ン䝥ラ䝄 3 

 

② 訓練                                                     （単位：人） 

主催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者数 

赤
十
字 

支部 支部職員災害ᑐ応訓練 8᭶ 23日 
盛岡市 

北上ᕝἙᕝᩜ 
33 

支部 ⟶内合ྠ災害救護訓練 10᭶ 14日 支部 26 

ブロック 
日赤第１ブロック支部 

合ྠ災害救護訓練  
10 ᭶ 10 日～12 日 石巻赤十字病㝔 

䈜コロナ感染⑕ᑐ応

のためᘏ期 

支部 
救護員（赤十字看護師）

◊ಟ 災害救護訓練 
11᭶ 18日 支部 

䈜コロナ感染⑕ᑐ応

のためᘏ期 

行
ᨻ䡡

እ
部 

盛岡市 盛岡市総合防災訓練 - - 
䈜コロナ感染⑕ᑐ応

のため中止 

岩手県 岩手県総合防災訓練 10᭶ 29日 
㝣๓高田市コミ䝳ニ

ティ䝩ール 
8 

 

 

 

 

 

（３）救護員のⓏ㘓・⦅ᡂ≧ἣ（令和 5年３᭶３１日⌧ᅾ） 

 ① 救護員Ⓩ㘓≧ἣ                                                   （単位：人） 

支部・施タ 
⌜

数 

救護⌜要員（人） ⾑ᾮ

౪⤥

要員 

本部

要員 
ィ 

医師 
看護 

師㛗 
看護師 助⏘師 主事 ⸆๣師 

支部 - - - - - - - - 11 11 

盛岡赤十字病㝔 8 29 40 130 15 34 18 - - 266 

⾑ᾮセンター - - - - - - - 8 4 12 

日赤㭬㬆Ⲯ - - - - - - - - 17 17 

ィ 8 29 40 130 15 34 18 8 32 306 

 

② 䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者Ⓩ㘓≧ἣ （令和 5 年３᭶３１日⌧ᅾ） 

（単位：人） 

支部・施タ名 ᣦᑟ者Ⓩ㘓者数 
要員Ⓩ㘓者 

（ᣦᑟ者㝖䛟） 

支部 3 6 

盛岡赤十字病㝔 8 173 

⾑ᾮセンター 0 5 

日赤岩手ஙඣ㝔 0 5 

日赤㭬㬆Ⲯ 0 6 

ィ 11 195 

 

 

௧࿴ � ᖺᗘ� ⟶ෆ᪋タྜྠ⅏ᐖᩆㆤカ⦎の様子 
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東北ブロック DMAT技

⬟⥔ᣢ◊ಟ 
令和 5年 2᭶ 28日 ௝ྎ䝃ン䝥ラ䝄 3 

 

② 訓練                                                     （単位：人） 

主催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者数 

赤
十
字 

支部 支部職員災害ᑐ応訓練 8᭶ 23日 
盛岡市 

北上ᕝἙᕝᩜ 
33 

支部 ⟶内合ྠ災害救護訓練 10᭶ 14日 支部 26 

ブロック 
日赤第１ブロック支部 

合ྠ災害救護訓練  
10 ᭶ 10 日～12 日 石巻赤十字病㝔 

䈜コロナ感染⑕ᑐ応

のためᘏ期 

支部 
救護員（赤十字看護師）

◊ಟ 災害救護訓練 
11᭶ 18日 支部 

䈜コロナ感染⑕ᑐ応

のためᘏ期 

行
ᨻ䡡

እ
部 

盛岡市 盛岡市総合防災訓練 - - 
䈜コロナ感染⑕ᑐ応

のため中止 

岩手県 岩手県総合防災訓練 10᭶ 29日 
㝣๓高田市コミ䝳ニ

ティ䝩ール 
8 

 

 

 

 

 

（３）救護員のⓏ㘓・⦅ᡂ≧ἣ（令和 5年３᭶３１日⌧ᅾ） 

 ① 救護員Ⓩ㘓≧ἣ                                                   （単位：人） 

支部・施タ 
⌜

数 

救護⌜要員（人） ⾑ᾮ

౪⤥

要員 

本部

要員 
ィ 

医師 
看護 

師㛗 
看護師 助⏘師 主事 ⸆๣師 

支部 - - - - - - - - 11 11 

盛岡赤十字病㝔 8 29 40 130 15 34 18 - - 266 

⾑ᾮセンター - - - - - - - 8 4 12 

日赤㭬㬆Ⲯ - - - - - - - - 17 17 

ィ 8 29 40 130 15 34 18 8 32 306 

 

② 䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者Ⓩ㘓≧ἣ （令和 5 年３᭶３１日⌧ᅾ） 

（単位：人） 

支部・施タ名 ᣦᑟ者Ⓩ㘓者数 
要員Ⓩ㘓者 

（ᣦᑟ者㝖䛟） 

支部 3 6 

盛岡赤十字病㝔 8 173 

⾑ᾮセンター 0 5 

日赤岩手ஙඣ㝔 0 5 

日赤㭬㬆Ⲯ 0 6 

ィ 11 195 
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（䠐）救護資機ᮦのᩚ備≧ἣ  

㏆いᑗ来、高い☜⋡䛷Ⓨ⏕が予᝿䛥れている༡ᾏトラフ地㟈、㤳㒔┤下地㟈等の地㟈災害や㏆年┦ḟ䛠

ᒁ地的な㇦㞵災害等に備え、救護資ᮦ等のᙉ化を行った。 

 ① 令和 4年度新たにᩚ備・᭦新 

ရ名 数㔞 ⏝㏵ 

地区分区災害救援㌴タ⨨ 花巻市 1ྎ  地区分区の事ົᢸᙜ者の業ົ㐙行 

⛣動ᆺ䝸䝏ウ䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（大） 2ྎ  災害時೵㟁等にᑐ応（本♫㈈※ᩚ備） 

⛣動ᆺ䝸䝏ウ䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（小） 3ྎ 災害時救護⌜医⒪活動にᑐ応（本♫㈈※ᩚ備） 

⌧地災害ᑐ⟇本部⏝䝥䝸ンタ 1ྎ 災害ᑐ⟇本部䛷の資ᩱ等の‽備 

救援物資㍺㏦⏝トラック １ྎ 救護⌜の災害デ⒪記㘓などのコ䝢ー等 

応急救護所⏝石Ἔストーブ 䠓ྎ 救護所の௚、受付やト䝸アー䝆に౑⏝ 

救護⌜⏝㠀ᖖ食᭦新  救護⌜要員の活動のため 

↓⥺ᇶ地ᒁバッテ䝸ー᭦新  ↓⥺の☜ಖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 救護⿦備ཬ䜃資機ᮦのᩚ備≧ἣ 
ရ  名 数  㔞 ရ  名 数  㔞 

災害救援㌴ 
支部  䠕ྎ 

災害⏝⛣動⅕㣤ჾ 
支部 4ྎ 

地区分区 49ྎ   地区分区 79ྎ   

ア䝬䝏䝳ア↓⥺ᒁ 
ᅛᐃᒁ 1ᒁ 救護᭹ ኟ⏝ 105╔ 

⛣動ᒁ 3ᒁ 救護᭹ ෤⏝ 120╔ 

業ົ⏝↓⥺ᒁ 150MHZ 
ᇶ地ᒁ 1ᒁ 救護᭹ 䢎ｯｼ䡩ﾀ䡮ﾌﾟ 35╔ 

㝣上⛣動ᒁ 35ᒁ 救護員⏝ベスト 90╔ 

業ົ⏝↓⥺ᒁ 400MHZ 
ᇶ地ᒁ 1ᒁ 䝦ル䝯ット 65ಶ 

㝣上⛣動ᒁ 15ᒁ 㞵ල 59╔ 

ኳᖥ（⤌䜏立てᘧテント） 8ᙇ 防ᐮල 68╔ 

䜶アーテント（大） 4ᙇ ⦅上㠐 85㊊ 

䜶アーテント（中） 1ᙇ 救護員⏝シ䝱ツ 134╔ 

大ᆺテント（䝗ラッシ䝳） 2ᙇ（大・小） ノートᆺパ䝋コン 病㝔１支部２ 

クインクテント 4ᙇ 䝥ロ䝆ェクター 1ྎ 

自動体እᘧ㝖⣽動ჾ AED 3ྎ ᗋ⨨スク䝸ーン    1ྎ 

 
⅏ᐖᩆㆤᩆ᥼≀㈨㍺㏦⏝ࢡࢵࣛࢺ 

 
⅏ᐖᩆ᥼㌴ 

� ᖹ㔝஦ົᒁ㛗� ⰼᕳᕷᆅ༊㛗㸦ୖ⏣ᕷ㛗㸧 

ίỈ機 2ྎ 救護員⏝バッグ 50ಶ 

医⒪セット⨨ྎ 3セット 䝽ンショル䝎ーバッグ 30ಶ 

スクー䝥ストレッ䝏䝱ー 2ྎ 䝠ッ䝥バッグ       30ಶ 

ᢸᯫ 35ྎ 臨場バイン䝎ー     15ಶ 

䝽ンタッ䝏パーテーション 283ྎ ஧ẁᘧ⡆᫆ベッ䝗 6ྎ 

Ⓨ㟁機 21機 医⏝テレ䝯ーター 1ྎ 

䝗ラ䝮コー䝗䝸ール 16巻 ト䝸アー䝆シート 1セット 

ᢞග機（ライトボーイ） 1機 自྾ᘧ䜶アーᢸᯫ 20ಶ 

ᢞගჾ（dERU資ᮦ） 2 医⒪セット 3セット 

ノーパンクᢡ␚自㌿㌴ 2ྎ ᦠᖏᆺ医⒪セット 1セット 

大ᆺᡪ㢼機 5ྎ ᢡ䜚たた䜏ᐷྎ(ᮌ〇) 78ྎ 

䝆ェット䝠ーター 6ྎ ⡆᫆ベッ䝗(ステンレス〇) 25ྎ 

ከ┠的テント 61ྎ 防災ボランティア䝴ニフ䜷ー䝮 20╔ 

㝖㞷機 2ྎ 防災ボランティア䝡ブス(㯤) 300ᯛ 

パルス䜸䜻シ䝯ーター 5ྎ トイレ⏝テント 3ᙇ 

ᢡ䜚␚䜏ᘧ䝩䝽イトボー䝗 3ྎ ᦠᖏトイレ 3,000ಶ 

記㘓⏝䜹䝯ラ 1ྎ トイレ䜻ット 3,000ᯛ 

⾨ᫍᦠᖏ㟁ヰ 

支部 4 本部⏝䝬イクセット  1ྎ  

病㝔 3 救護⌜⏝⾑ᅽィ 6ྎ 

⾑ᾮセンター2 ᒇ内⏝テント(䜂な䜣ルー䝮) 300ᙇ 

㭬㬆Ⲯ 1 救護所⏝パーテーション 6ྎ 

災害⏝ Wi-Fiルーター 2ྎ タブレット・䝥ロ䝆ェクター 各 1ྎ 

災害⏝ス䝬ートフ䜷ン 2ྎ 䡀ERU国内ᆺ⥭急ᑐ応䝴ニット 1ྎ 

⌧地災害ᑐ⟇本部⏝䝥䝸ンタ 2ྎ 救護⌜⏝ᣑኌჾ 1ྎ 

䝋ーラーパネル ⵳㟁ụ 4ྎ パネル 8ᯛ 災害⏝ᦠᖏ㟁ヰ ᭦新 1ྎ 

救護⌜㌴㍕⏝䝥䝸ンタ 1ྎ 災害救護（臨時救護）⏝バッグ 2ಶ 

自動ラッ䝥ᘧトイレ 10ྎ ⛣動ᆺ䝸䝏ウ䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（大） 2ྎ  

応急救護所⏝石Ἔストーブ 䠓ྎ ⛣動ᆺ䝸䝏ウ䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（小） 3ྎ 

 

 

 
�㟁ụࣥ࢜࢖࣒࢘ࢳࣜ ⵳㟁ụ� ኱ 
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ίỈ機 2ྎ 救護員⏝バッグ 50ಶ 

医⒪セット⨨ྎ 3セット 䝽ンショル䝎ーバッグ 30ಶ 

スクー䝥ストレッ䝏䝱ー 2ྎ 䝠ッ䝥バッグ       30ಶ 

ᢸᯫ 35ྎ 臨場バイン䝎ー     15ಶ 

䝽ンタッ䝏パーテーション 283ྎ ஧ẁᘧ⡆᫆ベッ䝗 6ྎ 

Ⓨ㟁機 21機 医⏝テレ䝯ーター 1ྎ 

䝗ラ䝮コー䝗䝸ール 16巻 ト䝸アー䝆シート 1セット 

ᢞග機（ライトボーイ） 1機 自྾ᘧ䜶アーᢸᯫ 20ಶ 

ᢞගჾ（dERU資ᮦ） 2 医⒪セット 3セット 

ノーパンクᢡ␚自㌿㌴ 2ྎ ᦠᖏᆺ医⒪セット 1セット 

大ᆺᡪ㢼機 5ྎ ᢡ䜚たた䜏ᐷྎ(ᮌ〇) 78ྎ 

䝆ェット䝠ーター 6ྎ ⡆᫆ベッ䝗(ステンレス〇) 25ྎ 

ከ┠的テント 61ྎ 防災ボランティア䝴ニフ䜷ー䝮 20╔ 

㝖㞷機 2ྎ 防災ボランティア䝡ブス(㯤) 300ᯛ 

パルス䜸䜻シ䝯ーター 5ྎ トイレ⏝テント 3ᙇ 

ᢡ䜚␚䜏ᘧ䝩䝽イトボー䝗 3ྎ ᦠᖏトイレ 3,000ಶ 

記㘓⏝䜹䝯ラ 1ྎ トイレ䜻ット 3,000ᯛ 

⾨ᫍᦠᖏ㟁ヰ 

支部 4 本部⏝䝬イクセット  1ྎ  

病㝔 3 救護⌜⏝⾑ᅽィ 6ྎ 

⾑ᾮセンター2 ᒇ内⏝テント(䜂な䜣ルー䝮) 300ᙇ 

㭬㬆Ⲯ 1 救護所⏝パーテーション 6ྎ 

災害⏝ Wi-Fiルーター 2ྎ タブレット・䝥ロ䝆ェクター 各 1ྎ 

災害⏝ス䝬ートフ䜷ン 2ྎ 䡀ERU国内ᆺ⥭急ᑐ応䝴ニット 1ྎ 

⌧地災害ᑐ⟇本部⏝䝥䝸ンタ 2ྎ 救護⌜⏝ᣑኌჾ 1ྎ 

䝋ーラーパネル ⵳㟁ụ 4ྎ パネル 8ᯛ 災害⏝ᦠᖏ㟁ヰ ᭦新 1ྎ 

救護⌜㌴㍕⏝䝥䝸ンタ 1ྎ 災害救護（臨時救護）⏝バッグ 2ಶ 

自動ラッ䝥ᘧトイレ 10ྎ ⛣動ᆺ䝸䝏ウ䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（大） 2ྎ  

応急救護所⏝石Ἔストーブ 䠓ྎ ⛣動ᆺ䝸䝏ウ䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（小） 3ྎ 

 

 

 
�㟁ụࣥ࢜࢖࣒࢘ࢳࣜ ⵳㟁ụ� ኱ 
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（䠑）救援物資のᩚ備≧ἣ

支部ཬ䜃地区分区配備の災害救援㌴の᭦新、救援物資のᩚ備を行い、Ỉ害、ⅆ災、㞷害等によ䜚⿕災䛥れ

た᪉䚻に救援物資等の配ᕸを行った。

① 救援物資の備⵳

救援物資の種㢮
備⵳数

支部 地区分区

ẟᕸ 2,480 2,168

⥭急セット 900 883

バスタ䜸ル 1,859 2,172

タ䜸ル䜿ット 1,379 -

安╀セット 1,312 303

䝽ンタッ䝏パーテーション 283 -

ከ┠的テント 61 -

ᒇ内⏝テント 300 -

ẁボールベッ䝗（ᴦኳイーグルスᥦ౪） 99 -

� �

ẟᕸ ࣝ࢜ࢱࢫࣂ ⥭ᛴࢺࢵࢭ

� � � � �

Ᏻ╀ࢺࢵࢭ ᩆ᥼࣮ࢱࣥࢭෆഛ⵳の様子
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（䠑）救援物資のᩚ備≧ἣ 

支部ཬ䜃地区分区配備の災害救援㌴の᭦新、救援物資のᩚ備を行い、Ỉ害、ⅆ災、㞷害等によ䜚⿕災䛥れ

た᪉䚻に救援物資等の配ᕸを行った。 

 

① 救援物資の備⵳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救援物資の種㢮 
備⵳数 

支部 地区分区 

ẟᕸ 2,480 2,168 

⥭急セット 900 883 

バスタ䜸ル 1,859 2,172 

タ䜸ル䜿ット 1,379 - 

安╀セット 1,312 303 

䝽ンタッ䝏パーテーション 283 - 

ከ┠的テント 61 - 

ᒇ内⏝テント 300 - 

ẁボールベッ䝗（ᴦኳイーグルスᥦ౪） 99 - 

�  � �  
ẟᕸ� � � � � � � � � � � � � � � � �ࣝ࢜ࢱࢫࣂ � � � � � � � � � � � ⥭ᛴࢺࢵࢭ 

 

� � � � �  
Ᏻ╀ࢺࢵࢭ� � � � � � � � � � � � � � � ᩆ᥼࣮ࢱࣥࢭෆഛ⵳の様子 

② 救援物資の⿕災者への配ᕸ≧ἣとᅾᗜ≧ἣ（地区分区ẖ） 

地区分区 
 

ẟᕸ ⥭急セット バスタ䜸ル 
タ䜸ル

䜿ット 

安╀セ

ット 
救援㌴ 

ᘫ៘㔠 

支ᡶ㔠

㢠 
配ᕸ数 ᅾᗜ数 配ᕸ数 ᅾᗜ数 配ᕸ数 ᅾᗜ数 

盛岡市 

㔩石市 

ᐑྂ市 

一関市 

大⯪Ώ市 

ዟᕞ市 

花巻市 

北上市 

ஂឿ市 

㐲野市 

㝣๓高田市 

஧ᡞ市 

ඵᖭᖹ市 

⁪ἑ市 

雫石町 

ⴱ巻町 

岩手町 

⣸Ἴ町 

▮ᕵ町 

す和㈡町 

㔠䞄ᓮ町 

ᖹἨ町 

ఫ田町 

大槌町 

山田町 

岩Ἠ町 

田野⏿ᮧ 

ὒ野町 

野田ᮧ 

ᬑ௦ᮧ 

一ᡞ町 

㍍⡿町 

஑ᡞᮧ 

小ィ 

岩手県支部 

合ィ 

― 8 ―



（６）防災ボランティア・ಶ人ボランティア㣴ᡂ≧ἣ 

災害時に救援物資の㍺㏦・配分、⅕出し、㑊㞴所の支援など赤十字の災害時の支援活動にᦠわる᪉の防

災ボランティアⓏ㘓を行い◊ಟや訓練等を実施している。 

4年度はコロナウイルス感染予防ᑐ⟇を行いながら、㣴ᡂ◊ಟ・ボランティア◊ಟ、災害救護訓練を行っ

た。防災ボランティア（㣴ᡂ）◊ಟは、支部職員の災害ᑐ応訓練とྠ時開催とし、救護⌜派遣時にᖏྠし⌧地

にて救護所をタ営するとい䛖訓練を北上ᕝἙᕝᩜにて実施した。㐃⤡⥙（᫖年Ⓩ㘓した LINEⓏ㘓や䝯ール

ア䝗レス）にてཧ㞟、⌧地䛷の救護所のタ営、⅕䛝出し等の訓練を実施した。 

防災ボランティア支援⌜に䛴いては、⟶内合ྠ災害救護訓練にཧຍし、傷病者ᦙ㏦や救護所タ営等の訓

練を行った。 

地ᇦの⤎ボランティアは、地ᇦ奉仕団が↓い地ᇦ等䛷、ボランティアをしたいとい䛖᪉䚻の受け─としてເ㞟

し、Ⓩ㘓いた䛰いた᪉ᑐ㇟に㣴ᡂ◊ಟを実施した。自分の㌟㏆な地ᇦ䛷活動していた䛰䛟䛣とを期ᚅしている。 

 

① ◊ಟ・訓練                                                     （単位：人） 

主催 訓練の名⛠ 実施日 会場 
ボランティア 

ཧຍ者数 

支部 支部職員災害ᑐ応訓練 8᭶ 23日 
盛岡市 

北上ᕝἙᕝᩜ 
22 

支部 ⟶内合ྠ災害救護訓練 10᭶ 14日 支部 6 

支部 地ᇦの⤎ボランティア◊ಟ 6᭶ 18日 支部 4 

支部 防災ボランティア◊ಟ・㣴ᡂ◊ಟ 8᭶ 23日 支部 31 

支部 防災ボランティア㣴ᡂ◊ಟ 8᭶ 23日 支部 3 

 

② 防災ボランティアⓏ㘓者数（地ᇦู）                                   （単位：人） 

地ᇦู 䝸ー䝎ー 地区䝸ー䝎ー ボランティア 合ィ 

盛岡市 1 0 17 18 

花巻市 1 0 3 4 

▮ᕵ町 0 0 0 0 

ዟᕞ市 1 0 4 5 

一関市 0 0 1 1 

大⯪Ώ市 0 1 0 1 

㝣๓高田市 0 0 1 1 

㔩石市 1 2 1 4 

ඵᖭᖹ市 1 0 3 4 

஧ᡞ市 0 0 1 1 

ᐑྂ市 0 0 4 4 

⁪ἑ市 0 0 2 2 

大槌町 1 0 2 3 

雫石町 0 0 2 2 

䛭の௚ 0 0 1 1 

合 ィ 6 3 42 51 

䐡 地ᇦの⤎ボランティアⓏ㘓者数（地ᇦู） 

地 ᇦ ู ಶ人ボランティア （人） 

盛岡市 䠕 

⣸Ἴ町 ３ 

▮ᕵ町 １ 

ዟᕞ市 １ 

花巻市 １ 

ᖹἨ町 1 

一関市 1 

合   ィ 17 

 

 

（䠓）災害⩏援㔠の受付≧ἣ      

  岩手県が⿕災地となる災害はⓎ⏕しなかったが、令和䠐年䠔᭶３日からの大㞵による災害によ䜚⿕害を受けた

⿕災地の᪉䚻にᑐする⩏援㔠がᐤ䛫られた。  

                   （令和 5年 3᭶ 31日⌧ᅾ）                           

 ⩏援㔠名 受付期間 ௳数（௳） 㔠 㢠（෇） 

1 令和 4年䠔᭶３日からの大㞵災害⩏援㔠 R4.8.12～R5.3.31 1 5,000 

合      ィ 1 5,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年䠔᭶３日からの大㞵災害における青᳃県支部にᑐする救援物資配㏦の様子 
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䐡 地ᇦの⤎ボランティアⓏ㘓者数（地ᇦู） 

地 ᇦ ู ಶ人ボランティア （人） 

盛岡市 䠕 

⣸Ἴ町 ３ 

▮ᕵ町 １ 

ዟᕞ市 １ 

花巻市 １ 

ᖹἨ町 1 

一関市 1 

合   ィ 17 

 

 

（䠓）災害⩏援㔠の受付≧ἣ      

  岩手県が⿕災地となる災害はⓎ⏕しなかったが、令和䠐年䠔᭶３日からの大㞵による災害によ䜚⿕害を受けた

⿕災地の᪉䚻にᑐする⩏援㔠がᐤ䛫られた。  

                   （令和 5年 3᭶ 31日⌧ᅾ）                           

 ⩏援㔠名 受付期間 ௳数（௳） 㔠 㢠（෇） 

1 令和 4年䠔᭶３日からの大㞵災害⩏援㔠 R4.8.12～R5.3.31 1 5,000 

合      ィ 1 5,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年䠔᭶３日からの大㞵災害における青᳃県支部にᑐする救援物資配㏦の様子 
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（䠔） 防災・ῶ災のྲྀ⤌ 

東日本大㟈災などの㐣ཤの災害から学䜣䛰▱㆑やᩍ訓を௒ᚋの備えとしてከ䛟の県Ẹに広めるため地ᇦ

ఫẸや学校をᑐ㇟に䛂赤十字防災セミナー䛃を開催した。赤十字講習とྠ様にコロナ感染ᑐ⟇を講じながら、

実施した。 

防災セミナーの実施場所とཧຍ者数                    (単位：人)  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災セミナーの様子 

 期 日 区分 場 所 内 容 ཧຍ者 

8/24 ඹ通䝥ログラ䝮 ඵᖭᖹ市立す᰿中学校（体⫱㤋） 災害への備え 64 

9/3 ඹ通䝥ログラ䝮 ఫ田町㎰ᯘ会㤋 災害への備え 32 

11/29 ඹ通䝥ログラ䝮 
盛岡市立ᱜᇛඣ❺・⪁人福祉セン

ター 
災害への備え 19 

R5 

1/30 
支部⊂自 

ඵᖭᖹ市立す᰿中学校 

（ㄪ⌮実習ᐊ） 

災害食స䜚、防災ポー䝏䛵䛟䜚

にྥけた䝽ークショッ䝥 
２䠑 

1/31 支部⊂自 
஧ᡞ中ኸコミ䝳ニティセンター 

䛂に䛣ランス䛃 
災害への備え、災害食స䜚 21 

2/24 支部⊂自 盛岡医⒪看護大学校 
赤十字の災害ᑐ応、䛣䛣䜝の

䜿ア 
32 

赤十字防災セミナー3回 支部⊂自セミナー3回 193 

� � � � �   
� � � � � �  

赤十字奉仕団ふれあい交流会の様子 

（䠕） ᚟⯆支援活動 

 ᖹᡂ 31 年 3 ᭶にᾏእ救援㔠を౑⏝した᚟⯆支援事業䛂ノルディック・ウ䜷ー䜻ングと䛣䛣䜝の䜿ア䛃による௬タ

ఫᏯゼၥは⤊஢したが、䛭のᚋ、奉仕団による䛂䜅れあい交流会䛃として公営ఫᏯ等のゼၥを年間 15 回から 20

回⥅⥆していた。令和 4年度は、令和 3 年度とྠ様にコロナ感染予防のため交流会を中止䛫䛦るをᚓない奉仕

団䜒ከ䛟、開催回数がコロナ๓よ䜚大䛝䛟ῶ少したが、感染⑕予防に␃ពしながら実施した。 

 

① 奉仕団による䜅れあい交流会                                            

実施日 実施場所 内容 ཧຍ奉仕団、職員等 

ఫẸ 

ཧຍ

者 

8/31 
田⪁災害公営ఫᏯ（㤋

が᳃）㞟会所 

ポールを౑った体᧯、ノルディッ

クウ䜷ー䜻ング、手䛼䛠いの活⏝

⾡（䝬スク䜿ースస䜚など）、看護

師による⾑ᅽ ᐃと೺ᗣデ᩿ 

ᐑྂ市奉仕団員 1名 

岩手県ノルディックウ䜷ー䜻

ング奉仕団員３名 

支部職員 3名 

１２名 

9/15 
㝣๓高田市Ẽ௝分団

第一ᒡ所 

ポールを౑った体᧯、ノルディッ

クウ䜷ー䜻ング、手䛼䛠いの活⏝

⾡（䝬スク䜿ースస䜚など）、看護

師による⾑ᅽ ᐃと೺ᗣデ᩿ 

㝣๓高田市奉仕団員䠓名 

岩手県ノルディックウ䜷ー䜻

ング奉仕団員３名 

支部職員３名 

１６名 

10/26 
大槌町文化交流センタ

ーおしゃっち 

ポールを౑った体᧯、ノルディッ

クウ䜷ー䜻ング、ラ䝆䜸体᧯、㋀

䜚、おᴦし䜏ᢳ選会 

花巻市内 4 奉仕団（花巻、

大㏕、石㫽㇂、東和）１䠔名 

岩手県ノルディックウ䜷ー䜻

ング奉仕団員 2名 

支部職員２名 

１䠓名 

10/22 

㝣๓高田市市Ẹ文化

会㤋๓（㝣๓高田市⏘

業⚍䜚会場内） 

䜂っ䛴䜏のお᣺⯙い（300食） 
㐲野市奉仕団員䠑名 

㐲野市地区᭷ຌ会員３名 

約 300

名 
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赤十字奉仕団ふれあい交流会の様子 

（䠕） ᚟⯆支援活動 

 ᖹᡂ 31 年 3 ᭶にᾏእ救援㔠を౑⏝した᚟⯆支援事業䛂ノルディック・ウ䜷ー䜻ングと䛣䛣䜝の䜿ア䛃による௬タ

ఫᏯゼၥは⤊஢したが、䛭のᚋ、奉仕団による䛂䜅れあい交流会䛃として公営ఫᏯ等のゼၥを年間 15 回から 20

回⥅⥆していた。令和 4年度は、令和 3 年度とྠ様にコロナ感染予防のため交流会を中止䛫䛦るをᚓない奉仕

団䜒ከ䛟、開催回数がコロナ๓よ䜚大䛝䛟ῶ少したが、感染⑕予防に␃ពしながら実施した。 

 

① 奉仕団による䜅れあい交流会                                            

実施日 実施場所 内容 ཧຍ奉仕団、職員等 

ఫẸ 

ཧຍ

者 

8/31 
田⪁災害公営ఫᏯ（㤋

が᳃）㞟会所 

ポールを౑った体᧯、ノルディッ

クウ䜷ー䜻ング、手䛼䛠いの活⏝

⾡（䝬スク䜿ースస䜚など）、看護

師による⾑ᅽ ᐃと೺ᗣデ᩿ 

ᐑྂ市奉仕団員 1名 

岩手県ノルディックウ䜷ー䜻

ング奉仕団員３名 

支部職員 3名 

１２名 

9/15 
㝣๓高田市Ẽ௝分団

第一ᒡ所 

ポールを౑った体᧯、ノルディッ

クウ䜷ー䜻ング、手䛼䛠いの活⏝

⾡（䝬スク䜿ースస䜚など）、看護

師による⾑ᅽ ᐃと೺ᗣデ᩿ 

㝣๓高田市奉仕団員䠓名 

岩手県ノルディックウ䜷ー䜻

ング奉仕団員３名 

支部職員３名 

１６名 

10/26 
大槌町文化交流センタ

ーおしゃっち 

ポールを౑った体᧯、ノルディッ

クウ䜷ー䜻ング、ラ䝆䜸体᧯、㋀

䜚、おᴦし䜏ᢳ選会 

花巻市内 4 奉仕団（花巻、

大㏕、石㫽㇂、東和）１䠔名 

岩手県ノルディックウ䜷ー䜻

ング奉仕団員 2名 

支部職員２名 

１䠓名 

10/22 

㝣๓高田市市Ẹ文化

会㤋๓（㝣๓高田市⏘

業⚍䜚会場内） 

䜂っ䛴䜏のお᣺⯙い（300食） 
㐲野市奉仕団員䠑名 

㐲野市地区᭷ຌ会員３名 

約 300

名 
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② 総合防災訓練等展示ブース出展 

  各地区分区を通じて、総合防災訓練や各種イベントへ展示ブースを出展し、来場者へ赤十字事業や救援物

資の紹介、救急法等のミニ講習を実施するなど広報活動を展開した。 

実施日 実施場所 内容 
ボランティア・ 

職員 
来場者 

9/4 

北上市立黒岩小学校 

（北上市総合防災訓練

会場） 

赤十字活動パネル・救援物資

展示、救急法体験、ノベルティ

グッズ・広報誌配付 

支部職員３名 約 80名 

9/10 

雫石町総合福祉センタ

ー（雫石町ボランティア

フェスティバル会場） 

赤十字活動パネル・救援物資

展示、防災クイズ、災害食試

食、ノベルティグッズ・広報誌配

付 

雫石町奉仕団員６名 

支部職員１名 
約 100名 

11/3 

大槌町文化交流センタ

ーおしゃっち（大槌町防

災フェスタ会場） 

災害救助犬のデモンストレーシ

ョン、救援物資展示、救急法体

験、ノベルティグッズ・広報誌配

付 

安全奉仕団員２名 

支部職員１名 
約 80名 

 

 

 

 

 

 

展示ブースの様子 

（10） 臨時救護 

公的機関等から依頼を受けた全県規模の行事への救護要員の派遣を行い、不慮の事故等による傷病者

の救護にあたった。令和 4年度は、コロナウイルス感染予防のため各団体が行事の開催を自粛するなか行わ

れた下記の依頼に応えた。                                           

① 臨時救護派遣場所と派遣人数                                   (単位：人) 

期 日 行事名 場 所 派遣人員 患者数 備考 

6/3～5 岩手県高総体ボート競技 花巻市田瀬湖ﾎﾞｰﾄ場 看護師(3) 1  

6/4 岩手県障がい者スポーツ大会 岩手県営運動公園 看護師(1) 2  

7/15～17 東北高等学校選抜ボート大会 花巻市田瀬湖ﾎﾞｰﾄ場 看護師（3） 2  

7/26～28 
岩手県青少年赤十字 

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

国立岩手山 

青年交流の家 
看護師（3）  

コロナ禍 

中止 

8/30～31 第 73回全日本少年野球大会 岩手県営野球場 看護師（3） 0  

9/2～4 高総体新人戦ボート競技 花巻市田瀬湖ボート場 看護師（3） 0  

11/23 
第 81回一関・盛岡間 

駅伝競走大会 
一関～北上間 

医師(1) 

看護師(1) 

主事(1) 

0 
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䠎 救急法➼の講習  
ᆅᇦの᪉䚻が健康で安全・安ᚰなᬽ䜙し䜢㏦るために、人࿨救ຓの᪉法とලయⓗな▱㆑・ᢏ⾡䜢ᬑཬ䛩るた

めの救急法、水上安全法、健康生活支援講習、幼児安全法の講習䜢実施している。コロナ䜴䜲䝹䝇ឤᰁᣑ኱㜵

Ṇのため、ᇶ本ⓗなឤᰁ㜵Ṇ対⟇（健康䝏䜵䝑䜽、䝬䝇䜽╔⏝、ᡭ指ᾘẘ、人と人との㊥㞳䜢ྲྀる）䜢講䛨、୍㒊

の実ᢏの᪉法䜢ኚ᭦しなが䜙の実施とした。 

 

（䠍）ྛ講習の活ືᴫせ 

【 救急法 】 

日ᖖ生活に䛚䛡る஦ᨾ㜵Ṇの▱㆑と、୙៖の஦ᨾ䜔急病に対して་ᖌ䜔救急㝲にᘬき⥅䛠䜎でのᡭᙜて

の᪉法䜢指導し、ᆅᇦでの⮬ຓඹຓのព㆑䜢㧗めるもので、㉥༑Ꮠ救急法ᇶ♏講習と、䛭の୍㒊䜢▷᫬㛫で

⾜䛖▷ᮇ講習䜢実施した。 

令和 4 年度はᇶ♏講習、救急員㣴ᡂ講習、▷ᮇ講習䜢実施䛩るとともに、3 年䜆りに指導員㣴ᡂ講習䜢開

催した。 

䐟 救急法ᇶ♏講習の実施୺యとཷ講者数                             (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講数 ഛ⪃ 

5/15、6/18、

7/10、9/4、1/25 
日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊 88  

4/22 ᒾᡭ┴❧኱Ꮫ┳ㆤᏛ㒊 7 ౫㢗対応 

5/17 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 36 ౫㢗対応 

6/20 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 33 ౫㢗対応 

10/25 䜏䛱の䛟・䜏䛹りᏛᅬ 9 ౫㢗対応 

11/2 ᅜ㝿་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ୍㛵ᰯ኱ᮾᰯ⯋ 19 ౫㢗対応 

11/30 ┒ᒸ䝦䜰䝯䜲䜽ᑓ㛛Ꮫᰯ 20 ౫㢗対応 

12/7 ┒ᒸ䝦䜰䝯䜲䜽ᑓ㛛Ꮫᰯ 19 ౫㢗対応 

12/10 䜎な䜃Ꮫᅬ 9 指導員௻⏬ 

12/14 ┒ᒸ䝦䜰䝯䜲䜽ᑓ㛛Ꮫᰯ 20 ౫㢗対応 

12/21 ୍㛵修⣚㧗➼Ꮫᰯ 13 ౫㢗対応 

2/6 ໭日本་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ 10 ౫㢗対応 

2/16 MCL┒ᒸ་⒪┳ㆤ኱Ꮫᰯ 30 指導員௻⏬ 

3/7 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ➨஧㧗➼Ꮫᰯ 21 ౫㢗対応 

救急法ᇶ♏講習 18回 334  

  

� � � � � �  
ᩆᛴἲㅮ⩦の様子 
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䐠 救急法救急員㣴ᡂ講習の実施୺యとཷ講者数                      （単位䠖人） 

開催日 実施୺య ཷ講数 

5/18䡚20 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 36 

6/21䡚23 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 33 

8/6䡚7 日㉥ᒾᡭ┴支㒊 16 

9/5䡚6 日㉥ᒾᡭ┴支㒊 16 

1/26䡚27 日㉥ᒾᡭ┴支㒊 20 

2/13䡚14 ໭日本་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ 10 

救急法救急員㣴ᡂ講習 6回 131 

 

䐡 救急法▷ᮇ講習 ౫㢗ඛとཷ講人数                               (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講数 ഛ⪃ 

4/2 す᰿㧗㏿ศ㥔㝲 17 指導員௻⏬ 

4/3 ᒾᡭ⏫ᆅ༊⊟཭఍ 25   

4/5 ඵᖭᖹᕷ❧安௦୰Ꮫᰯ 11   

4/10 㞸▼⏫⊟཭఍ 12   

4/28 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ䜏た䛡支援Ꮫᰯ（㧗➼㒊） 15   

5/11 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 15 指導員௻⏬ 

5/12 䞞ᅄ㛛 12   

5/12 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ病院 40 指導員௻⏬ 

5/18 ໭上㆙ᐹ⨫ 13 指導員௻⏬ 

5/18 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

5/19 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

5/21 ⁪ἑᕷయ⫱༠఍ 21   

5/22 ⁪ἑᕷయ⫱༠఍ 22   

5/27 ໭上ᕷ❧㣤㇏୰Ꮫᰯ 89   

6/2 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ㟷ᯇ支援Ꮫᰯ（㧗➼㒊） 16   

6/3 JRC指導者研修఍ 9   

6/3 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ㟷ᯇ支援Ꮫᰯ（㧗➼㒊） 10   

6/15 ┒ᒸ YMCA 7   

6/22 ᒾᡭ┴㆙ᐹ㐠㌿චチㄢ 40   

6/23 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇ㔝ᑠᏛᰯ 30   

6/23、6/24 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ病院 13 指導員௻⏬ 

6/27 ᒾᡭ┴❧୍㛵➨஧㧗➼Ꮫᰯ 5   

6/29 ඵᖭᖹᕷ❧⏣㢌ᑠᏛᰯ 28   

7/1 ᒾᡭ⏫❧἟ᐑ内ᑠᏛᰯ 14   

7/3 ┒ᒸ YMCA 66   

7/4 ┒ᒸᕷ❧୰㔝ᑠᏛᰯ PTA 35   

7/5 日㉥஧ᡞᕷᆅ༊ 37   

7/6 ඵᖭᖹᕷ❧安௦୰Ꮫᰯ 21   

7/11 ┒ᒸᕷ❧⋢ᒣᑠᏛᰯ 11   

7/12 ඵᖭᖹᕷయ⫱༠఍ 8   

7/13 日㉥㔩▼ᕷᆅ༊ 15   

7/14 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38   

7/15 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

7/19 ඵᖭᖹᕷ❧す᰿୰Ꮫᰯ 72   

7/24 日㉥୍㛵ᕷᆅ༊ 15   

8/1 ▮ᕵ⏫❧▮ᕵ໭୰Ꮫᰯ 19   

8/4 日㉥㭬㬆Ⲯ 18   

8/5 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 8   

8/5 䝏䞊䝮もり䛚䛛 8   

8/9 日㉥㭬㬆Ⲯ 16   

8/9 㐲㔝㆙ᐹ⨫ 20 指導員௻⏬ 

8/17 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ䜏た䛡支援Ꮫᰯ஧ᡞศ教ᐊ 26   

8/18 䞞䝆䝱䝟䞁䝣䜯䞊䝮┒ᒸᕤሙ 16   

8/19 ┒ᒸᕷᮾᯇᅬᑠᏛᰯ 18   

8/23 ᒾᡭ┴❧༓ཕ㧗➼ᢏ⾡ᑓ㛛ᰯ 16   

8/25 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

8/26 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38   

8/29 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

8/30 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

8/31 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

9/1 㔩▼㆙ᐹ⨫ 11 指導員௻⏬ 

9/1 ┒ᒸᕷ❧㒔༡ᮾᑠᏛᰯ 22   

9/2 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

9/5 㞸▼⏫ศ༊ 12   

9/7 ≉別㣴ㆤ⪁人䝩䞊䝮 ⓒᑑの㒓  21   

9/8 上⏣බẸ㤋 6   

9/13 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 88   

9/14 ≉別㣴ㆤ⪁人䝩䞊䝮 ⓒᑑの㒓  24   

9/16 ඵᖭᖹᕷ❧す᰿➨୍୰Ꮫᰯ 78   

9/21 ≉別㣴ㆤ⪁人䝩䞊䝮 ⓒᑑの㒓  20   

9/28 日㉥㭬㬆Ⲯ 13   

10/6 ⰼᕳᕷᏛ❺䜽䝷䝤㐃⤡༠㆟఍ 34   

10/7 日㉥㔠䜿ᓮ⏫ศ༊ 37   

10/18 䝏䞊䝮もり䛚䛛 6   

10/23 㧗⏣⊟཭఍ 15   

10/27 ᒾᡭ┴⮬ື㌴教習ᡤ༠఍ 38   

10/28 ᒾᡭ┴⮬ື㌴教習ᡤ༠఍ 38   

10/29 ᒾᡭ┴⮬ື㌴教習ᡤ༠఍ 38   
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7/11 ┒ᒸᕷ❧⋢ᒣᑠᏛᰯ 11   

7/12 ඵᖭᖹᕷయ⫱༠఍ 8   

7/13 日㉥㔩▼ᕷᆅ༊ 15   

7/14 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38   

7/15 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

7/19 ඵᖭᖹᕷ❧す᰿୰Ꮫᰯ 72   

7/24 日㉥୍㛵ᕷᆅ༊ 15   

8/1 ▮ᕵ⏫❧▮ᕵ໭୰Ꮫᰯ 19   

8/4 日㉥㭬㬆Ⲯ 18   

8/5 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 8   

8/5 䝏䞊䝮もり䛚䛛 8   

8/9 日㉥㭬㬆Ⲯ 16   

8/9 㐲㔝㆙ᐹ⨫ 20 指導員௻⏬ 

8/17 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ䜏た䛡支援Ꮫᰯ஧ᡞศ教ᐊ 26   

8/18 䞞䝆䝱䝟䞁䝣䜯䞊䝮┒ᒸᕤሙ 16   

8/19 ┒ᒸᕷᮾᯇᅬᑠᏛᰯ 18   

8/23 ᒾᡭ┴❧༓ཕ㧗➼ᢏ⾡ᑓ㛛ᰯ 16   

8/25 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

8/26 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38   

8/29 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

8/30 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

8/31 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

9/1 㔩▼㆙ᐹ⨫ 11 指導員௻⏬ 

9/1 ┒ᒸᕷ❧㒔༡ᮾᑠᏛᰯ 22   

9/2 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10 指導員௻⏬ 

9/5 㞸▼⏫ศ༊ 12   

9/7 ≉別㣴ㆤ⪁人䝩䞊䝮 ⓒᑑの㒓  21   

9/8 上⏣බẸ㤋 6   

9/13 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 88   

9/14 ≉別㣴ㆤ⪁人䝩䞊䝮 ⓒᑑの㒓  24   

9/16 ඵᖭᖹᕷ❧す᰿➨୍୰Ꮫᰯ 78   

9/21 ≉別㣴ㆤ⪁人䝩䞊䝮 ⓒᑑの㒓  20   

9/28 日㉥㭬㬆Ⲯ 13   

10/6 ⰼᕳᕷᏛ❺䜽䝷䝤㐃⤡༠㆟఍ 34   

10/7 日㉥㔠䜿ᓮ⏫ศ༊ 37   

10/18 䝏䞊䝮もり䛚䛛 6   

10/23 㧗⏣⊟཭఍ 15   

10/27 ᒾᡭ┴⮬ື㌴教習ᡤ༠఍ 38   

10/28 ᒾᡭ┴⮬ື㌴教習ᡤ༠఍ 38   

10/29 ᒾᡭ┴⮬ື㌴教習ᡤ༠఍ 38   
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11/11 ┒ᒸᕷ❧⋢ᒣ୰Ꮫᰯ 20   

11/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

11/17 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

11/20 ᫂἞安⏣生࿨ 40   

11/22 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 37   

11/29 䜅䜜あい䝃ロ䞁Ⲕឡ 8 指導員௻⏬ 

11/30 ⰼᕳ㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬ 

12/2 䝏䞊䝮もり䛚䛛 3   

12/4 䝪䞊䜲䝇䜹䜴䝖┒ᒸᆅ༊༠㆟఍ 19   

12/6 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 61   

12/9 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ 12   

12/15 䞞䝴䞊䝔䝮䝥䝺䝅䝆䝵䞁ᮾ໭ᕤሙ 98   

1/22 㔩▼ᕷᆅ༊生活応援䝉䞁䝍䞊 23 指導員௻⏬ 

1/30 㔩▼ᕷᆅ༊ 8   

2/1 ᒾᡭ┴䝞䝇༠఍ 22   

2/2 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 18 指導員௻⏬ 

2/3 䝏䞊䝮もり䛚䛛 3   

2/8 ᒾᡭ┴䝞䝇༠఍ 31   

2/15 ᒾᡭ┴❧໭上⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 70   

2/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40   

2/17 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

2/19 いわて᳃ᯘ෌生研✲఍ 25   

2/20 ᒾᡭ┴❧໭上⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 70   

2/21 ᒾᡭ┴❧໭上⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 36   

3/1 ᒾᡭ┴䝞䝇༠఍ 21   

3/4 䞞い䜣䜉䜽䝸䞊䝙䞁䜾 20   

3/9 ⴱᕳ⏫❧ᑠᒇ℩୰Ꮫᰯ 20   

3/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 39   

3/17 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 34   

3/18 ඹᰤ⸆ရႠᴗ本㒊 14   

3/30 䝜䞊䝇䝆䝱䝟䞁 14   

▷ᮇ講習 99回 2䠈613  

 

䙸 救急法 指導員㣴ᡂ講習の実施୺యとཷ講者数               （単位䠖人） 

開催日 実施୺య ཷ講数 

஦前研修 10/1䡚2 

日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊 

8 

本研修 11/26䡚28 12/3䡚4 7 

஦ᚋ研修（新௵研修）1/29 7 

救急法講習 指導員㣴ᡂ講習 䠍回 7 

 

䐣 講習種別䛤と実施回数とཷ講者数                                  (単位䠖人)  

 

【 水上安全法 】 

水䜢活⏝して健康のቑ㐍䜢ᅗり、水の஦ᨾ䛛䜙生࿨䜢Ᏺるため、Ὃ䛞のᇶ本と⮬ᕫಖ全、水の஦ᨾ㜵Ṇ、

⁒䜜た人の救ຓ、応急ᡭᙜな䛹の▱㆑とᢏ⾡䜢指導䛩るもので、令和 4 年度は水上安全法救ຓ員㣴ᡂ講習

の୍㒊䜢▷᫬㛫で⾜䛖▷ᮇ講習の䜏実施した。救ຓ員㣴ᡂ講習についてはཷ講者ྠኈが᥋ゐ䛩る実ᢏが

ከ䛟、実ᢏ୰に䝬䝇䜽╔⏝もできないため、開催䜢ぢ㏦䛳た。 

 

䐟 水上安全法▷ᮇ講習                                            (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講数 ഛ⪃ 

4/19 ┒ᒸᕷ⥲合䝥䞊䝹 15 ▷ᮇ BLSྵ 

6/14 䜖䜄あ䛩 19 ▷ᮇ BLSྵ 

6/28 ᒾᡭ኱Ꮫ教⫱Ꮫ㒊㝃ᒓ≉別支援Ꮫᰯ 31 ▷ᮇ BLSྵ 

7/14 ⁪ἑᕷ❧⁪ἑᮾᑠᏛᰯ 80 ╔⾰ 

8/29 㐲㔝ᕷ❧㟷➲ᑠᏛᰯ 61 ╔⾰ 

9/2 㐲㔝ᕷ❧ᅵῡᑠᏛᰯ 21 ╔⾰ 

9/2 ⫹ἑ➨୍ᑠᏛᰯ 36 ╔⾰ 

9/6 㐲㔝ᕷ❧㐲㔝ᑠᏛᰯ 29 ╔⾰ 

1/21 㞸▼⏫┴Ⴀ䝥䞊䝹 5 ▷ᮇ BLSྵ 

▷ᮇ講習 9回 297  

 

 

䐠 講習種別䛤と実施回数とཷ講者数                                   (単位䠖人)  

種別 開催回数 ཷ講者数 ഛ⪃ 

救ຓ員䊠㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

救ຓ員䊡㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

▷ᮇ講習 9 297  

指導員䊠㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

指導員䊡㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

ィ 9 297  

 

 

 

 

種別 開催回数 ཷ講者数 ഛ⪃ 

ᇶ♏ 18 334  

救急員㣴ᡂ 䠒 1䠏䠍  

▷ᮇ講習 䠕䠕 2䠈613  

指導員㣴ᡂ 1 7  

ィ 124 3,085  
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䐣 講習種別䛤と実施回数とཷ講者数                                  (単位䠖人)  

 

【 水上安全法 】 

水䜢活⏝して健康のቑ㐍䜢ᅗり、水の஦ᨾ䛛䜙生࿨䜢Ᏺるため、Ὃ䛞のᇶ本と⮬ᕫಖ全、水の஦ᨾ㜵Ṇ、

⁒䜜た人の救ຓ、応急ᡭᙜな䛹の▱㆑とᢏ⾡䜢指導䛩るもので、令和 4 年度は水上安全法救ຓ員㣴ᡂ講習

の୍㒊䜢▷᫬㛫で⾜䛖▷ᮇ講習の䜏実施した。救ຓ員㣴ᡂ講習についてはཷ講者ྠኈが᥋ゐ䛩る実ᢏが

ከ䛟、実ᢏ୰に䝬䝇䜽╔⏝もできないため、開催䜢ぢ㏦䛳た。 

 

䐟 水上安全法▷ᮇ講習                                            (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講数 ഛ⪃ 

4/19 ┒ᒸᕷ⥲合䝥䞊䝹 15 ▷ᮇ BLSྵ 

6/14 䜖䜄あ䛩 19 ▷ᮇ BLSྵ 

6/28 ᒾᡭ኱Ꮫ教⫱Ꮫ㒊㝃ᒓ≉別支援Ꮫᰯ 31 ▷ᮇ BLSྵ 

7/14 ⁪ἑᕷ❧⁪ἑᮾᑠᏛᰯ 80 ╔⾰ 

8/29 㐲㔝ᕷ❧㟷➲ᑠᏛᰯ 61 ╔⾰ 

9/2 㐲㔝ᕷ❧ᅵῡᑠᏛᰯ 21 ╔⾰ 

9/2 ⫹ἑ➨୍ᑠᏛᰯ 36 ╔⾰ 

9/6 㐲㔝ᕷ❧㐲㔝ᑠᏛᰯ 29 ╔⾰ 

1/21 㞸▼⏫┴Ⴀ䝥䞊䝹 5 ▷ᮇ BLSྵ 

▷ᮇ講習 9回 297  

 

 

䐠 講習種別䛤と実施回数とཷ講者数                                   (単位䠖人)  

種別 開催回数 ཷ講者数 ഛ⪃ 

救ຓ員䊠㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

救ຓ員䊡㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

▷ᮇ講習 9 297  

指導員䊠㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

指導員䊡㣴ᡂ － － コロナ禍にて実施せず 

ィ 9 297  

 

 

 

 

種別 開催回数 ཷ講者数 ഛ⪃ 

ᇶ♏ 18 334  

救急員㣴ᡂ 䠒 1䠏䠍  

▷ᮇ講習 䠕䠕 2䠈613  

指導員㣴ᡂ 1 7  

ィ 124 3,085  
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【 健康生活支援講習 】 

健䜔䛛な㧗㱋ᮇ䜢㐣䛤䛩ための௓ㆤ・支援の▱㆑・ᢏ⾡の習ᚓと実㊶䜢㏻して、健康⥔ᣢ・ቑ㐍のᛮ᝿と஫

いにຓ䛡合䛖䝪䝷䞁䝔䜱䜰のᚰ䜢⫱䜏、㉥༑Ꮠ活ືに✚ᴟⓗに参加しても䛖こと䜢┠ⓗとした講習である。 

令和 4 年度は健康生活支援講習支援員㣴ᡂ講習と䛭の୍㒊䜢▷᫬㛫で⾜䛖▷ᮇ講習䜢実施䛩るとともに、4

年䜆りに指導員㣴ᡂ講習䜢開催した。 

䐟 健康生活支援講習支援員㣴ᡂ講習の実施୺యとཷ講者数               （単位䠖人） 

開催日 実施୺య ཷ講数 

9/27䡚28 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊 10 

健康生活支援講習支援員㣴ᡂ講習 䠍回 10 

 

䐠 健康生活支援講習 ▷ᮇ講習 ౫㢗ඛとཷ講者数                    (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講者数 ഛ⪃ 

5/23 ୍㛵ᕷ༓ཕዊ௙ᅋ 30 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

6/25 生活䜽䝷䝤生༠(ᒾᡭ) 18  

6/30 ኱⯪Ώᕷዊ௙ᅋ 10 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

7/21 㔠䞄ᓮዊ௙ᅋ 5 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

7/25 㐲㔝ᕷዊ௙ᅋ 24 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

8/5 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊+䝏䞊䝮もり䛚䛛 9  

8/22 ஂឿᕷ㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ 7 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

8/26 ⰼἨዊ௙ᅋ 47  

8/29 ኱ᵔ⏫ዊ௙ᅋ 15 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

9/30 ┒ᒸ䜖䛖䜖䛖኱Ꮫ 15  

10/3 生活䜽䝷䝤生༠・ᒾᡭ┒ᒸ 24  

10/4 JRCᒾᡭ┴指導者༠㆟఍ 3  

10/17 㔠䞄ᓮዊ௙ᅋ 25 ㌟㏆な㉥༑Ꮠ ዊ௙ᅋ䝃ロ䞁 

10/18 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊+䝏䞊䝮もり䛚䛛 6  

10/18 生活䜽䝷䝤生༠・ᒾᡭ┒ᒸ 12  

10/31 㔠䞄ᓮዊ௙ᅋ 14 ㌟㏆な㉥༑Ꮠ ዊ௙ᅋ䝃ロ䞁 

11/14 ┒ᒸዊ௙ᅋ 11 ㌟㏆な㉥༑Ꮠ ዊ௙ᅋ䝃ロ䞁 

11/20 ᫂἞安⏣生࿨ಖ㝤┦஫఍♫┒ᒸ支♫ 40  

12/2 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊+䝏䞊䝮もり䛚䛛 3  

12/13 ᱜᇛᆅ༊（┒ᒸᕷᆅ༊） 17  

12/19 ඵᖭᖹᕷዊ௙ᅋ 10 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

12/22 ୍㛵ᕷᕝᓮዊ௙ᅋ 7 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

1/24 日㉥ዟᕞᕷ᭷ຌ఍  16  

2/3 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊+䝏䞊䝮もり䛚䛛 3  

2/8 ⰼᕳᕷዊ௙ᅋ 37 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

2/24 ┒ᒸ┳ㆤ་⒪኱Ꮫᰯ ┳ㆤᏛ⛉ 32  

3/15 ໭上ᕷ㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ 18 ㌟㏆な㉥༑Ꮠㄝ᫂ゼၥ研修఍ 

▷ᮇ講習 27回 458  
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䐡 健康生活支援講習 指導員㣴ᡂ講習の実施୺యとཷ講者数               （単位䠖人） 

開催日 実施୺య ཷ講数 

஦前研修 11/8 

日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊 

8 

本研修 1/21䡚23 2/10䡚11 6 

஦ᚋ研修（新௵研修）䠐/䠍䠍 6 

健康生活支援講習 指導員㣴ᡂ講習 䠍回 6 

 

䐢 講習種別䛤と実施回数とཷ講者数                                  (単位䠖人)  

種別 開催回数 ཷ講者数 ഛ⪃ 

支援員㣴ᡂ 1 10  

▷ᮇ講習 27 458  

指導員㣴ᡂ 1 6  

ィ 29 474  

 

 

 

 

 

【 幼児安全法講習 】 

幼児ᮇに㉳こり䜔䛩い஦ᨾのண㜵ཬ䜃ᡭᙜての実㝿、䛛䛛り䜔䛩い病Ẽと┳病の௙᪉な䛹の▱㆑とᢏ⾡指

導䜢┠ⓗとした講習䜢実施䛩るもので、令和 4年度は幼児安全法支援員㣴ᡂ講習と䛭の୍㒊䜢▷᫬㛫で⾜䛖

▷ᮇ講習䜢実施した。 

 

䐟 幼児安全法 支援員㣴ᡂ講習の実施୺యとཷ講者数               （単位䠖人） 

開催日 実施୺య ཷ講数 

10/7䡚8 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊 8 

7/15䡚16 ┒ᒸ་⒪⚟♴䝇䝫䞊䝒ᑓ㛛Ꮫᰯ 15 

7/25䡚26 ┒ᒸ་⒪⚟♴䝇䝫䞊䝒ᑓ㛛Ꮫᰯ 18 

3/6䡚䠓 ┒ᒸ་⒪⚟♴䝇䝫䞊䝒ᑓ㛛Ꮫᰯ 17 

3/11䡚12 ┒ᒸ་⒪⚟♴䝇䝫䞊䝒ᑓ㛛Ꮫᰯ 16 

幼児安全法 支援員㣴ᡂ講習 5回 74 

 

� � � � � � �  
೺ᗣ⏕άᨭ᥼ㅮ⩦の様子 
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䐠 幼児安全法▷ᮇ講習 ౫㢗ඛとཷ講者数                            (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講者数 ഛ⪃ 

4/2、4/5、4/6、4/7、4/8 ኳᫀᑎಖ⫱ᅬ 29 指導員௻⏬ 

5/26 䝙䝏䜲䜻䝑䝈໭上本㏻りಖ⫱ᅬ 12 指導員௻⏬ 

5/30 日㉥ᒾᡭங児院 8 指導員௻⏬ 

6/2、6/3 ┒ᒸᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 11  

6/3 ⰼᕳ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 5  

6/13、6/15 ༡ᕢᏊಖ⫱ᅬ 15  

6/16 きた䛟りಖ⫱ᅬ 25  

6/20 ▮ᕵ⏫䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 9  

6/22 䛞䜣がの㔛ಖ⫱ᅬ 14  

6/30 ᡭ௦᳃ಖ⫱ᅬ 16  

7/4 䛛䜎いしこ䛹もᅬ 13  

7/8 எ㒊ಖ⫱ᅬ 15  

7/11 ⏣㔝⏿ᮧ❧ⱝ᱒ಖ⫱ᅬ 17  

7/12 ⁪ἑᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 6  

7/13 日㉥ᒾᡭங児院 8 指導員௻⏬ 

7/21 䛟り䜔がわಖ⫱ᅬ 21  

7/23 ஂᫀᑎಖ⫱ᅬ 23  

8/4 ⏣㔝⏿ᮧ❧ⱝ᱒ಖ⫱ᅬ 17  

8/22、8/23 㔩▼ឡ⫱఍ ᑠబ㔝ಖ⫱ᅬ 9  

8/26 㔩▼ᕷಖ健⚟♴㒊Ꮚ䛹もㄢ 10  

9/9 日㉥ᒾᡭங児院 8  

9/10 䜰䜲䝸䝇ಖ⫱ᅬ 31  

9/13 ⁪ἑᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 10  

9/26 ஬⸨ගᏛ研✲ᡤ 25  

10/1 ▮ᕵ⏫教⫱ጤ員఍஦ົᒁ 24  

10/5 ┒ᒸ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 9  

10/18、10/20 ᕢᏊಖ⫱ᅬ 10  

10/22 ⹿のಖ⫱ᅬ 15  

10/25 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊஧ᡞᕷᆅ༊ 9  

10/27 ඖᮧಖ⫱ᅬ 16  

10/29 ⹿のಖ⫱ᅬ 17  

11/3 ኱ᵔ⏫㜵⅏䝣䜵䝇䝍 80  

11/10 ඖᮧಖ⫱ᅬ 17  

11/5 ⹿のಖ⫱ᅬ 9  

11/20 ᫂἞安⏣生࿨ಖ㝤┦஫఍♫┒ᒸ支♫ 40  

12/10 ᐑྂᕷ♫఍⚟♴༠㆟఍ 9 指導員௻⏬ 

12/20 ୍本ᮌಖ⫱ᅬ 8  

1/13 コ䞊䝥ඹ῭㐃 6  
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䐠 幼児安全法▷ᮇ講習 ౫㢗ඛとཷ講者数                            (単位䠖人)  

開催日 実施୺య ཷ講者数 ഛ⪃ 

4/2、4/5、4/6、4/7、4/8 ኳᫀᑎಖ⫱ᅬ 29 指導員௻⏬ 

5/26 䝙䝏䜲䜻䝑䝈໭上本㏻りಖ⫱ᅬ 12 指導員௻⏬ 

5/30 日㉥ᒾᡭங児院 8 指導員௻⏬ 

6/2、6/3 ┒ᒸᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 11  

6/3 ⰼᕳ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 5  

6/13、6/15 ༡ᕢᏊಖ⫱ᅬ 15  

6/16 きた䛟りಖ⫱ᅬ 25  

6/20 ▮ᕵ⏫䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 9  

6/22 䛞䜣がの㔛ಖ⫱ᅬ 14  

6/30 ᡭ௦᳃ಖ⫱ᅬ 16  

7/4 䛛䜎いしこ䛹もᅬ 13  

7/8 எ㒊ಖ⫱ᅬ 15  

7/11 ⏣㔝⏿ᮧ❧ⱝ᱒ಖ⫱ᅬ 17  

7/12 ⁪ἑᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 6  

7/13 日㉥ᒾᡭங児院 8 指導員௻⏬ 

7/21 䛟り䜔がわಖ⫱ᅬ 21  

7/23 ஂᫀᑎಖ⫱ᅬ 23  

8/4 ⏣㔝⏿ᮧ❧ⱝ᱒ಖ⫱ᅬ 17  

8/22、8/23 㔩▼ឡ⫱఍ ᑠబ㔝ಖ⫱ᅬ 9  

8/26 㔩▼ᕷಖ健⚟♴㒊Ꮚ䛹もㄢ 10  

9/9 日㉥ᒾᡭங児院 8  

9/10 䜰䜲䝸䝇ಖ⫱ᅬ 31  

9/13 ⁪ἑᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 10  

9/26 ஬⸨ගᏛ研✲ᡤ 25  

10/1 ▮ᕵ⏫教⫱ጤ員఍஦ົᒁ 24  

10/5 ┒ᒸ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 9  

10/18、10/20 ᕢᏊಖ⫱ᅬ 10  

10/22 ⹿のಖ⫱ᅬ 15  

10/25 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊஧ᡞᕷᆅ༊ 9  

10/27 ඖᮧಖ⫱ᅬ 16  

10/29 ⹿のಖ⫱ᅬ 17  

11/3 ኱ᵔ⏫㜵⅏䝣䜵䝇䝍 80  

11/10 ඖᮧಖ⫱ᅬ 17  

11/5 ⹿のಖ⫱ᅬ 9  

11/20 ᫂἞安⏣生࿨ಖ㝤┦஫఍♫┒ᒸ支♫ 40  

12/10 ᐑྂᕷ♫఍⚟♴༠㆟఍ 9 指導員௻⏬ 

12/20 ୍本ᮌಖ⫱ᅬ 8  

1/13 コ䞊䝥ඹ῭㐃 6  

䠍/20、1/24、1/30、1/31 いず䜏ಖ⫱ᅬ  8 指導員௻⏬ 

1/26 あ䛵䜎幼⛶ᅬ 9  

1/27 ⁪ἑᕷ䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 5  

2/17 コ䞊䝥ඹ῭㐃 10  

2/27 ▮ᕵ⏫䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊 11  

3/13 コ䞊䝥ඹ῭㐃 11  

3/24 日本㉥༑Ꮠ♫ᒾᡭ┴支㒊஧ᡞᕷᆅ༊ 7  

▷ᮇ講習 56回 687  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

䐡 講習種別䛤と実施回数とཷ講者数                                (単位䠖人)                                        

 

 

【 ྛ種講習の指導員ᅾ⡠≧ἣ 】  （令和 5年 3月 31日⌧ᅾ）           （単位:人）       

 

 

種別 開催回数 ཷ講者数 ഛ⪃ 

支援員㣴ᡂ 5 74  

▷ᮇ講習 56 687  

指導員㣴ᡂ - - - 

ィ 61 761  

ᡤ  ᒓ 救急法 水上安全法 健康生活支援 幼児安全法 㞷上安全法 

支  㒊 7 1 3 2 1 

㉥ ༑ Ꮠ 病 院 17 0 7 11 0 

⾑ ᾮ 䝉䞁䝍䞊 3 1 0 0 0 

ங 児 院 2 1 0 1 0 

日 ㉥ 㭬 㬆 Ⲯ 0 0 0 0 0 

䝪 䝷 䞁 䝔 䜱 䜰 58 12 12 19 0 

合   ィ 87 15 22 33 1 

 

� � �  
ᗂඣᏳ඲ἲㅮ⩦の様子 

― 22 ―



【 指導員研修 】                                                       （単位:人）                           

 

※救急法については令和 4年 4月の新教本改訂に合わせ、令和 4年度前に開催したが、病院のコロナ対応 

により参加できない指導員がいたため、4年度内も複数回開催したものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 開催日 参加者数 

救急法・水上安全法指導員研修 2022.3.12、21、6.11、12.17 80 

健康生活支援講習指導員研修 － コロナ禍にて実施せず 

幼児安全法指導員研修 － コロナ禍にて実施せず 

� � � � � � �  
� � � � � � � � � � � � � � � � � 指導員研修の様子 

３ 赤十字奉仕団、ボランティア活動 
（䠍）活動ᴫせ 

① 活動内容（地域・㟷年赤十字奉仕団） 

䛆会員増ᙉ䛇 

  活動㈨金ເ㞟のためのゼၥ活動、㈨ᮦ‽ഛの手ఏい、ᗈ報ㄅ等発㏦స業な䛹䜢⾜った。 

 䛆⅏ᐖᩆㆤ・㜵⅏䛇 

  ⅕䛝ฟ䛧指ᑟ・訓練・研修、㜵⅏䝉䝭䝘ーཷㅮ、⩏᥼金ເ㞟な䛹䜢⾜った。 

䛆⚟♴䛇 

・⪁ே・ඣ❺等⚟♴⪁ே᪋タゼၥ、子䛹䜒㣗ᇽ参加、㞀がい者⑓Ჷに䛚䛡る⾰㢮⿵修な䛹䜢⾜った。 

・身近な赤十字推進モデル奉仕団活動（一関市千厩町、盛岡市、金ケ崎町） 

地域ఫẸ対象の䝃ロン䜢㛤催䛧、య᧯䜔䛨䜓䜣䛡䜣な䛹䛷の䝺クリ䜶ー䝅䝵ン、೺ᗣ⏕活支᥼ㅮ⩦ཷㅮ、 

⅏ᐖ㣗の⤂௓、Ꮨ⠇の⾜事に䛱な䜣䛰㣭り䛵䛟り䜢⾜った。 

䛆⊩⾑推進㐠動・ㅮ⩦ᬑ及㐠動䛇 

⊩⾑推進䝅䝵ッ䝢ン䜾䝉ンター・䝇ー䝟ーな䛹の⾤㢌⊩⾑に䛚䛡る༠ຊ࿧びか䛡、ㅮ⩦ᬑ及、各✀ㅮ⩦へ

の参加䜢⾜った。 

䛆䛭の他䛇  

    赤十字奉仕団䜅れ䛒い஺ὶ会（⅏ᐖ᚟⯆支᥼活動）㛤催 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

（２）奉仕団等⦅ᡂ、ேᩘ等 

① 奉仕団✀ูᩘ及びྜ計団員ᩘ 

✀ ู 団 ᩘ 
団 員 ᩘ（ே） 

⏨ ዪ 計 

地域赤十字奉仕団 32団 222 862 1,084 

㟷年赤十字奉仕団  3団  20  61    81 

≉Ṧ赤十字奉仕団 14団 439 105   544 

ྜ 計 49団 681 1,0２8 1,䠓09 

 

 

� �  
 

身近な赤十字推進モデル奉仕団活動の様子 
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３ 赤十字奉仕団、ボランティア活動 
（䠍）活動ᴫせ 

① 活動内容（地域・㟷年赤十字奉仕団） 

䛆会員増ᙉ䛇 

  活動㈨金ເ㞟のためのゼၥ活動、㈨ᮦ‽ഛの手ఏい、ᗈ報ㄅ等発㏦స業な䛹䜢⾜った。 

 䛆⅏ᐖᩆㆤ・㜵⅏䛇 

  ⅕䛝ฟ䛧指ᑟ・訓練・研修、㜵⅏䝉䝭䝘ーཷㅮ、⩏᥼金ເ㞟な䛹䜢⾜った。 

䛆⚟♴䛇 

・⪁ே・ඣ❺等⚟♴⪁ே᪋タゼၥ、子䛹䜒㣗ᇽ参加、㞀がい者⑓Ჷに䛚䛡る⾰㢮⿵修な䛹䜢⾜った。 

・身近な赤十字推進モデル奉仕団活動（一関市千厩町、盛岡市、金ケ崎町） 

地域ఫẸ対象の䝃ロン䜢㛤催䛧、య᧯䜔䛨䜓䜣䛡䜣な䛹䛷の䝺クリ䜶ー䝅䝵ン、೺ᗣ⏕活支᥼ㅮ⩦ཷㅮ、 

⅏ᐖ㣗の⤂௓、Ꮨ⠇の⾜事に䛱な䜣䛰㣭り䛵䛟り䜢⾜った。 

䛆⊩⾑推進㐠動・ㅮ⩦ᬑ及㐠動䛇 

⊩⾑推進䝅䝵ッ䝢ン䜾䝉ンター・䝇ー䝟ーな䛹の⾤㢌⊩⾑に䛚䛡る༠ຊ࿧びか䛡、ㅮ⩦ᬑ及、各✀ㅮ⩦へ

の参加䜢⾜った。 

䛆䛭の他䛇  

    赤十字奉仕団䜅れ䛒い஺ὶ会（⅏ᐖ᚟⯆支᥼活動）㛤催 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

（２）奉仕団等⦅ᡂ、ேᩘ等 

① 奉仕団✀ูᩘ及びྜ計団員ᩘ 

✀ ู 団 ᩘ 
団 員 ᩘ（ே） 

⏨ ዪ 計 

地域赤十字奉仕団 32団 222 862 1,084 

㟷年赤十字奉仕団  3団  20  61    81 

≉Ṧ赤十字奉仕団 14団 439 105   544 

ྜ 計 49団 681 1,0２8 1,䠓09 

 

 

� �  
 

身近な赤十字推進モデル奉仕団活動の様子 
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② 地域赤十字奉仕団                                           （༢఩：ே） 

奉仕団名称 委 員 長 

団  員  ᩘ 活動内容 

⏨ ዪ 計 

会
員
増
ᙉ 

⅏
ᐖ
ᩆ
ㆤ
䩺
㜵
⅏ 

⪁
ே
䩺
ඣ
❺
等
⚟
♴ 

⊩
⾑
推
進 

ㅮ
⩦
ᬑ
及 

䧧
䧸
他 

盛岡市赤十字奉仕団 ᰘ 崎 一 ᜨ 7 17 24 䕿  䕿   䕿 

ᐑྂ市赤十字奉仕団 金 ୸ 久 子 2 23 25   䕿    

኱⯪Ώ市赤十字奉仕団 中 ᮧ 和 ྖ 7 18 25 䕿 䕿  䕿  䕿 

ⰼᕳ市ⰼᕳ地༊赤十字奉仕団 ᮌ ᮧ   ༤ 2 18 20 䕿  䕿 䕿  䕿 

ⰼᕳ市኱㏕地༊赤十字奉仕団 బ䚻ᮌ ೧ ኵ 8 8 16    䕿  䕿 

ⰼᕳ市石㫽㇂地༊赤十字奉仕団 ༡ 㤋 ၐ 子 0 24 24    䕿  䕿 

ⰼᕳ市ᮾ和地༊赤十字奉仕団 ᑠ ⏣   ⫕ 4 14 18   䕿   䕿 

໭ୖ市赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ὒ 子 0 21 21  䕿    䕿 

久慈市赤十字奉仕団 ⏿ ᮧ ⏤ ኵ 10 15 25  䕿  䕿   

遠野市赤十字奉仕団 ᾏ ⪁ ⣒ 子 0 47 47  䕿  䕿  䕿 

一関市一関赤十字奉仕団 ྜྷ ᕝ ┾⌮子 7 68 75 䕿  䕿 䕿 䕿 䕿 

一関市ⰼἨ赤十字奉仕団 బ ⸨ み䛥子 20 33 53 䕿   䕿  䕿 

一関市኱ᮾ赤十字奉仕団 増 沢   純 4 34 38 䕿 䕿  䕿  䕿 

一関市千厩赤十字奉仕団 ஬ ᔱ ⛅ 子 20 59 79 䕿  䕿 䕿  䕿 

一関市ᮾᒣ赤十字奉仕団 బ ⸨ 千㈡子 0 78 78  䕿 䕿   䕿 

一関市室᰿赤十字奉仕団 ᑠ ᒣ ཭ 子 0 23 23 䕿     䕿 

一関市ᕝ崎赤十字奉仕団 ୕ ᾆ 千௦子 5 14 19  䕿  䕿  䕿 

㝣๓㧗⏣市赤十字奉仕団 Ⳣ 野 ト䝅子 2 11 13    䕿   

釜石市赤十字奉仕団 中 ᕝ 䜹䝶子 0 19 19  䕿 䕿 䕿  䕿 

஧ᡞ市赤十字奉仕団 ⏣ ཱྀ 和 子 12 38 50 䕿   䕿   

ඵᖭᖹ市赤十字奉仕団 బ䚻ᮌ ᖾ 㞝 19 22 41    䕿  䕿 

ዟᕞ市Ỉ沢赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ᏹ ᖾ 2 0 2    䕿   

㞸石町赤十字奉仕団 中 ᕝ ┿⌮子 0 43 43  䕿  䕿  䕿 

▮ᕵ町赤十字奉仕団 ᕝ ཎ 久 子 13 57 70      䕿 

す和㈡町赤十字奉仕団 ↷ ஭   ⁹ 29 45 74  䕿     

金䞄崎町赤十字奉仕団 Ặ ᐙ ᐩኈ子 8 29 37  䕿 䕿 䕿   

኱ᵔ町赤十字奉仕団 （Ḟ） 0 19 19  䕿    䕿 

岩Ἠ町赤十字奉仕団 ᚿ 和 ㅬ 一 13 17 30       

⏣野⏿ᮧ赤十字奉仕団 ୖ ᮧ ∾ 子 13 17 30  䕿    䕿 

野⏣ᮧ赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 12 12       

ὒ野町赤十字奉仕団 ⊦ 石 ᝋ ⏨ 0 0 0 䕿  䕿 䕿   

஑ᡞᮧ赤十字奉仕団 ⱝ ᒣ ⚽ 一 6 6 12 䕿 䕿 䕿    

計 ３２団 222 862 1,084  

䐡 㟷年赤十字奉仕団                                             （༢఩：ே） 

奉 仕 団 名 
 

委 員 長 

団  員  

ᩘ 

活動内容 

⏨ ዪ 計 

会
員
増
ᙉ 

⅏
ᐖ
ᩆ
ㆤ
䩺
㜵
⅏ 

⪁
ே
䩺
ඣ
❺
等
⚟
♴ 

⊩
⾑
推
進 

ㅮ
⩦
ᬑ
及 

䧧
䧸
他 

岩手኱ᏛᏛ⏕赤十字奉仕団 㜿部 ගᕼ 5  4 9    䕿   

イー䝝トーブᏛ⏕赤十字奉仕団 ␊ᒣ ᙬ㡢  0 18 18    䕿   

岩手県❧኱Ꮫᐑྂ▷期኱Ꮫ部赤十字奉仕

団 
（୙ᅾ） 15 39 54    䕿   

計 ３団 20 61 81  

 

䐢 ≉Ṧ赤十字奉仕団                                             （༢఩：ே） 

奉仕団名称 委 員 長 
団  員  ᩘ 

主な活動内容 
⏨ ዪ 計 

岩手県ア䝬䝏ュア↓⥺赤十字奉仕団 中ᮧ ᫀྖ 18 0 18 ↓⥺タഛⅬ᳨、㏻ಙ訓練 

岩手県ỈୖᏳ全ἲ赤十字奉仕団 （Ḟ） 14 2 16 ỈୖᏳ全ἲㅮ⩦会指ᑟ༠ຊ 

岩手県赤十字Ᏻ全奉仕団 ᮌᮧ  ༤ 44 60 104 
ᩆᛴἲ、ᗂඣᏳ全ἲ、೺ᗣ⏕活支᥼ㅮ

⩦のㅮ⩦会指ᑟ༠ຊ 

岩手県㟷ᑡ年赤十字㈶ຓ奉仕団 బ䚻ᮌኊ一 67 10 7䠓 
JRC加┕ᰯⓏ㘓ᘧへのメッ䝉ー䝆㏦௜、

JRC指ᑟ者⫱ᡂ༠ຊ 

日赤釜石市地༊赤十字Ᏻ全奉仕団 బ䚻 㝯裕 4 5 9 ᩆᛴἲㅮ⩦会指ᑟ༠ຊ 

久慈ライ䝣䝉ービン䜾赤十字奉仕団 久慈 ๛ྐ 34 2 36 ╔⾰Ὃ指ᑟ、ᾏỈᾎ場┘ど 

⫹沢䝇䜻ー䝟トロール赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 0 0  

䜐䜝䛽ᒣᓅ赤十字奉仕団 ᑠᒣ 一ᡂ 14 0 14 ᒣ㛤䛝⾜事参加 

኱⯪Ώライ䝣䝉ービン䜾赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 0 0  

岩手県赤十字䝞イク奉仕団 ⏣中 Ύஓ 102 5 107 ⅏ᐖ䜢᝿定䛧た㉮⾜訓練 

岩手県赤十字䢓䡮䢈䡺䡬䢇䢚䢙䡴䢚赤十字奉仕

団 
ఀ⸨ ┿ᝅ 10 6 16 ᾏỈᾎ場┘ど 

ᒣ⏣䡭䢋䡽䡩䡭↓⥺䝛ット赤十字奉仕団 ୖ野 ♸一 11 4 15 ㏻ಙ訓練、⅕䛝ฟ䛧ຮᙉ会、㜵⅏訓練 

岩手県ᰂ㐨ᩚ᚟ᖌ会赤十字奉仕団 㜿部  ⣡ 115 4 119 䝇ポー䝒➇ᢏ኱会に䛚䛡るᩆㆤ員ὴ㐵 

岩手県䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡡䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚赤十字奉仕

団 
ኴ⏣ ṇᏕ 6 7 13 

䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚活⏝による೺ᗣ⏕活支

᥼活動 

計 14 団 439 105 544  
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② 地域赤十字奉仕団                                           （༢఩：ே） 

奉仕団名称 委 員 長 

団  員  ᩘ 活動内容 

⏨ ዪ 計 

会
員
増
ᙉ 

⅏
ᐖ
ᩆ
ㆤ
䩺
㜵
⅏ 

⪁
ே
䩺
ඣ
❺
等
⚟
♴ 

⊩
⾑
推
進 

ㅮ
⩦
ᬑ
及 

䧧
䧸
他 

盛岡市赤十字奉仕団 ᰘ 崎 一 ᜨ 7 17 24 䕿  䕿   䕿 

ᐑྂ市赤十字奉仕団 金 ୸ 久 子 2 23 25   䕿    

኱⯪Ώ市赤十字奉仕団 中 ᮧ 和 ྖ 7 18 25 䕿 䕿  䕿  䕿 

ⰼᕳ市ⰼᕳ地༊赤十字奉仕団 ᮌ ᮧ   ༤ 2 18 20 䕿  䕿 䕿  䕿 

ⰼᕳ市኱㏕地༊赤十字奉仕団 బ䚻ᮌ ೧ ኵ 8 8 16    䕿  䕿 

ⰼᕳ市石㫽㇂地༊赤十字奉仕団 ༡ 㤋 ၐ 子 0 24 24    䕿  䕿 

ⰼᕳ市ᮾ和地༊赤十字奉仕団 ᑠ ⏣   ⫕ 4 14 18   䕿   䕿 

໭ୖ市赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ὒ 子 0 21 21  䕿    䕿 

久慈市赤十字奉仕団 ⏿ ᮧ ⏤ ኵ 10 15 25  䕿  䕿   

遠野市赤十字奉仕団 ᾏ ⪁ ⣒ 子 0 47 47  䕿  䕿  䕿 

一関市一関赤十字奉仕団 ྜྷ ᕝ ┾⌮子 7 68 75 䕿  䕿 䕿 䕿 䕿 

一関市ⰼἨ赤十字奉仕団 బ ⸨ み䛥子 20 33 53 䕿   䕿  䕿 

一関市኱ᮾ赤十字奉仕団 増 沢   純 4 34 38 䕿 䕿  䕿  䕿 

一関市千厩赤十字奉仕団 ஬ ᔱ ⛅ 子 20 59 79 䕿  䕿 䕿  䕿 

一関市ᮾᒣ赤十字奉仕団 బ ⸨ 千㈡子 0 78 78  䕿 䕿   䕿 

一関市室᰿赤十字奉仕団 ᑠ ᒣ ཭ 子 0 23 23 䕿     䕿 

一関市ᕝ崎赤十字奉仕団 ୕ ᾆ 千௦子 5 14 19  䕿  䕿  䕿 

㝣๓㧗⏣市赤十字奉仕団 Ⳣ 野 ト䝅子 2 11 13    䕿   

釜石市赤十字奉仕団 中 ᕝ 䜹䝶子 0 19 19  䕿 䕿 䕿  䕿 

஧ᡞ市赤十字奉仕団 ⏣ ཱྀ 和 子 12 38 50 䕿   䕿   

ඵᖭᖹ市赤十字奉仕団 బ䚻ᮌ ᖾ 㞝 19 22 41    䕿  䕿 

ዟᕞ市Ỉ沢赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ᏹ ᖾ 2 0 2    䕿   

㞸石町赤十字奉仕団 中 ᕝ ┿⌮子 0 43 43  䕿  䕿  䕿 

▮ᕵ町赤十字奉仕団 ᕝ ཎ 久 子 13 57 70      䕿 

す和㈡町赤十字奉仕団 ↷ ஭   ⁹ 29 45 74  䕿     

金䞄崎町赤十字奉仕団 Ặ ᐙ ᐩኈ子 8 29 37  䕿 䕿 䕿   

኱ᵔ町赤十字奉仕団 （Ḟ） 0 19 19  䕿    䕿 

岩Ἠ町赤十字奉仕団 ᚿ 和 ㅬ 一 13 17 30       

⏣野⏿ᮧ赤十字奉仕団 ୖ ᮧ ∾ 子 13 17 30  䕿    䕿 

野⏣ᮧ赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 12 12       

ὒ野町赤十字奉仕団 ⊦ 石 ᝋ ⏨ 0 0 0 䕿  䕿 䕿   

஑ᡞᮧ赤十字奉仕団 ⱝ ᒣ ⚽ 一 6 6 12 䕿 䕿 䕿    

計 ３２団 222 862 1,084  

䐡 㟷年赤十字奉仕団                                             （༢఩：ே） 

奉 仕 団 名 
 

委 員 長 

団  員  

ᩘ 

活動内容 

⏨ ዪ 計 

会
員
増
ᙉ 

⅏
ᐖ
ᩆ
ㆤ
䩺
㜵
⅏ 

⪁
ே
䩺
ඣ
❺
等
⚟
♴ 

⊩
⾑
推
進 

ㅮ
⩦
ᬑ
及 

䧧
䧸
他 

岩手኱ᏛᏛ⏕赤十字奉仕団 㜿部 ගᕼ 5  4 9    䕿   

イー䝝トーブᏛ⏕赤十字奉仕団 ␊ᒣ ᙬ㡢  0 18 18    䕿   

岩手県❧኱Ꮫᐑྂ▷期኱Ꮫ部赤十字奉仕

団 
（୙ᅾ） 15 39 54    䕿   

計 ３団 20 61 81  

 

䐢 ≉Ṧ赤十字奉仕団                                             （༢఩：ே） 

奉仕団名称 委 員 長 
団  員  ᩘ 

主な活動内容 
⏨ ዪ 計 

岩手県ア䝬䝏ュア↓⥺赤十字奉仕団 中ᮧ ᫀྖ 18 0 18 ↓⥺タഛⅬ᳨、㏻ಙ訓練 

岩手県ỈୖᏳ全ἲ赤十字奉仕団 （Ḟ） 14 2 16 ỈୖᏳ全ἲㅮ⩦会指ᑟ༠ຊ 

岩手県赤十字Ᏻ全奉仕団 ᮌᮧ  ༤ 44 60 104 
ᩆᛴἲ、ᗂඣᏳ全ἲ、೺ᗣ⏕活支᥼ㅮ

⩦のㅮ⩦会指ᑟ༠ຊ 

岩手県㟷ᑡ年赤十字㈶ຓ奉仕団 బ䚻ᮌኊ一 67 10 7䠓 
JRC加┕ᰯⓏ㘓ᘧへのメッ䝉ー䝆㏦௜、

JRC指ᑟ者⫱ᡂ༠ຊ 

日赤釜石市地༊赤十字Ᏻ全奉仕団 బ䚻 㝯裕 4 5 9 ᩆᛴἲㅮ⩦会指ᑟ༠ຊ 

久慈ライ䝣䝉ービン䜾赤十字奉仕団 久慈 ๛ྐ 34 2 36 ╔⾰Ὃ指ᑟ、ᾏỈᾎ場┘ど 

⫹沢䝇䜻ー䝟トロール赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 0 0  

䜐䜝䛽ᒣᓅ赤十字奉仕団 ᑠᒣ 一ᡂ 14 0 14 ᒣ㛤䛝⾜事参加 

኱⯪Ώライ䝣䝉ービン䜾赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 0 0  

岩手県赤十字䝞イク奉仕団 ⏣中 Ύஓ 102 5 107 ⅏ᐖ䜢᝿定䛧た㉮⾜訓練 

岩手県赤十字䢓䡮䢈䡺䡬䢇䢚䢙䡴䢚赤十字奉仕

団 
ఀ⸨ ┿ᝅ 10 6 16 ᾏỈᾎ場┘ど 

ᒣ⏣䡭䢋䡽䡩䡭↓⥺䝛ット赤十字奉仕団 ୖ野 ♸一 11 4 15 ㏻ಙ訓練、⅕䛝ฟ䛧ຮᙉ会、㜵⅏訓練 

岩手県ᰂ㐨ᩚ᚟ᖌ会赤十字奉仕団 㜿部  ⣡ 115 4 119 䝇ポー䝒➇ᢏ኱会に䛚䛡るᩆㆤ員ὴ㐵 

岩手県䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡡䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚赤十字奉仕

団 
ኴ⏣ ṇᏕ 6 7 13 

䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚活⏝による೺ᗣ⏕活支

᥼活動 

計 14 団 439 105 544  
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⑤ モデル赤十字奉仕団 

 令和２年度指定   一関市千厩赤十字奉仕団 

 令和３年度指定   釜石市赤十字奉仕団 

 令和３年度指定   久慈市赤十字奉仕団 

  

（３）会議、研修、訓練 

① 本社主催 

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者 

赤十字奉仕団中央委員会 5/30～31 
日本赤十字社

本社 

中央委員会常任委員について、

各ブロック委員長会議の報告に

ついて、令和 4 年度事業計画に

ついて、日赤の地域包括ケアの

取り組みについて 他 

支部委員会委員長：

増沢純 

赤十字ボランティア基礎調

査 
10/19 

日本赤十字社

岩手県支部 

本社職員等によるボランティアの

実態調査のための奉仕団員及

び担当職員へのインタビュー（全

国から 5 支部が選ばれ、当支部

が対象となった。） 

盛岡市、遠野市、 

金ケ崎町奉仕団 

各 2 名 

赤十字ボランティア・リーダ

ー研修会 

R5 

1/28～30 

日本赤十字社

岩手県支部 

奉仕団室 

中央委員会常任委員について、

各ブロック委員長会議の報告に

ついて、令和 4 年度事業計画に

ついて、日赤の地域包括ケアの

取り組みについて 他 

釜石市赤十字奉仕

団：千葉裕子 

 

② 支部主催 

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者 

赤十字奉仕団岩手県支部

委員会 

R5 

3/2 

ホテルメトロポリ

タン盛岡 

NEWWING 

次期委員の委嘱について、次期

役員の選任について、令和 5年度

指定モデル奉仕団について、「身

近な赤十字」推進について 他 

 

支部委員会 

委員 8 名、次期委員

3 名 

 

赤十字奉仕団委員長・事

務担当者会議 

R4 

3/2 

ホテルメトロポリ

タン盛岡 

NEWWING 

令和 4 年度中央委員会報告、令

和 4 年度支部事業報告及び令和

5 年度事業計画、モデル奉仕団活

動報告、「身近な赤十字」推進モ

デル奉仕団事例発表、令和 5 年

度「身近な赤十字推進」につい

て、 他 

奉仕団委員長 29 名 

事務担当者 12 名 
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青少年赤十字
࣒ࣛࢢࣟࣉ・ー࢕ࢹࢱࢫ

（:HE会㆟）
（ཧ集）

�᭶��᪥

�᭶��᪥

ᒾᡭ┴支㒊

᪥赤ᮏ♫

➨㻝㒊㼃㼑㼎఍㆟、➨㻞㒊ཧ㞟で
䛭れ䛮れ㻝᪥で㛤ദ。♫఍ⓗໟ
ᦤ（䝋ーシ䝱䝹・䚷䜲ンク䝹ー䝆䝵
ン）に䛴いて学んだ。

୍㛵➨஧高等学校
㻞年䚷⇃㇂᛭ዉ䛥ん
㻞年䚷➟ཎឡⳀ䛥ん高Ἠ㔛ᱜ䛥
ん
໭ୖ⩧༡高校
㻞年䚷小田ᓥ䚷稚ዉ䛥ん

第㸯ࢡࢵࣟࣈ青少年
赤十字高ᰯ⏕஺ὶ会

⚟ᓥ┴支㒊が୺ദし、第ࣈ�
ྛ、の高ᰯ⏕がཧ集してࢡࢵࣟ
┴の活動を஺ὶした。また、㟈
⅏・ཎⓎ事ᨾ࡟つ࠸てᏛࡔࢇ。

・盛岡二高ࠉ�年ࠉ෠ᡭ⤖ឡ

・一㛵二高ࠉ�年ࠉ⇃㇂᛭ዉ
・大⯪Ώ高ᰯ�年ࠉᮌᮧඃᕼ
ᜨ

・今㔝ᛅ㢗 盛小ᰯ㛗

・ጔ田ࠉ⠜ ᐑྂ小ᰯ㛗第㸯ࢡࢵࣟࣈ青少年
赤十字ᣦᑟ者◊✲会

�ZHE会㆟）

青少年赤十字
国際஺ὶ事業
（:HE会㆟）

��᭶�᪥ࠉ
ᒾᡭ┴立
大⯪Ώ

高➼Ꮫᰯ

気ೃኚ動㹼ᮍ᮶とୡ⏺をᏲる
⾜動をඹ࡟㹼をࢸー࣐࡟、国
内２㸴、海外３３ࢢルーࣉと
ࡗ⾜をࢡー࣡ࣉルーࢢࡂ⧄
た。海外のメンバーの✚ᴟᛶ
。たࡅゐⓎをཷ࡟

大⯪Ώ高ᰯ
�年ࠉⴥงࠎ子さࢇ
�年ࠉᚿ田Ṍክさࢇ
�年ࠉẶᐙㅬᡂさࢇ

ᐑᇛ┴支㒊が୺ദ。-5&࢜ンࣛ
ンㄒり㒊/,%(をయ㦂し㜵⅏へ࢖
のព㆑を高めることができた。

�᭶��᪥ ཧຍ者ྛᰯ

・బࠎᮌኟᮍ 小బ㔝小ᩍㅍ

��᭶�᪥
㹼

��᭶�᪥

⚟ᓥ┴
㒆ᒣ市
୕᫓⏫

 一᪦ࡣ୰Ṇしたが、ᣦᑟࣇࢵࢱࢫの⇕ពで�᪥㛤ദであࡗたがཧ集しての実施となࡗた。

㸲ࠉ青少年赤十字
Ꮫᰯ、࠺ࡼ㈉⊩できる࡟♴⚟理解し、ୡ⏺のᖹ和とே㢮のࡃ青少年が赤十字の⢭⚄をṇし࠺ᑗ᮶をᢸࠉࠉ

 ᩍ育活動のなかで青少年赤十字の活動をಁ㐍した。また、ⱝᡭᣦᑟ者を㣴ᡂするため、ᣦᑟ者◊ಟ会を

┴した。-5&๰タ���࿘年のᒾᡭ⧊⤌࡟ンとษり㞳し実施したり、事౛◊✲Ⓨ⾲会へཧຍをពᅗⓗࢭࣞࢺ 

 支㒊⊂⮬の事業を実施し、ከࡃのඣ❺・⏕ᚐのཧຍをᚓた。ࢭࣞࢺンࡣ᪂ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᛴᣑ大のᙳ㡪で

青少年赤十字事業内ᐜࠉ

�㸯� ᮏ♫୺ദ事業

称ࠉࠉࠉྡ ᮇࠉ᪥ 会ࠉሙ 内    ᐜ ཧࠉຍࠉ者

青少年赤十字の「㐣ཤ・⌧
ᅾ・ᮍ᮶」の３つの᫬㛫㍈で
ᵓᡂされたࢽࣔࣞࢭー࡟、⮬
Ꮿࡸ⫋ሙからཧຍした。支㒊
会㆟ᐊでࡣパࣗࣅࢡࢵࣜࣈー
を⾜ࡗた。

୰Ꮫ⏕㸯ྡࠉ高ᰯ⏕㸯ྡ

�᭶�᪥ ᒾᡭ┴支㒊 ㈶ຓዊ௙ᅋ㸯ྡがཧຍ ࠉ

（パࣗࣅࢡࢵࣜࣈー࢖ンࢢ）

┴青少年赤十字ᒾᡭࠉ
ᣦᑟ者༠㆟会

会㛗ࠉἨ⃝ࠉẎ

ᮇࠉ᪥ 会ࠉሙ 内    ᐜ ཧࠉຍࠉ者

୺ദ事業ࢡࢵࣟࣈ �２�

称ࠉࠉࠉྡ

青少年赤十字඲国ᣦᑟ
者༠㆟会⥲会・◊ಟ会

（:HE会㆟）
ᒾᡭ┴支㒊

会で、Ἠ⃝会㛗が5㸳㹼⥲ࠉ
㸴年度の඲国ᣦᑟ者༠㆟会の
๪会㛗࡟ᑵ௵となࡗた。◊ಟ
会でࡣ、ྛ┴・ྛᰯでの㜵⅏
⾜がࢡー࣡ࣉルーࢢて࠸つ࡟
。れたࢃ

�᭶��᪥

青少年赤十字๰タ
㸯㸮㸮࿘年グᛕ
࢜ーࢽࣉンࢢ
ーࢽࣔࣞࢭ
（:HE会㆟）

1�高校生஺ὶ఍䠖䜾䝹ー䝥䝽ーク ᅜ㝿஺ὶ事業䠖バ䝚䜰䝒からのሗ࿌にὀど 1�ᣦᑟ⪅◊✲఍䠖䜸ン䝷䜲ンㄒり㒊>/s�
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�㸲� ◊✲᥎㐍ᣦᐃᰯ

�３� 支㒊୺ദ事業

称ࠉࠉࠉྡ ᮇࠉ᪥ 会ࠉሙ 内ࠉࠉࠉᐜ ཧࠉຍࠉ者

こども赤十字
活動◊✲会

陸前高田市ࢥ
ー࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

࣍ール

㹐㸲年度ࡣ気仙ᆅ༊での㛤ദであࡗた。陸前
高田市立小友保育所所㛗から、ヰ㢟ᥦ౪を࠸
たࡔき、஺ὶが῝まࡗた。
-5&㈶ຓዊ௙ᅋ理事ࠉࠉࠉᆏᮏಙ⾜Ặ
幼ඣᏳ඲ἲᣦᑟဨࠉ ࠉࠉ高ぢ㟼子Ặ

��᭶�᪥

ᒾᡭ┴青少年赤十字
ᣦᑟ者◊ಟ会

�᭶�᪥
᪥ᮏ赤十字♫
ᒾᡭ┴支㒊

青少年赤十字をᏛᰯᩍ育࡟⏕かし、活動内ᐜ
ཬࡧ᪉ἲ➼を༠㆟しᩍ育のྥ上࡟資すること
を目ᣦし◊ಟ会を㛤ദした。青少年赤十字࡟
つ࠸理解を῝めたと࠾Wも࡟、⌧ᅾのᏛᰯ⌧ሙ
のၥ㢟Ⅼ࡟つ࠸てཧຍ者とඹ᭷でき、これか
らのᩍဨ⏕活࡟⏕かして࠸きた࠸とのឤ᝿が
ከᩘᐤࡏられた。

青少年赤十字活動
事౛Ⓨ⾲◊✲会

��᭶��᪥
ールࢭンࢧ

盛岡
ཧຍ者��ྡࠉ

青少年赤十字
๰タ���࿘年グᛕ事業

るㅮヰࡼ࡟ー㛗ࢱンࢭンࢭࣞࢺ・
・⚾の⪃࠼る青少年赤十字
・-5&グᛕ᪝へᐤࡏ᭩き
♧ールసရᒎࢡンࢥーࢱࢫ࣏・
（バル࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸れあࡩ）ࠉ

�᭶
㹼

��᭶

ᣦᐃ年度 Ꮫྡࠉᰯࠉ 㢟ࠉ୺ࠉ✲ࠉ◊

令和㸲㹼令和㸳年度

令和２年㹼㸲年度

盛岡市立仙北小Ꮫᰯࠉ

㍍⡿᧦立㍍⡿୰Ꮫᰯࠉ

㇏かなᚰをもࠉࡕ⮬らをษりᣅࡃඣ❺の育ᡂ
㹼ࠉᛮࡸ࠸りの㍯をᗈࡆる、ඣ❺୺యの᪥ᖖࡅ࠾࡟るᩍ育活動を通してࠉ㹼

「ㄡかのため࡟ఱかができる」⏕ᚐの育ᡂ
㹼「気づき、⪃࠼、実⾜する」㹈㹐㹁目標のල⌧໬を通して㹼

令和２年㹼㸲年度 ᒾᡭ┴立盛岡⫈ぬ支援Ꮫᰯ
盛岡⫈ぬ支援Ꮫᰯの㹈㹐㹁活動࡟つ࠸て

㹼ࢼࣟࢥ⚝での「気づき、⪃࠼、実⾜する」ためのྲྀり⤌ࡳ㹼

幼保⫋ဨ３ྡཧຍ

᫖年度とᘬき⥆きศ⛉会を๭ឡし༗ᚋ㛤ദと
した。第㸶Ἴの඙ೃがぢられḞᖍ者もᩘྡ
あࡗた。◊✲�年目の㍍⡿୰Ꮫᰯ・⫈ぬ支援Ꮫ
大きなᡂᯝをࡳ⤌りྲྀ࡟᫖年のㄢ㢟解Ỵࡣᰯ
上ࡆたことをሗ࿌した。���࿘年をグᛕした㺨㺽
㺦㺷㺡㺼㺐㺛㺼㺔㺍㺚㺌㺻でࡣ、୺యᛶ࡟つ࠸てᵝࠎな⪃
。れることができた⌰࡟࠼

小Ꮫᰯᩍဨ㸫㸴ྡ

୰Ꮫᰯᩍဨ㸫３ྡ

ࣜーࢲーࣉࢵࢩ・
・ࢢンࢽーࣞࢺ

ーࢱンࢭ
��᭶��᪥

᪥ᮏ赤十字♫
ᒾᡭ┴支㒊

国立ᒾᡭᒣ青少年のᐙで�᭶��᪥㹼��᪥࡟計画
して࠸たࢭࣞࢺン࢖࢘ࢼࣟࢥ、ࡣルࢫのᛴᣑ
大のᙳ㡪で୰Ṇとし、᪥をᨵめて�᪥㛤ദで
ࡸたが、⮬㌟のᡂ㛗ࡗた。�᪥の㛤ദであࡗ⾜
ኚ໬を実ឤしたと࠺࠸ឤ᝿がከࡃᐤࡏられ
た。また、᪥赤の施タࡸഛ⵳ရをぢᏛしたり
య㦂できたことࡣព⩏がある活動となࡗた。

小Ꮫ⏕̿��ྡ
୰Ꮫ⏕̿��ྡ
高ᰯ⏕̿��ྡ
ᣦᑟྡ��̿ࣇࢵࢱࢫ

䝖䝺䝉ン䠖ẁ䝪ー䝹䝧ッ䝖を⤌䜏❧て 䝖䝺䝉ン䠖䝣䜱ー䝹䝗䝽ークの᣺り㏉り άື事౛Ⓨ表◊✲఍䠖◊✲Ⓨ表校௦
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ᆅ༊分༊ 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数

幼 稚 園 2 27 ٽ 田 ڤ ઊ

こ ど も 園 4 243 盛 岡 ൦ᢊ೛ⅾ↺↮ な で し こ ᣃ 南
ⅾ り や ⅻ ↾ ᙸ 前 手 代 ౕ ʊ ᢿ あ ↨ た ↕

ٽ 田 ↄⅾ↸ⅻⅹか

᩷ 山 ٽ 田 ٽ 田 東 ඕ 北 ӂ 川

ڤ ઊ ఞ ؉ 山 ྛ ฑ ൟ ؉ 南

˅ 北 大 ५ 寺 உ ⅻ ɯ 手 代 ౕ ᣃ 南 東

ற ᨒ 中 野 東 松 園 松 園 ☆ 北 松 園

ዯ ⅻ ɯ ᙸ 前 ᙸ 前 南 Ӽ 中 野 本 宮

山 ެ ☆ 玉 山

ɦ ೛ ؉ 東 ˅ 北 ᙸ 前 米 内

☆ 玉 山

高 等 学 校 3 722 岩 手 ڡ 子 盛 岡 二 高 盛 岡 南
特 別 支 援 3 66 盛岡Ꭾᙾ支援 盛 岡 ᩷ 松

小 学 校 1 288 小 ˱ 野

高 等 学 校 1 18 ᤅ 石 ՠ ߻

小 学 校 1 214 宮 Ӟ

中 学 校 1 40 ᣻ ᒔ

こ ど も 園 2 57 Ҙ Ӄ 小 ፤ ᑶ 泉

高 等 学 校 1 23 一 ᧙ 二 高

こ ど も 園 2 117 あ か ↄ ⅼ ஛ 崎

保 育 所 1 22 ଢ 和

ྀ 川 大 ᑔ บ 大 ᑔ บ 北 盛 立 ఌ

஛ 崎 Ӵ ා ዩ ᣺

中 学 校 3 617 大 ᑔ บ 第 一 中 ஛ 崎

高 等 学 校 2 16 大 ᑔ บ

こ ど も 園 3 77 ᬡ ࢟ ᆖ瀬↾かば も ↮ じ

保 育 所 3 46 江 刺 南 田 Ҿ 玉 ᣺

高 等 学 校 3 58 岩 谷 ؘ 前 沢 ൦ 沢

中 学 校 3 494 大 ᡐ ᑶ 巻 北 矢 沢

高 等 学 校 3 33 大 ᡐ ᑶ 巻 東 ᑶ 巻 南

江 ᤊ 子 大 ᡫ り 口 内 ᯕ 岡 崎 二 子

南

中 学 校 2 313 和 賀 東 ☆ 飯 豊

高 等 学 校 2 55 北 上 ፽ 南 ݦ 大 北 上

小 学 校 1 64 大 川 Ⴘ

中 学 校 1 417 ʁ ५

᩷ ᇽ ዩ ጢ 小 Ӑ 上 ᣂ ᧽ ᬔ ཅ

ם ฅ ᢒ 野 ᢒ 野 北 宮 ܣ ᯌ 沢

ᢋ ஄ ᢿ

中 学 校 3 577 ᢒ 野 ᢒ 野 西 ᢒ 野 東

保 育 所 2 95 小 Ӑ ൢ ˅

小 学 校 3 226 小 Ӑ ᇦ ᬡ ࠼ 田

高 等 学 校 1 7 高 田

石 Џ 所 金 田 一 ෋ ඥ 寺 中 央 ʶ ߼ 平

ᅦ 岡
中 学 校 3 558 ෋ ඥ 寺 ᅦ 岡 金 田 一
保 育 所 1 20 畑 保 育 園

ܤ 代 大 ୼ ௥ Ө 平 舘 田 山

寺 田 田 ᪽ 平 ᇵ 松 野 ݃ 木

中 学 校 4 464 ܤ 代 西 ఌ 西 ఌ 第 一 松 ރ

高 等 学 校 1 149 ☆ 平 舘

大ᑔบ高ܭ଺С

୍  㛵 ᕷ 3 80

大⯪Ώᕷ 16 1,897

㔩 ▼ ᕷ 2 306

宮 ྂ ᕷ 2 254

小 学 校 8 1,125

ዟ ᕞ ᕷ 9 181

ⰼ ᕳ ᕷ

໭ ୖ ᕷ 10

㝣๓高田ᕷ 6 328

஧ 戸 ᕷ 9 1,538

ඵᖭ平ᕷ 16 1,534

小 学 校 11 1,029

ஂ ឿ ᕷ 2 481

866

6 527

㐲 野 ᕷ 14 1,606

保 育 所 6 498

令和４年ᗘ䚷青少年赤十字加盟≧ἣ

加㻌㻌㻌㻌盟㻌㻌㻌㻌校（園・所）

┒ ᒸ ᕷ 52 12,191

保 育 所 3267

岩大᧽ޓ特別支援

小 学 校 27 9,042

䚷䚷㻌㻌㻌䚷䖪᪂つ加盟校䚷䚷䚷䚷䚷※令和䠑年３᭶３１᪥

中 学 校 6 1,765

小 学 校 6 980

小 学 校 10 901
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ᆅ༊分༊ 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数 加㻌㻌㻌㻌盟㻌㻌㻌㻌校（園・所）

幼 稚 園 1 226 つ ば め

こ ど も 園 1 241 ふじなでしこ

巣 子 南 巣 子 大 沢 ふ う り ん 元 村

鵜 飼 一 本 木 柳 沢 ☆ 川 前

一 本 木 鵜 飼 篠 木 滝 沢 滝 沢 第 二

滝 沢 中 央 滝 沢 東 柳 沢 姥 屋 敷

滝 沢 第 二 滝 沢 滝 沢 南 柳 沢 姥 屋 敷

一 本 木
㞸 ▼ ⏫ 2 366 小 学 校 2 366 御 所 雫 石

小 学 校 4 176 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬 五 日 市

中 学 校 3 97 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬

小 学 校 3 445 一 方 井 川 口 沼 宮 内

中 学 校 1 138 沼 宮 内

こ ど も 園 1 125 あ づ ま

小 学 校 1 414 日 詰

中 学 校 1 652 紫 波 第 一

こ ど も 園 5 259 矢 巾 中 央 ふ ど う や は ば こ ず か た 北 高 田

保 育 所 3 223 北 川 煙 山 徳 田

小 学 校 4 1,416 煙 山 徳 田 不 動 矢 巾 東

中 学 校 2 722 矢 巾 矢 巾 北

高 等 学 校 1 42 不 来 方
ఫ 田 ⏫ 2 151 小 学 校 2 151 有 住 世 田 米
ᒣ 田 ⏫ 1 316 中 学 校 1 316 山 田
ᒾ Ἠ ⏫ 1 95 中 学 校 1 95 岩 泉

小 学 校 2 212 小 鳥 谷 一 戸

中 学 校 1 169 一 戸

小 学 校 1 184 軽 米

中 学 校 1 178 軽 米

小 学 校 1 33 長 興 寺

中 学 校 1 122 九 戸

幼 稚 園 3 253

こ ど も 園 18 1,119

保 育 所 32 1,547

小 学 校 97 20,456

中 学 校 44 9,363

高 等 学 校 18 1,123

特 別 支 援 3 66

䠘άື෌㛤校䠚
　なし

䠘加盟㎡㏥園䠚（統合等に䜘る㎡㏥）

ⴱ ᕳ ⏫ 7 273

⁪ ἑ ᕷ 26 5,603

小 学 校 9 3,190

保 育 所 9 317

中 学 校 6 1,629

▮ ᕵ ⏫ 15 2,662

ᒾ ᡭ ⏫ 4 583

・奥州市立江刺第一中学校
䠘学校事᝟に䜘る⬺㏥校䠚

䠘加盟学校を᭷してい䛺い⏫ᮧ䠚
　・平泉町　・金ケ崎町　・大槌町　・洋野町　・西和賀町　

䠘᪂つ加盟校・園䠚
　・滝沢市保育協会　川前保育園　

　・北上市立飯豊中学校　　・盛岡市立玉山中学校

  ・野田村　・普代村 　・田野畑村　

　・岩手県立平舘高等学校

　・盛岡市立北松園小学校　盛岡市立玉山小学校

・盛岡市立きたくり保育園（民営化）

・岩手町立川口中学校

九 戸 ᮧ 2 155

⣸ Ἴ ⏫ 3 1,191

⥲ ィ 215 33,927

୍ 戸 ⏫ 3 381

㍍ ⡿ ⏫ 2 362

⁪ἑ市

▮ᕵ⏫

㐲㔝市

大⯪Ώ市

ඵᖭᖹ市

二ᡞ市

ⴱᕳ⏫

ᒾᡭ⏫

一ᡞ⏫

஑ᡞᮧ

北上市

一 㛵

市

ዟᕞ市

ᐑྂ市

ఫ田⏫

陸前高田市

ⰼᕳ市

⣸Ἴ⏫ ᒣ田⏫

㞸▼⏫

盛岡市

㔩▼市

ஂឿ市

ᒾἨ⏫

㍍⡿⏫

普代村

金ヶ崎町

平泉町

大槌町

野田村

田野畑村

西和賀町

䛆ᕷ⏫ᮧ䛤との加盟の≧ἣ䛇

加盟校・園ともに䛺いᕷ⏫ᮧ

小中学校の䜋とんどが加盟しているᕷ⏫ᮧ

1校（園）䡚༙数⛬ᗘが加盟しているᕷ⏫ᮧ
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ᆅ༊分༊ 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数 加㻌㻌㻌㻌盟㻌㻌㻌㻌校（園・所）

幼 稚 園 1 226 つ ば め

こ ど も 園 1 241 ふじなでしこ

巣 子 南 巣 子 大 沢 ふ う り ん 元 村

鵜 飼 一 本 木 柳 沢 ☆ 川 前

一 本 木 鵜 飼 篠 木 滝 沢 滝 沢 第 二

滝 沢 中 央 滝 沢 東 柳 沢 姥 屋 敷

滝 沢 第 二 滝 沢 滝 沢 南 柳 沢 姥 屋 敷

一 本 木
㞸 ▼ ⏫ 2 366 小 学 校 2 366 御 所 雫 石

小 学 校 4 176 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬 五 日 市

中 学 校 3 97 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬

小 学 校 3 445 一 方 井 川 口 沼 宮 内

中 学 校 1 138 沼 宮 内

こ ど も 園 1 125 あ づ ま

小 学 校 1 414 日 詰

中 学 校 1 652 紫 波 第 一

こ ど も 園 5 259 矢 巾 中 央 ふ ど う や は ば こ ず か た 北 高 田

保 育 所 3 223 北 川 煙 山 徳 田

小 学 校 4 1,416 煙 山 徳 田 不 動 矢 巾 東

中 学 校 2 722 矢 巾 矢 巾 北

高 等 学 校 1 42 不 来 方
ఫ 田 ⏫ 2 151 小 学 校 2 151 有 住 世 田 米
ᒣ 田 ⏫ 1 316 中 学 校 1 316 山 田
ᒾ Ἠ ⏫ 1 95 中 学 校 1 95 岩 泉

小 学 校 2 212 小 鳥 谷 一 戸

中 学 校 1 169 一 戸

小 学 校 1 184 軽 米

中 学 校 1 178 軽 米

小 学 校 1 33 長 興 寺

中 学 校 1 122 九 戸

幼 稚 園 3 253

こ ど も 園 18 1,119

保 育 所 32 1,547

小 学 校 97 20,456

中 学 校 44 9,363

高 等 学 校 18 1,123

特 別 支 援 3 66

䠘άື෌㛤校䠚
　なし

䠘加盟㎡㏥園䠚（統合等に䜘る㎡㏥）

ⴱ ᕳ ⏫ 7 273

⁪ ἑ ᕷ 26 5,603

小 学 校 9 3,190

保 育 所 9 317

中 学 校 6 1,629

▮ ᕵ ⏫ 15 2,662

ᒾ ᡭ ⏫ 4 583

・奥州市立江刺第一中学校
䠘学校事᝟に䜘る⬺㏥校䠚

䠘加盟学校を᭷してい䛺い⏫ᮧ䠚
　・平泉町　・金ケ崎町　・大槌町　・洋野町　・西和賀町　

䠘᪂つ加盟校・園䠚
　・滝沢市保育協会　川前保育園　

　・北上市立飯豊中学校　　・盛岡市立玉山中学校

  ・野田村　・普代村 　・田野畑村　

　・岩手県立平舘高等学校

　・盛岡市立北松園小学校　盛岡市立玉山小学校

・盛岡市立きたくり保育園（民営化）

・岩手町立川口中学校

九 戸 ᮧ 2 155

⣸ Ἴ ⏫ 3 1,191

⥲ ィ 215 33,927

୍ 戸 ⏫ 3 381

㍍ ⡿ ⏫ 2 362

⁪ἑ市

▮ᕵ⏫

㐲㔝市

大⯪Ώ市

ඵᖭᖹ市

二ᡞ市

ⴱᕳ⏫

ᒾᡭ⏫

一ᡞ⏫

஑ᡞᮧ

北上市

一 㛵

市

ዟᕞ市

ᐑྂ市

ఫ田⏫

陸前高田市

ⰼᕳ市

⣸Ἴ⏫ ᒣ田⏫

㞸▼⏫

盛岡市

㔩▼市

ஂឿ市

ᒾἨ⏫

㍍⡿⏫

普代村

金ヶ崎町

平泉町

大槌町

野田村

田野畑村

西和賀町

䛆ᕷ⏫ᮧ䛤との加盟の≧ἣ䛇

加盟校・園ともに䛺いᕷ⏫ᮧ

小中学校の䜋とんどが加盟しているᕷ⏫ᮧ

1校（園）䡚༙数⛬ᗘが加盟しているᕷ⏫ᮧ

一円玉募金（青少年赤十字活動資金）協力校

※ゴシックは複数回寄付をいただいた学校

合 計 ３４２，０４１円

保育所・幼稚園 小学校 中学校 高等学校・支援学校

（令和５年３月１０日現在）

あづま幼稚園 河北小学校 篠木小学校 九戸中学校 大船渡高等学校

なでしこ こども園保護者会 本宮小学校 城南小学校 下橋中学校 盛岡聴覚支援学校

あかあきこども園 沼宮内小学校 遠野北小学校 安代中学校 専大北上高等学校

北上市立大通り保育園 青笹小学校 厨川小学校 小屋瀬中学校

都南幼稚園 滝沢中央小学校 中野小学校 仙北中学校

北上市立二子保育園 煙山小学校 広田小学校

北上市立南保育園 向中野小学校 杜陵小学校 姥屋敷小中学校

北上市立口内保育園 鵜飼小学校

北上市立鳩岡崎保育園 葛巻小学校 緑が丘小学校

陸前高田市立気仙保育所 不動小学校

北上市立江釣子保育園 太田小学校

盛岡市立好摩幼稚園 猪川小学校

陸前高田市立小友保育所 江刈小学校

3

一本木小学校

13 22 6

※令和３年から幼稚園と認定こども園を分けて表示した。

※園児・児童・生徒の数が減少傾向にあり、加盟しているメンバー数の減少が大幅に減少した。学校の統廃合

保育園の民営化が進んでいるため加盟校数に減少傾向が見られる。

青少年赤十字

の実践目標の

一つ「国際理

解・親善」の

一環として、

青少年赤十字

メンバーが集

めた青少年赤

十字活動資金

（通称：一円

玉募金）を財

源として実施

される海外へ

の支援事業。

令和２年度か

らネパールと

バヌアツを支

援する第二次

３か年計画が

始まり今年度

で終了する。

青少年赤十字

海外支援事業

0

10

20

30

40
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70

80

90

100

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和１ 令和２ 令和３ 令和４

青少年赤十字加盟校（園）の推移

幼稚園 保育所 こども園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

メンバー数

34,941名
メンバー数

35,520
メンバー数

34,219名
メンバー数

34,225名
メンバー数

31,936
メンバー数

33,659
メンバー数

35,066名
メンバー数

35,037名
メンバー数

33,927名
メンバー数

32,807
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５ 国際活動 
௒日の国際᝟ໃを䜏ると、౫↛として、戦争䜔民᪘・᐀ᩍ等の対❧によるṊຊ紛争が生䛨ており、多くの難

民䜔避難民がⓎ生している。また、Ẽೃのኚ動䜔⎔境◚ቯが及䜌す⮬↛⅏害による被⅏者も多くⓎ生してい

る。 

このような国際᝟ໃに㎿㏿に対応するため、日本赤十字社では人道危機に対する緊急救援から復ᪧ・෌

ᘓ、㛤Ⓨ༠ຊまでの中・㛗期ⓗなྲྀり⤌䜏をᒎ㛤している。 

本┴支部としても、ẖ年䠪䠤䠧とඹദで実施している䛂䠪䠤䠧海外たすけ䛒い䛃の募金䜔海外救援金の募金

を受け付け、また、支部国際活動ཧຍ事ᴗに活動資金支援䜔ᣦᑟ員ὴ㐵などの支援を行䛳ている。 

 

（１）඲社の活動ᴫせ 

䐟 ௧࿴ 4年度支部国際活動ཧຍ事ᴗ 

 
事ᴗ対㇟国 事ᴗ名 

１ 䝞ン䜾ラ䝕シ䝳 ಖ೺་⒪支援事ᴗ 

２ ラ䝰ス 救急ἲᬑ及支援事ᴗ 

３ 䝛䝟ール 㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ 

４ 䝞䝚ア䝒 㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ 

５ インド䝛シア コ䝭䝳ニ䝔䜱㜵⅏ᙉ化事ᴗ 

６ 䝛䝟ール コ䝭䝳ニ䝔䜱㜵⅏ᙉ化事ᴗ 

７ 䝺䝞䝜ン シリア難民等Ỉ⾨生⟶⌮支援事ᴗ 

䠔 ア䝆ア・኱ὒᕞ ⤥Ỉ・⾨生⅏害対応キ䝑トᩚഛ事ᴗ 

䠕 南スー䝎ンඹ࿴国 紛争≛≅者支援事ᴗ 

１䠌 東アフリ䜹 地ᇦಖ೺ᙉ化事ᴗ 

１１ 南部アフリ䜹 ឤᰁ⑕対⟇事ᴗ 

１２ ル䝽ン䝎 Ẽೃኚ動等䝺䝆リ䜶ンスᙉ化事ᴗ 

１３ アフ䜺ニス䝍ン Ẽೃኚ動対⟇事ᴗ 

 

② ௧࿴ 4年度 ᙜ支部㈇ᢸ額 

௧࿴ 4年度支部国際活動ཧຍ事ᴗのう䛱、䛂救急ἲᬑ及支援事ᴗ䛃䛂㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ䛃に䛴い

て、➨ 1䝤ロ䝑ク支部として 600୓円（各┴支部社資実⦼額に応䛨てᣨ分）の支援を行䛳た。 

 

国 名 支援事ᴗ 支援金額 ഛ⪃ 

ラ䜸ス 救急ἲᬑ及支援事ᴗ 318,000 円  

䝛䝟ール 㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ 0 円 
䝛䝟ール赤の事᝟により活動

ఇṆ 

䝞䝚ア䝒 㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ 318,000 円  

ྜ ィ 636,000 円  

 

 

 

䕔救急ἲᬑ及支援事ᴗ 

 ラ䜸スは、་⒪Ỉ‽は近㞄ㅖ国とẚ䜉てもᴟめてపい状況で䛒る。2015 年時Ⅼの人ཱྀ 1,000 人ᙜたりの་

ᖌ数は 0.272 人で䛒り、ୡ⏺ᖹᆒの 1.804 人を኱䛝くୗᅇ䛳ている。地ᇦఫ民が⮬分た䛱で応急ᡭᙜを実施

で䛝るようにすることが㠀ᖖに㔜せとなる。日赤は、2019 年 10 月からラ䜸ス赤が行う救急ἲᬑ及事ᴗに対して、

㈈ᨻ支援䜔資機ᮦᩚഛ支援等をは䛨め、ᣦᑟ者のスキルア䝑䝥のためのᢏ⾡ᣦᑟの支援等を行䛳ている。 

䕔㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ 

䝞䝚ア䝒赤十字社は⅏害リスク㍍ῶ䜔㜵⅏ᩍ⫱䜈のព㆑が㧗く、䝞䝚ア䝒ᩍ⫱◊ಟ┬との連ᦠも✚ᴟⓗに

行䜟れてる。日赤は、2017年度から支援を㛤ጞし、ᨻᗓとの༠ാ䜔支援地ᇦにおける㜵⅏ព㆑のྥୖをಁ 

㐍し、さらなる㜵⅏ᩍ⫱のᬑ及のために 2020年度から➨２ḟ事ᴗを㛤ጞしている。 

 

（２）支部の⫋員ὴ㐵 

౛年、➨１䝤ロ䝑ク支部ෆでㄪᩚを行い、救急ἲ等ᣦᑟ員のὴ㐵を行䛳ている。௧࿴４年度のὴ㐵は、ᐑᇛ

┴支部からὴ㐵した。 

 

ὴ㐵期間 ὴ㐵ඛ ὴ㐵者 

௧࿴ 5年 2月 18日～25日 ラ䜸ス人民民୺ඹ࿴国 赤十字救急ἲᣦᑟ員 1名 

 

 

 

 

（３）海外救援金等受付状況 （௧࿴４年度実⦼ ᒾᡭ┴支部ᢅい分の䜏ᥖ㍕） 

䐟䠪䠤䠧海外たすけ䛒い 

 NHK と༠ാして実施する募金キ䝱ン䝨ーンで、᫛࿴ 58 年からẖ年 12 月に⥅⥆して実施している。ୡ⏺

各地での紛争、⅏害、⑓Ẽにⱞし䜣でいる人びとを支援する活動にᙺ❧てられている。 

救援金名 受付期間 件 数 金 額 

䠪䠤䠧海外たすけ䛒い R４.12.1～R４.12.25 652件 783,522円 
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䕔救急ἲᬑ及支援事ᴗ 

 ラ䜸スは、་⒪Ỉ‽は近㞄ㅖ国とẚ䜉てもᴟめてపい状況で䛒る。2015 年時Ⅼの人ཱྀ 1,000 人ᙜたりの་

ᖌ数は 0.272 人で䛒り、ୡ⏺ᖹᆒの 1.804 人を኱䛝くୗᅇ䛳ている。地ᇦఫ民が⮬分た䛱で応急ᡭᙜを実施

で䛝るようにすることが㠀ᖖに㔜せとなる。日赤は、2019 年 10 月からラ䜸ス赤が行う救急ἲᬑ及事ᴗに対して、

㈈ᨻ支援䜔資機ᮦᩚഛ支援等をは䛨め、ᣦᑟ者のスキルア䝑䝥のためのᢏ⾡ᣦᑟの支援等を行䛳ている。 

䕔㟷ᑡ年赤十字海外支援事ᴗ 

䝞䝚ア䝒赤十字社は⅏害リスク㍍ῶ䜔㜵⅏ᩍ⫱䜈のព㆑が㧗く、䝞䝚ア䝒ᩍ⫱◊ಟ┬との連ᦠも✚ᴟⓗに

行䜟れてる。日赤は、2017年度から支援を㛤ጞし、ᨻᗓとの༠ാ䜔支援地ᇦにおける㜵⅏ព㆑のྥୖをಁ 

㐍し、さらなる㜵⅏ᩍ⫱のᬑ及のために 2020年度から➨２ḟ事ᴗを㛤ጞしている。 

 

（２）支部の⫋員ὴ㐵 

౛年、➨１䝤ロ䝑ク支部ෆでㄪᩚを行い、救急ἲ等ᣦᑟ員のὴ㐵を行䛳ている。௧࿴４年度のὴ㐵は、ᐑᇛ

┴支部からὴ㐵した。 

 

ὴ㐵期間 ὴ㐵ඛ ὴ㐵者 

௧࿴ 5年 2月 18日～25日 ラ䜸ス人民民୺ඹ࿴国 赤十字救急ἲᣦᑟ員 1名 

 

 

 

 

（３）海外救援金等受付状況 （௧࿴４年度実⦼ ᒾᡭ┴支部ᢅい分の䜏ᥖ㍕） 

䐟䠪䠤䠧海外たすけ䛒い 

 NHK と༠ാして実施する募金キ䝱ン䝨ーンで、᫛࿴ 58 年からẖ年 12 月に⥅⥆して実施している。ୡ⏺

各地での紛争、⅏害、⑓Ẽにⱞし䜣でいる人びとを支援する活動にᙺ❧てられている。 

救援金名 受付期間 件 数 金 額 

䠪䠤䠧海外たすけ䛒い R４.12.1～R４.12.25 652件 783,522円 
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②ウクライナ人道危機救援金

ウクライナ各地で激化している戦闘により、多くの市民が緊張と不安の中で過ごしている。子どもを含む

市民の死傷者が数多く報告され、市民生活に不可欠なインフラにも被害が出ています。また、紛争の被害

を恐れ、多くの人びとが、周辺国（ポーランド、ルーマニア、スロヴァキア等）に避難している。

この状況を受け、日本赤十字社は、赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社

が実施するウクライナでの人道危機対応及びウクライナからの避難民を受け入れる周辺国とその他の国々

における救援活動を支援するため、海外救援金を募集している。

救援金名 受付期間 件 数 金 額（R4年度末現在）

ウクライナ人道危機救援金 R４.3.2～R6.3.31 254件   ２１，１７３，３６６円

③2023 年トルコ・シリア地震救援金

2023 年 2 月 6 日（月）現地時間午前 4 時 17 分、トルコ南東部のシリアとの国境付近を震源とする地

震とその余震により、トルコ南東部及びシリア北西部において多数の死傷者が報告された。

こうした事態に対し、日本赤十字社は、国際赤十字・赤新月社連盟および赤十字国際委員会の緊急

救援アピール等に対する資金援助、トルコ赤新月社並びにシリア赤新月社による救援活動・復興支援、

日本赤十字社による救援・復興支援等行うため、海外救援金を募集している。

救援金名 受付期間 件 数 金 額（R4年度末現在）

2023年トルコ・シリア地震救援金 R4.2.6～R5.5.31 61件 ２，５７７，１２７円
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令和㻞年度 令和㻟年度 令和㻠年度 令和㻞年度 令和㻟年度 令和㻠年度 令和㻞年度 令和㻟年度 令和㻠年度 令和㻞年度 令和㻟年度 令和㻠年度

(6.6) (6.2) (3.9) (12.7) (15.7) (14.0) (1.2) (1.2) (0.7)
2,399 2,251 1,428 3,077 3,788 3,409 283 282 173
(0.0) (0.0) (13.4) (14.4) (10.3) (0.2) (0.1) (0.1)

0 0 631 648 472 9 3 3
(5.8) (5.8) (6.1) (11.9) (12.5) (12.7) (0.9) (0.9) (0.9)

2,113 2,128 2,211 2,890 3,026 3,097 225 226 223
(40.4) (33.1) (34.8) (16.8) (18.3) (20.1) (0.9) (1.1) (1.2)

14,761 12,070 12,710 4,062 4,429 4,882 217 259 294
(4.4) (4.6) (4.8) (11.5) (9.2) (9.8) (1.7) (1.5) (1.8)

1,607 1,674 1,764 1,682 1,310 1,447 242 209 265
(19.5) (17.2) (18.7) (32.8) (34.6) (32.4) (5.6) (5.8) (5.9)
7,118 6,292 6,837 7,946 8,375 7,869 1,356 1,414 1,424
(14.8) (12.7) (13.2) (27.0) (27.3) (27.3) (2.0) (2.1) (2.3)
5,394 4,633 4,819 6,523 6,606 6,640 486 506 566
(12.7) (14.5) (11.5) (35.1) (34.1) (35.0) (7.7) (7.8) (8.5) (4.9) (4.4) (4.3)
4,650 5,278 4,212 8,502 8,256 8,497 1,854 1,882 2,063 1,185 1,068 1,058
(20.2) (20.8) (18.3) (39.3) (37.9) (38.3) (2.9) (2.8) (3.1) (2.5) (2.5) (2.7)
7,379 7,609 6,678 9,516 9,183 9,304 692 681 764 595 602 651
(0.2) (0.3) (0.2) (2.4) (7.2) (6.7) (0.8) (2.3) (1.7)

86 115 73 355 351 329 109 111 83
(31.8) (33.1) (27.7) (42.8) (43.5) (38.5) (6.2) (4.8) (5.1)

11,612 12,077 10,125 8,212 8,398 7,594 1,185 1,136 1,009
(12.0) (11.0) (10.3) (15.8) (15.8) (20.1) (2.8) (2.8) (4.8) (0.8) (0.8) (0.8)
4,387 4,003 3,746 3,823 3,728 4,880 689 681 1,172 184 196 183
(0.7) (0.3) (0.8) (25.9) (26.5) (25.5) (1.8) (1.8) (1.7)
240 209 292 6,277 6,409 6,200 439 441 401

(13.7) (12.5) (11.3) (69.1) (67.1) (66.3) (2.9) (3.1) (2.7)
4,984 4,576 4,125 16,717 16,245 16,119 704 758 655
(37.6) (32.1) (28.1) (89.5) (89.2) (89.2) (6.7) (6.8) (6.2) (3.0) (3.2) (2.9)

13,742 11,728 10,271 21,670 21,583 21,679 1,617 1,644 1,499 734 776 711
(0.0) (0.0) (0.0) (6.9) (8.0) (9.5) (0.0) (0.5) (0.3)

0 0 0 669 1,422 1,843 2 86 67
(4.2) (3.4) (3.0) (18.1) (15.2) (17.5) (3.4) (3.0) (4.5)

1,535 1,245 1,108 4,385 3,667 4,255 811 727 1,084
(0.0) (0.0) (0.3) (44.7) (44.3) (41.7) (2.2) (2.1) (1.9)

5 9 123 10,812 10,713 10,133 530 517 456
(0.0) (0.0) (0.0) (5.6) (5.1) (5.6) (0.1) (0.1) (0.2)

0 0 0 538 500 548 12 10 19
(0.0) (0.0) (0.0) (19.2) (13.2) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 9 4,642 3170 2,430 0 0 0
(14.4) (13.6) (9.9) (1.5) (1.2) (1.1) (0.5) (0.4) (0.3)
5,257 4,965 3,612 225 174 169 70 53 42

(6.9) (6.1) (5.8)
1,675 1,485 1,427

(239.1) (221.5) (203.1) (508.9) (504.1) (501.2) (47.7) (48.0) (50.5) (18.1) (17.0) 16.5
87,269 80,862 74,143 123,154 121,981 121,796 11,532 11,626 12,262 4,373 4,127 4,030

⥲ 合 診 療
⛉

精 神 ⛉

⬻ 神 経 内
⛉

ᑠ ඣ ⛉

健　診　部

㯞　㓉　⛉

リハビリテー
ション⛉

Ἢ ᒀ ჾ ⛉

緩和ケア
⛉

ᑠ ඣ 外 ⛉

࿧ ྾ ჾ 内
⛉

ᾘ ໬ ჾ 内
⛉

ᚠ ⎔ ჾ 内
⛉

⾑ ᾮ 内 ⛉

（　　）内䛿୍日ᖹᆒ

ᖺᗘูᝈ⪅ᩘㄪ䜉

合 ィ

外 ⛉

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷༊ศ
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᖺᗘ
㻌㻌㻌⛉䚷䚷ู

産 婦 人 ⛉

║ ⛉

⪥ 㰯 ဗ ႃ
⛉

ᨺ ᑕ ⥺ ⛉

整 ᙧ 外 ⛉

⬻ 神 経 外
⛉

健ᗣ診᩿受診数入　院　患　者　数 外　来　患　者　数 外来新患延䜉数（再掲）

⓶ ⭵ ⛉

令和２年度 令和䠏年度 令和４年度

受 診 者 数 734 776 711

せ 精 ᳨ 者 数 76 93 68

精 ᳨ 受 診 者 数 15 33 27

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 0 0

受 診 者 数 595 602 651

せ 精 ᳨ 者 数 78 67 68

精 ᳨ 受 診 者 数 37 35 43

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 0 0

受 診 者 数 274 277 286

せ 精 ᳨ 者 数 98 125 116

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 1 1

受 診 者 数 322 290 284

せ 精 ᳨ 者 数 143 126 117

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 0 2 3

受 診 者 数 184 196 183

せ 精 ᳨ 者 数 29 60 70

受 診 者 数 770 734 691

せ 精 ᳨ 者 数 232 94 198

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 0 2 0

受 診 者 数 587 468 459

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 0 0

受 診 者 数 0 0 0

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 0 0 0

受 診 者 数 3,456 3,260 3,922

受 診 者 数 1,185 1,061 1,058

受 診 者 数 4,626 3,793 4,013

受 診 者 数 570 547 547

せ 精 ᳨ 者 数 0 0 0
⫵ 䛜 䜣 ᳨ 診 （ ၻ ⑱ ᳨ ᰝ ）

ᡂ人⑓健診（༠会䛡䜣䜍）

୍⯡健ᗣ診᩿
職ᇦ健ᗣ診᩿

1 日 人 㛫 䝗 䝑 ク

⫵䛜䜣䠟䠰᳨診

㞟 ᅋ 健 診 （ 学 ᰯ ➼ ）

ங ඣ 健 診 （ 受 診 ๆ ）

妊 産 婦 健 診 （ 受 診 ๆ ）

⬻ 䝗 䝑 ク

䚷೺デ部業務内容ᖺᗘู実績表

健診部活ື　　　　　　　　　　　　（༢఩：人）

Ꮚ ᐑ 䛜 䜣 ᳨ 診

ங䛜䜣・⏥状⭢䛜䜣᳨診

１ Ἡ 人 㛫 䝗 䝑 ク
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令和２年度 令和䠏年度 令和４年度

受 診 者 数 734 776 711

せ 精 ᳨ 者 数 76 93 68

精 ᳨ 受 診 者 数 15 33 27

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 0 0

受 診 者 数 595 602 651

せ 精 ᳨ 者 数 78 67 68

精 ᳨ 受 診 者 数 37 35 43

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 0 0

受 診 者 数 274 277 286

せ 精 ᳨ 者 数 98 125 116

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 1 1

受 診 者 数 322 290 284

せ 精 ᳨ 者 数 143 126 117

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 0 2 3

受 診 者 数 184 196 183

せ 精 ᳨ 者 数 29 60 70

受 診 者 数 770 734 691

せ 精 ᳨ 者 数 232 94 198

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 0 2 0

受 診 者 数 587 468 459

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 1 0 0

受 診 者 数 0 0 0

䛜 䜣 Ⓨ ぢ 者 数 0 0 0

受 診 者 数 3,456 3,260 3,922

受 診 者 数 1,185 1,061 1,058

受 診 者 数 4,626 3,793 4,013

受 診 者 数 570 547 547

せ 精 ᳨ 者 数 0 0 0
⫵ 䛜 䜣 ᳨ 診 （ ၻ ⑱ ᳨ ᰝ ）

ᡂ人⑓健診（༠会䛡䜣䜍）

୍⯡健ᗣ診᩿
職ᇦ健ᗣ診᩿

1 日 人 㛫 䝗 䝑 ク

⫵䛜䜣䠟䠰᳨診

㞟 ᅋ 健 診 （ 学 ᰯ ➼ ）

ங ඣ 健 診 （ 受 診 ๆ ）

妊 産 婦 健 診 （ 受 診 ๆ ）

⬻ 䝗 䝑 ク

䚷೺デ部業務内容ᖺᗘู実績表

健診部活ື　　　　　　　　　　　　（༢఩：人）

Ꮚ ᐑ 䛜 䜣 ᳨ 診

ங䛜䜣・⏥状⭢䛜䜣᳨診

１ Ἡ 人 㛫 䝗 䝑 ク
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実人員 4 人 実件数 延件数

換算人員 3 人 337 694

実人員 6 人 24 98

換算人員 5.4 人 222 472

55 111

1,675 6,030

実件数 184 476

年度実件数 2,145 8 19

継続実件数 10 14 69

入院 1,814 100 242

外来 331 12 22

年度延件数 年度延件数 9,201 11 36

医師 52 7 13

看護職 1,910 48 137

リハビリ職 0 本人 817

その他院内職員 12 家族 779

本人 42 友人･知人 12

家族・親戚縁者 31 本人 72

院外関係機関 92 家族 988

近隣者・知人 0 友人･知人 2

医療チーム 0 家庭 0

ソーシャルワーカー 7 その他 0

受診前 15 8

外　来 292 3,090

入院前 31 83

入院中 1,773 5,246

その他 35 742

独居 156

経済困窮 26

32

13

精神疾患 50

認知症 173

2

自殺企図 2

無保険 0 2,457

身元不明 1 35

ホームレス 0 0

外国人 0 0

3 215

0

看護師 1 1

その他 2 1

相談担当者
職種および
人数

新規ケース
の紹介経路

区分

MSW（再掲：社会福祉士）

精神保健福祉士（PSW）

家庭内暴力・虐待

ハイリスク妊産婦

家族疎遠・身寄りなし

社会的背景

介入の時期

取扱件数

身元保証・権利擁護

新規実件数

区分

援助内容

電話

受診・受療

経済的問題

制度活用

入院療養生活

退院支援

在宅療養・介護

医療者との関係

死後対応

その他

家族関係

日常生活

医療社会事業部業務内容実績表
（令和４年度 相談援護関係実施状況）

１　入退院支援部門の人員配置

２　相談救護関係の実施状況

社会福祉士

看護師

就労・就学

援助方法

チーム医療

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

面談

カンファレンス

認知症ケアチーム

合同カンファレンス

虐待対応チーム

倫理コンサルテーションチーム

緩和ケアチーム

連絡調整・院外：その他

その他

合同カンファレンス

リエゾンチーム

カンファレンス

21

訪問

同行・同伴・代行

連絡調整・院内

患者サポートチーム

36

650

28

退院支援チーム

連絡調整・院外：面会

連絡調整・院外：電話

献血申込者数

48,065人

献血できなかった方

4,961人

全血献血 ２００ｍＬ換算 成分献血

30,585人 59,903本 12,519人

献血者数

43,104人

日本赤十字社 東北ブロック血液センター　＜検査および製品化＞

岩手県内の医療機関へ供給

　　　　全血製剤 　　　赤血球製剤 　　　　血漿製剤 　　　血小板製剤

200mL 200mL 1,052本 200mL 8本 成分 7,628本

400mL 400mL 28,707本 400mL 6,853本 ２００ｍＬ換算 75,880本

２００ｍＬ換算 ２００ｍＬ換算 58,466本 成分 552本

２００ｍＬ換算 15,922本

29,318人 8,291人 4,228人1,267人

２００ｍＬ献血 ４００ｍＬ献血 血漿献血 血小板献血
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実人員 4 人 実件数 延件数

換算人員 3 人 337 694

実人員 6 人 24 98

換算人員 5.4 人 222 472

55 111

1,675 6,030

実件数 184 476

年度実件数 2,145 8 19

継続実件数 10 14 69

入院 1,814 100 242

外来 331 12 22

年度延件数 年度延件数 9,201 11 36

医師 52 7 13

看護職 1,910 48 137

リハビリ職 0 本人 817

その他院内職員 12 家族 779

本人 42 友人･知人 12

家族・親戚縁者 31 本人 72

院外関係機関 92 家族 988

近隣者・知人 0 友人･知人 2

医療チーム 0 家庭 0

ソーシャルワーカー 7 その他 0

受診前 15 8

外　来 292 3,090

入院前 31 83

入院中 1,773 5,246

その他 35 742

独居 156

経済困窮 26

32

13

精神疾患 50

認知症 173

2

自殺企図 2

無保険 0 2,457

身元不明 1 35

ホームレス 0 0

外国人 0 0

3 215

0

看護師 1 1

その他 2 1

相談担当者
職種および
人数

新規ケース
の紹介経路

区分

MSW（再掲：社会福祉士）

精神保健福祉士（PSW）

家庭内暴力・虐待

ハイリスク妊産婦

家族疎遠・身寄りなし

社会的背景

介入の時期

取扱件数

身元保証・権利擁護

新規実件数

区分

援助内容

電話

受診・受療

経済的問題

制度活用

入院療養生活

退院支援

在宅療養・介護

医療者との関係

死後対応

その他

家族関係

日常生活

医療社会事業部業務内容実績表
（令和４年度 相談援護関係実施状況）

１　入退院支援部門の人員配置

２　相談救護関係の実施状況

社会福祉士

看護師

就労・就学

援助方法

チーム医療

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

面談

カンファレンス

認知症ケアチーム

合同カンファレンス

虐待対応チーム

倫理コンサルテーションチーム

緩和ケアチーム

連絡調整・院外：その他

その他

合同カンファレンス

リエゾンチーム

カンファレンス

21

訪問

同行・同伴・代行

連絡調整・院内

患者サポートチーム

36

650

28

退院支援チーム

連絡調整・院外：面会

連絡調整・院外：電話

献血申込者数

48,065人

献血できなかった方

4,961人

全血献血 ２００ｍＬ換算 成分献血

30,585人 59,903本 12,519人

献血者数

43,104人

日本赤十字社 東北ブロック血液センター　＜検査および製品化＞

岩手県内の医療機関へ供給

　　　　全血製剤 　　　赤血球製剤 　　　　血漿製剤 　　　血小板製剤

200mL 200mL 1,052本 200mL 8本 成分 7,628本

400mL 400mL 28,707本 400mL 6,853本 ２００ｍＬ換算 75,880本

２００ｍＬ換算 ２００ｍＬ換算 58,466本 成分 552本

２００ｍＬ換算 15,922本

29,318人 8,291人 4,228人1,267人

２００ｍＬ献血 ４００ｍＬ献血 血漿献血 血小板献血
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㸶� 会ဨ・άື㈨金�

���� 会ဨ・♫㈨概要�

� � �赤十字άືの㈈ᨻᇶ┙をよりᙉᅛにするため、ẖᖺ５月を赤十字会ဨቑᙉ㐠ື月㛫とし࡚、地区・��

分区役⫋ဨࡸ༠㈶ጤဨ・地ᇦዊ௙ᅋ・有功会な࡝の赤十字㛵ಀ者の⌮ゎと༠ຊをᚓ࡚、άື㈨金のເ

㞟άືを実施するとともに赤十字ᛮ᝿のᬑ及を図った。ࡲた、赤十字会ဨ㸦ᖺ㢠 ����� ෇௨ୖのᨭ᥼

者㸧には、ᖺ２ᅇ、ᗈሗㄅをⓎ㏦するな࡝᝟ሗᥦ౪を⾜࠸、ᨭ㒊事業࡬の⌮ゎಁ進を図るとともに、

άື㈨金の᣺㎸⏝⣬をྠᑒし࡚㈨金☜ಖにດめた。�

���� ௧和㸲ᖺᗘは、ἲேάື㈨金が┠ᶆ㢠を５㸣⛬ᗘୖᅇったものの、地区分区ᢅ࠸の୍⯡άື㈨金が�

���㒔市㒊࡛పㄪࡔったࡇとࡽ࠿┠ᶆ㢠をୗᅇるぢ㎸ࡳとなった。౫↛コロナウイルス感染症ࡸウࣛࢡイ�

ナே㐨༴ᶵによる≀౯㧗㦐による⤒῭άືのప㏞した≧ἣ࡛、ᖺࠎῶᑡഴྥにある୍⯡άື㈨金のເ�

㞟に࡛ࡲࢀࡇ、࡚࠸ࡘ௨ୖにᙉ໬するࡇとがᛴົ࡛ある。�

�

日赤ᒾᡭ┴ᨭ㒊� 会ဨᩘ㸦会㈝ ����� ෇௨ୖの⣡ධ㸧� � � � � � � � � � � ௧和５ᖺ㸱月 �� 日⌧ᅾ�

会� ဨ� ᩘ�
୍�⯡�会�ဨ� ἲ�ே�会�ဨ�

����� ே� ����� ♫�

�

௧和㸲ᖺᗘ� ♫㈨㸦άື㈨金㸧ເ㞟実施⤖ᯝ�

区� � 分� ┠� ᶆ� 㢠㸦෇㸧� 実� ⦼� 㢠㸦෇㸧� 達� ᡂ� ⋡㸦㸣㸧�

୍⯡άື㈨金� ������������ ������������ �����

ἲேάື㈨金� ����������� ����������� ������
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��

地区・分区におࡅる会ဨのቑᙉ及び赤十字事業の進展を図るため、次のとおりㄝ᫂会を開催した。�

ྡ⛠� 開催日� 場所�
参加�

ேᩘ�
主なෆᐜ�

地区・分区ᢸᙜㄢ㛗�

及び事ົᢸᙜ者ㄝ᫂会�

㸲月 �� 日� 盛岡地区ྜྠ庁舎� �� ྡ�
・㔜Ⅼ事業のㄝ᫂�
・赤十字事業の概要�
・௧和㸲ᖺᗘ事業ィ⏬�
・赤十字άື㈨金ເ㞟�
・地区分区事ົฎ⌮�
・表彰事ົ�
・⩏᥼金、ᩆ᥼金ເ㞟�
・⅏ᐖ᫬のᑐᛂ�
・赤十字ዊ௙ᅋのάື�
・赤十字ㅮ⩦、㜵⅏࣑ࢭナー�

㸲月 �� 日� 釜石市民ホール� �� ྡ�

㸲月 �� 日� ዟᕞ地区ྜྠ庁舎� �� ྡ�

㸲月 �� 日� ஂឿ地区ྜྠ庁舎� �� ྡ�

�

�

�

�

�
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┤㏆��ᖺのάື㈨金᥎⛣

目標額 実績額 達成率

ͤᖹᡂ ��ᖺᗘは日赤㭬㬆Ⲯ新⠏⛣㌿≉ู寄付金のເ㞟があったため、┠ᶆ㢠がቑ加し࡚࠸るࡇと。

��� 㑇贈・┦⥆㈈⏘寄付の᥎進

����㏆ᖺ、㑇贈㸦㑇ゝによる寄付㸧、┦⥆㈈⏘寄付㸦┦⥆ேが┦⥆によりྲྀᚓした㈈⏘による寄付㸧によ

り、ࠕ⮬分が⠏࠸た㈈⏘を♫会に役❧࡚た࠸ ࠸ᨾேの㑇⏘を♫会に役❧࡚࡚ḧしࠕࠖ、 とࠖ࠺࠸⏦しฟが

ቑ࡚࠼おり、ࡑのよ࠺な⏦しฟに㎿㏿にᑐᛂ࡛ࡁるよ࠺௧和㸱ᖺ ��月 �� 日にᒾᡭ┴ྖἲ᭩ኈ会と㐃

ᦠ༠ᐃを⥾⤖した。ࡑのᚋ、ᒾᡭ┴ྖἲ᭩ኈ会とのඹ催࡛ࠕ次ୡ௦ࡄ⧄࡬♫会㈉⊩࣑ࢭナーࠖを次の

とおり開催し、㑇贈・┦⥆㈈⏘寄付の⋓ᚓにྥࡅたྲྀり⤌ࡳを実施した。

開催日 場所 参加ேᩘ ෆᐜ

㸷月１日 ー໭ୖࣗࢽࣥࣛࣈ �� ྡ ྖἲ᭩ኈによる┦⥆・㑇ゝㅮᗙ

日ᮏ赤十字♫のάືに２࡚࠸ࡘ月 �� 日 ール盛岡ࢭࣥࢧ �� ྡ

༢఩㸸༓෇
���� ಶே・௻業とのࣃーࢺナーࣉࢵࢩ᥎進�

�����赤十字事業࡬の⌮ゎಁ進、άື㈨金ເ㞟を┠ⓗとし࡚、௨ୗのとおり᮶ᐈ及びゼၥ࡛ &65 ࡸ 6'*V の

ᥦ᱌をྲྀりධࢀながࡽ௻業ᑐᛂを実施した。�

�

ア� ௻業ᑐᛂ௳ᩘ� � � � � � � � � � � �

┠ᶆᩘ� 実⦼ᩘ�

��� ௳� ��� ௳�

�

� イ� ༠ᐃの⥾⤖�

������௧和㸲ᖺᗘは２者㸦♫㸧との༠ᐃを⥾⤖した。�

� � 㸦ア㸧⅏ᐖ᫬におࡅる㣗⣊ᨭ᥼に㛵する༠ᐃ� �

㧗⯓㎰ᅬ࠙▮ᕵ町 㸦㸷月ࠚ ��日㸧�

� � � � � ᒾᡭ┴ෆ࡛⅏ᐖがⓎ⏕、ཪはⓎ⏕するᜍࢀがある場ྜの㑊㞴所࡛⏕άする⿕⅏者及びᩆㆤ業�

ົにあたる日ᮏ赤十字♫⫋ဨࡸ赤十字࣎ࣛࣥ࢕ࢸア࡬の㣗⣊ᨭ᥼を┠ⓗとし࡚⥾⤖。�

�

�

�

�

�

�

�

㸦イ㸧ໟᣓࣃーࢺナーࣉࢵࢩに࠿࠿る事業㐃ᦠに㛵する༠ᐃ� �

᫂἞Ᏻ⏣⏕࿨ಖ㝤┦஫会♫� 盛岡ᨭ♫࠙盛岡市ࠚᒾᡭ༡ᨭ♫࠙ዟᕞ市 �㸦２月㸷日㸧ࠚ

� � � � � ⥭ᐦな┦஫㐃ᦠと༠ാによる♫会㈉⊩άືを᥎進し、地ᇦ♫会のάᛶ໬ࡸㄢ㢟ゎỴにྥ࡚ࡅ、�

ேࠎの೺ᗣ・⚟♴をᨭ࠿㇏、࠼な♫会࡙ࡃりにྲྀり⤌ࡴため、ᒾᡭ┴ෆ࡛ලయⓗに実施する事�

業を᫂࠿ࡽにし෇⁥に᥎進するࡇとを┠ⓗとし࡚⥾⤖。�

�

�

�

�

�

㐨の㥐㞸石あࡡっ࡛ࡇの೺ᗣቑ進イ࣋ࣥࢺ�

�

ウ� 赤十字寄付金付ࡁ⮬ື㈍኎ᶵのタ⨨ 
� � � �  ௧和㸲ᖺᗘ࡛ࡲにἲே会ဨを୰ᚰに赤十字寄付金付ࡁ⮬ື㈍኎ᶵ 

㸦㣧ᩱ⏝㸧のタ⨨が⣼ィ 60 ྎとなっ࡚おり╔実にᨭ᥼の㍯がᗈがっ࡚ 
 し、άືࡸるᶵ会をቑࢀࡽࢀがより┴民の┠にゐࢡる。赤十字࣐ー࠸
㈨金のᏳᐃ☜ಖとᨭ᥼の意㆑の㔊ᡂを図る。�  
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㸦㣧ᩱ⏝㸧のタ⨨が⣼ィ 60 ྎとなっ࡚おり╔実にᨭ᥼の㍯がᗈがっ࡚ 
 し、άືࡸるᶵ会をቑࢀࡽࢀがより┴民の┠にゐࢡる。赤十字࣐ー࠸
㈨金のᏳᐃ☜ಖとᨭ᥼の意㆑の㔊ᡂを図る。�  
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���� 表彰概要�

� � 有功章等贈与規則により表彰を実施し、寄付者及び功労者に感謝の意を伝達した。�

ア� 全国赤十字大会�

� � �全国赤十字大会は新型コロナウイルス感染症の影響により５月 �� 日に縮小開催となったが、赤十�

字事業の進展を図るため、寄付者及び功労者とともに参会した。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� イ� 地区・分区主催の表彰伝達式�

� 寄付者及び功労者に感謝の意を表すため、次のとおり地区・分区主催の表彰伝達式に参加した。�

開催日� 主催� 場所�

６月１日� 金ヶ崎町分区� 金ヶ崎町役場�

�� 月 �� 日� 盛岡市地区� 盛岡市役所�

�� 月１日� 大槌町分区� 大槌町役場�

�� 月 �� 日� 花巻市地区� 東和温泉�

�� 月 �� 日� 遠野市地区� 遠野市役所とぴあ庁舎�

�� 月２日� 釜石市地区� 釜石市民ホール 7(772�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

盛岡市� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 釜石市�
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���� 表彰概要�

� � 有功章等贈与規則により表彰を実施し、寄付者及び功労者に感謝の意を伝達した。�

ア� 全国赤十字大会�

� � �全国赤十字大会は新型コロナウイルス感染症の影響により５月 �� 日に縮小開催となったが、赤十�

字事業の進展を図るため、寄付者及び功労者とともに参会した。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� イ� 地区・分区主催の表彰伝達式�

� 寄付者及び功労者に感謝の意を表すため、次のとおり地区・分区主催の表彰伝達式に参加した。�

開催日� 主催� 場所�

６月１日� 金ヶ崎町分区� 金ヶ崎町役場�

�� 月 �� 日� 盛岡市地区� 盛岡市役所�

�� 月１日� 大槌町分区� 大槌町役場�

�� 月 �� 日� 花巻市地区� 東和温泉�

�� 月 �� 日� 遠野市地区� 遠野市役所とぴあ庁舎�

�� 月２日� 釜石市地区� 釜石市民ホール 7(772�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

盛岡市� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 釜石市�

295 342 169

有功章贈与規則による表彰一覧表
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10　ホ㆟員会の㛤ദ

��௧࿴㸲ᖺᗘࡢホ㆟ဨ఍ࡣḟࡾ࠾࡜ࡢᐇ᪋ࠊࢀࡉᨭ㒊୪࡟ࡧ᪋タࡿࡅ࠾࡟஦ᴗࠊண⟬ࠊỴ⟬➼࡚࠸ࡘ࡟

ᑂ㆟ࠋࡓࡋ

ホ㆟ဨ఍ ᮇ　᪥࣭ሙ　ᡤ ᑂ　　㆟　　➼　　஦　　㡯

➨�ᅇホ㆟ဨ఍ ௧࿴㸲ᖺ�᭶��᪥㸦᭶㸧 ༠㆟஦㡯

࡚ࢃ࠸࣮࣏ࣝ࣡ࢫ࢚ 㸯　௧࿴㸱ᖺᗘ஦ᴗሗ࿌

㸰　௧࿴㸱ᖺᗘ୍⯡఍ィṓධṓฟỴ⟬

㸱　௧࿴㸱ᖺᗘ་⒪᪋タ≉ู఍ィṓධṓฟỴ⟬

㸲　௧࿴㸱ᖺᗘ♫఍⚟♴᪋タ≉ู఍ィṓධṓฟỴ⟬

㸳　௧࿴㸲ᖺᗘ஦ᴗィ⏬ྲྀࠊ⤌

➨�ᅇホ㆟ဨ఍ ௧࿴㸳ᖺ㸰᭶��᪥㸦᭶㸧༠㆟஦㡯

࡚ࢃ࠸࣮࣏ࣝ࣡ࢫ࢚ 㸯　௧࿴㸲ᖺᗘ⿵ṇண⟬

㸰　௧࿴㸳ᖺᗘ஦ᴗィ⏬

㸱　௧࿴㸳ᖺᗘ୍⯡఍ィṓධṓฟண⟬

㸲　௧࿴㸳ᖺᗘ་⒪᪋タ≉ู఍ィṓධṓฟண⟬

㸳　௧࿴㸳ᖺᗘ♫఍⚟♴᪋タ≉ู఍ィṓධṓฟண⟬

ሗ࿌஦㡯

㸯　ྛ᪋タࡢ஦ᴗ㐠Ⴀ
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9 9  
 

 
 

 
 

岩手県支部有功会連合会 

有功会名 会長名 加盟数 設置年月日 

県支部有功会連合会 齊藤 洋美 9 昭和 63年 3月 14日 

 

地区分区有功会名簿 

有功会名  会 長 名 会員数  設置年月日 

1 盛 岡 市 地 区 春山 一男 76 昭和 62年 10月 26日 

2 遠 野 市 地 区 佐々木 達郎 135 昭和 51年 4月 19日 

3 奥 州 市 地 区 熊谷 孝一 36 平成 18年 7月 24日 

4 北 上 市 地 区 髙橋 祥元 112 昭和 55年 2月 1日 

5 二  戸  地  区 山崎 雄一 11 昭和 60年 10月 18日 

6 陸前高田市地区 鈴木 康文 24 昭和 62年 1月 24日 

7 大 船 渡 市 地 区 大和田 恭子 145 昭和 63年 11月 21日 

8 花 巻 市 地 区 齊藤 洋美 61 平成 1年 3月 29日 

9 二 戸 市 地 区 國分 敏彦 29 平成 10年 11月 6日 

  計  9地区   629   
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10　ホ㆟員会の㛤ദ
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岩手県支部有功会連合会 

有功会名 会長名 加盟数 設置年月日 

県支部有功会連合会 齊藤 洋美 9 昭和 63年 3月 14日 

 

地区分区有功会名簿 

有功会名  会 長 名 会員数  設置年月日 

1 盛 岡 市 地 区 春山 一男 76 昭和 62年 10月 26日 

2 遠 野 市 地 区 佐々木 達郎 135 昭和 51年 4月 19日 

3 奥 州 市 地 区 熊谷 孝一 36 平成 18年 7月 24日 

4 北 上 市 地 区 髙橋 祥元 112 昭和 55年 2月 1日 

5 二  戸  地  区 山崎 雄一 11 昭和 60年 10月 18日 

6 陸前高田市地区 鈴木 康文 24 昭和 62年 1月 24日 

7 大 船 渡 市 地 区 大和田 恭子 145 昭和 63年 11月 21日 

8 花 巻 市 地 区 齊藤 洋美 61 平成 1年 3月 29日 

9 二 戸 市 地 区 國分 敏彦 29 平成 10年 11月 6日 

  計  9地区   629   
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役䚷員䚷名䚷➼ 氏䚷䚷䚷名 職䚷業䚷名䚷➼ ᦬せ（㑅出༊ศ➼）

ᨭ䚷部䚷長 䚷䚷達㻌増䚷ᣅ㻌也 岩䚷手䚷県䚷知䚷事

副㻌ᨭ㻌部㻌長 䚷䚷㇂㻌藤䚷裕㻌明 盛䚷岡䚷ᕷ䚷長

䚺 䚷䚷野㻌原䚷຾ 岩手県企画理事兼保健⚟♴部長

本社ᖖ௵理事・௦㆟員 䚷䚷Ᏺ㻌㇂䚷♸㻌志

௦䚷㆟䚷員 䚷䚷石㻌ᕝ䚷健㻌正

䚺 䚷䚷㰺㻌藤䚷ὒ㻌美

䚺 䚷䚷木戸口䚷ᩄ㻌⏨

┘㻌ᰝ㻌ጤ㻌員 䚷䚷十文字䚷悦㻌子

䚺 䚷䚷三㻌ᾆ䚷千௦子

䚺 䚷䚷ᅧ㻌ศ䚷ᩄ㻌彦

ホ䚷㆟䚷員 䚷䚷藤㻌原㻌㻌ဴ 䞞岩手日報社ᖖ務ྲྀ⥾役ᇳ⾜役員総務ᒁ長 ᨭ㻌部㻌長

䚺 䚷䚷鎌㻌田䚷ⱥ㻌樹 䞞㻵㻮㻯岩手放㏦௦⾲ྲྀ⥾役会長 ᨭ㻌部㻌長

䚺 䚷䚷石㻌ᕝ䚷健㻌正 䞞岩手㖟⾜ྲྀ⥾役ᖖ務ᇳ⾜役員 ᨭ㻌部㻌長

䚺 䚷䚷Ᏺ㻌㇂䚷♸㻌志 岩手県ᨭ部有ຌ会㐃合会㢳ၥ 盛㻌岡㻌ᕷ

䚺 䚷䚷小枝ᣦ䚷ዲ㻌夫 䚷 盛㻌岡㻌ᕷ

䚺 䚷䚷十文字䚷悦㻌子 盛岡ᕷ赤十字ዊ௙ᅋ員 盛㻌岡㻌ᕷ

䚺 䚷䚷長㻌ἑ䚷雅㻌彦 ㎰䚷䚷䚷䚷業 ᐑ㻌ྂ㻌ᕷ

䚺 䚷䚷中㻌村䚷和㻌司 大船Ώᕷ赤十字ዊ௙ᅋጤ員長 大船Ώᕷ

䚺 䚷䚷㰺㻌藤䚷ὒ㻌美 岩手県ᨭ部有ຌ会㐃合会会長 ⰼ㻌ᕳ㻌ᕷ

䚺 䚷䚷菅㻌原䚷ὒ㻌子 ໭上ᕷ赤十字ዊ௙ᅋጤ員長 ໭㻌上㻌ᕷ

䚺 䚷䚷木戸口䚷ᩄ㻌⏨ 久ឿᕷ赤十字ዊ௙ᅋ事務ᒁ長 久㻌ឿ㻌ᕷ

䚺 䚷䚷菅㻌原䚷直㻌徳 岩手県ᨭ部㐲野ᕷᆅ༊有ຌ会理事 㐲㻌野㻌ᕷ

䚺 䚷䚷䭜㻌山䚷៞㻌἞ 一㛵ᕷ社会⚟♴༠㆟会会長 一㻌㛵㻌ᕷ

䚺 䚷䚷三㻌ᾆ䚷千௦子 一㛵ᕷᕝᓮ赤十字ዊ௙ᅋጤ員長 一㻌㛵㻌ᕷ

䚺 䚷䚷泉㻌䚷進 ⮬䚷Ⴀ䚷業 㝣๓高田ᕷ

䚺 䚷䚷佐々木䚷஽ 㔩石ᕷ社会⚟♴༠㆟会ᖖ務理事兼事務ᒁ長 㔩㻌石㻌ᕷ

䚺 䚷䚷ᅧ㻌ศ䚷ᩄ㻌彦 二戸ᕷ㆟会㆟員・岩手県ᨭ部二戸ᕷᆅ༊有ຌ会会長 二㻌戸㻌ᕷ

䚺 䚷䚷佐々木䚷幸㻌雄 ඵᖭ平ᕷ赤十字ዊ௙ᅋጤ員長 ඵᖭ平ᕷ

䚺 䚷䚷⇃㻌㇂䚷孝㻌一 岩手県ᨭ部奥州ᕷᆅ༊有ຌ会会長 奥㻌州㻌ᕷ

䚺 䚷䚷鈴㻌木䚷明㻌夫 岩手県ᨭ部奥州ᕷᆅ༊有ຌ会副会長 奥㻌州㻌ᕷ

䚺 䚷䚷୺㻌὾䚷↷㻌㢼 ㎰䚷䚷䚷業 ⁪㻌ἑ㻌ᕷ

䚺 䚷䚷⊷㻌子䚷ᜨ㻌久 㞸䚷石䚷⏫䚷長 盛㻌㻌㻌㻌㻌岡

䚺 䚷䚷鈴㻌木䚷重㻌⏨ ⴱ䚷ᕳ䚷⏫䚷長 盛㻌㻌㻌㻌㻌岡

䚺 䚷䚷高㻌橋䚷ᫀ㻌㐀 ▮䚷ᕵ䚷⏫䚷長 盛㻌㻌㻌㻌㻌岡

䚺 䚷䚷内㻌グ䚷和㻌彦 西䚷和䚷㈡䚷⏫䚷長 ໭㻌㻌㻌㻌㻌上

䚺 䚷䚷高㻌橋䚷寛㻌ᑑ 㔠䚷ケ䚷ᓮ䚷⏫䚷長 Ỉ㻌㻌㻌㻌㻌ἑ

䚺 䚷䚷㟷㻌木䚷幸㻌保 平䚷泉䚷⏫䚷長 一㻌㻌㻌㻌㻌㛵

䚺 䚷䚷神㻌田䚷㻌ㅬ㻌一 ఫ䚷田䚷⏫䚷長 大㻌船㻌Ώ

䚺 䚷䚷平㻌野䚷බ㻌三 大䚷ᵔ䚷⏫䚷長 㔩㻌㻌㻌㻌㻌石

䚺 䚷䚷佐㻌藤䚷ಙ㻌㐓 山䚷田䚷⏫䚷長 ᐑ㻌㻌㻌㻌㻌ྂ

䚺 䚷䚷岡㻌本䚷正㻌ၿ ὒ䚷野䚷⏫䚷長 久㻌㻌㻌㻌㻌ឿ

䚺 䚷䚷ᬕ㻌山䚷裕㻌康 ஑䚷戸䚷村䚷長 二㻌㻌㻌㻌㻌戸

日本赤十字社岩手県ᨭ部役員䚸ホ㆟員名⡙
（令和５年４月１日現在）

（ホ㆟員௵ᮇ䚷令和４年䠎月㻝㻠日䡚令和䠓年㻞月㻝㻟日）
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（1）　一般会計歳入歳出決算報告（日本赤十字社岩手県支部）

190,033,129 円

14,525,697 円

3,329,665 円

2,500,000 円

4,150,224 円

14,884,147 円

229,422,862 円

災害義援金 22,054,378 円
災害救護訓練への参加
救護装備の整備
救援物資の整備

救急法等講習の普及 25,760,596 円
講習資材の整備
青少年赤十字の普及

国際救援活動、国際開発協力 3,965,665 円
海外救援金

5,829,665 円

33,336,703 円

広報活動の促進 42,672,616 円
活動資金募集及び会員管理

医療施設基盤整備 150,000 円
血液事業普及整備
社会福祉施設基盤整備

16,696,542 円

36,203,750 円

26,535,519 円

16,217,428 円

229,422,862 円歳　　出　　合　　計

歳　　入　　合　　計

8　積立金支出

11　翌年度繰越金

4　指定事業地方振興費

5　地区分区交付金支出 市町村での赤十字事業の促進

6　社業振興費

7　基盤整備交付金
　・補助金支出

9　業務管理運営費等

10　本社送納金支出

1　災害救護事業費

救護班関係装備品整備

5　雑収入

6　前年度繰越金

2　社会活動費

3　繰入金収入

11　決算概要

1　社資収入

2　補助金及び交付金収入
一
般
会
計
　
（

歳
入
）

一
般
会
計
　
（

歳
出
）

3　国際活動費

4　資産収入
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Ỵ　　⟬　　㢠 Ỵ　　⟬　　㢠

෇ ෇

7,453,393,385 8,448,450,646

1,262,731,608 43,275,631

186,968 93,477,267

1,160,680 4,430,163

-192,871

128,031,805

8,717,472,641 8,717,472,641

Ỵ　　⟬　　㢠 Ỵ　　⟬　　㢠

෇ ෇

ᥐ ⨨ ㈝ ཰ ධ 219,739,760 ே ௳ ㈝ ᨭ ฟ 197,657,567

⿵ ຓ 㔠 ஦ ᴗ ཰ ධ 319,000 ஦ ົ ㈝ 10,017,846

ཷ ク ཰ ධ 5,957,485 ஦ ᴗ ㈝ 14,580,552

ᐤ 付 㔠 ཰ ධ 774,000 ᅛ ᐃ ㈨ ⏘ ྲྀ ᚓ ᨭ ฟ 154,000

௚ ఍ ィ ⧞ ධ 㔠 ཰ ධ 166,040 ࡑ ࡢ ௚ ࡢ ᨭ ฟ 28,089,705

ࡑ ࡢ ௚ ཰ ධ 33,011,397

๓ ᖺ ᗘ ⧞ ㉺ 㔠 41,161,462

ᑠ ィ 301,129,144 ᑠ ィ 250,499,670

෇ ෇

௓ ㆤ ಖ 㝤 ஦ ᴗ ཰ ධ 500,555,895 ே ௳ ㈝ ᨭ ฟ 403,886,495

ᐤ 付 㔠 ཰ ධ 391,224 ஦ ົ ㈝ 29,587,845

⿵ ຓ 㔠 ཰ ධ 5,068,272 ஦ ᴗ ㈝ 76,790,701

ཷ ྲྀ ฼ ᜥ㓄 ᙜ㔠 ཰ධ 1,904 ೉ ධ 㔠 ൾ 㑏 ᨭ ฟ 27,826,000

௚ ఍ ィ ⧞ ධ 㔠 ཰ ධ 705,600 ᅛᐃ㈨⏘ྲྀᚓ࣭㝖༷ ᨭฟ 190,300

ࡑ ࡢ ௚ ࡢ ཰ ධ 49,124,569
മົ㏉ࢫ࣮࣭ࣜࢫࣥࢼ࢖࢓ࣇ
῭ ᨭ ฟ

4,885,920

๓ ᖺ ᗘ ⧞ ㉺ 㔠 96,796,289 ࡑ ࡢ ௚ ᨭ ฟ 17,480,186

ᑠ ィ 652,643,753 ᑠ ィ 560,647,447

953,772,897 811,147,117

ṓධṓฟᕪᘬ㢠 㻝㻠㻞㻘㻢㻞㻡㻘㻣㻤㻜෇ （⩣年ᗘ⧞㉺㔠）

　　　日赤岩手ஙඣ㝔 㻡㻜㻘㻢㻞㻥㻘㻠㻣㻠෇

　　　日赤㭬㬆Ⲯ 㻥㻝㻘㻥㻥㻢㻘㻟㻜㻢෇

ṓ ධ ྜ ィ ṓ ฟ ྜ ィ

日赤岩手ஙඣ㝔䞉日赤㭬㬆Ⲯ

᪥㉥ᒾᡭஙඣ㝔ศ

⛉　　　　　　┠⛉　　　　　　┠

ṓ　　　　　　　　　ධ ṓ　　　　　　　　　ฟ

（㻟）　社会⚟♴施設≉ู会計ṓධṓฟỴ⟬報࿌

᪥㉥㭬㬆Ⲯศ

┒ᒸ赤十字⑓㝔（㻞）　་⒪施設≉ู会計ṓධṓฟỴ⟬報࿌

ṓ　　　　　　　　　ධ

⛉　　　　　　┠

ṓ　　　　　　　　　ฟ

⛉　　　　　　┠

ṓ ධ ྜ ィ

་ ᴗ ཰ ┈

་ ᴗ እ ཰ ┈

་ ⒪ ♫ ఍ ஦ ᴗ ཰ ┈

≉ ู ཰ ┈

ṓ ฟ ྜ ィ

་ ᴗ ㈝ ⏝

་ ᴗ እ ㈝ ⏝

་ ⒪ ዊ ௙ ㈝ ⏝

≉ ู ᦆ ኻ

ἲ ே ⛯ ➼

ᙜ ᮇ ฼ ┈ ๫ వ 㔠 付　　録
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決　　算　　額 決　　算　　額

円 円

7,453,393,385 8,448,450,646

1,262,731,608 43,275,631

186,968 93,477,267

1,160,680 4,430,163

-192,871

128,031,805

8,717,472,641 8,717,472,641

決　　算　　額 決　　算　　額

円 円

措 置 費 収 入 219,739,760 人 件 費 支 出 197,657,567

補 助 金 事 業 収 入 319,000 事 務 費 10,017,846

受 託 収 入 5,957,485 事 業 費 14,580,552

寄 付 金 収 入 774,000 固 定 資 産 取 得 支 出 154,000

他 会 計 繰 入 金 収 入 166,040 そ の 他 の 支 出 28,089,705

そ の 他 収 入 33,011,397

前 年 度 繰 越 金 41,161,462

小 計 301,129,144 小 計 250,499,670

円 円

介 護 保 険 事 業 収 入 500,555,895 人 件 費 支 出 403,886,495

寄 付 金 収 入 391,224 事 務 費 29,587,845

補 助 金 収 入 5,068,272 事 業 費 76,790,701

受 取 利 息配 当金 収入 1,904 借 入 金 償 還 支 出 27,826,000

他 会 計 繰 入 金 収 入 705,600 固定資産取得・除却 支出 190,300

そ の 他 の 収 入 49,124,569
ファイナンス・リース債務返
済 支 出

4,885,920

前 年 度 繰 越 金 96,796,289 そ の 他 支 出 17,480,186

小 計 652,643,753 小 計 560,647,447

953,772,897 811,147,117

歳入歳出差引額 142,625,780円 （翌年度繰越金）

　　　日赤岩手乳児院 50,629,474円

　　　日赤鶯鳴荘 91,996,306円

歳 入 合 計 歳 出 合 計

日赤岩手乳児院・日赤鶯鳴荘

日赤岩手乳児院分

科　　　　　　目科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

（3）　社会福祉施設特別会計歳入歳出決算報告

日赤鶯鳴荘分

盛岡赤十字病院（2）　医療施設特別会計歳入歳出決算報告

歳　　　　　　　　　入

科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　出

科　　　　　　目

歳 入 合 計

医 業 収 益

医 業 外 収 益

医 療 社 会 事 業 収 益

特 別 収 益

歳 出 合 計

医 業 費 用

医 業 外 費 用

医 療 奉 仕 費 用

特 別 損 失

法 人 税 等

当 期 利 益 剰 余 金 付　　録





日本赤十字社䝇䝻ー䜺ン

人㛫䜢ᩆ䛖の䛿䚸人㛫䛰䚹㻌

䖂赤十字のᇶ本原๎ 䖂䝆䝳䝛ー䝤᮲⣙⥾⤖ᅜ 㻝㻥㻢䜹ᅜ

・人㐨・බ平・中❧・⊂❧・ዊ௙・༢一・ୡ⏺ᛶ 䕿ᅜ㝿赤十字・赤᪂月社 㻝㻥㻞社

１䠊ἢ㠉 １䠌䠊⅏ᐖ➼ᩆ᥼

明἞㻞㻜年（㻝㻤㻤㻣）㻝㻝月㻝㻞日・・・日本赤十字社岩手ጤ員部๰❧ ᩆ 護 ⌜

明἞㻞㻥年（㻝㻤㻥㻢）㻌㻡月㻞㻜日・・・日本赤十字社岩手ᨭ部䛻ᨵ⛠ ↓ 線 ᒁ

᫛和㻞㻣年（㻝㻥㻡㻞）㻌㻤月㻝㻠日・・・日本赤十字社岩手県ᨭ部䛻ᨵ⛠ ᩆ 護 ㌴ ୧

㻾㻠年ᗘྲྀᢅ⩏᥼㔠㢠

䠎䠊会員 ಶ人 㻝㻘㻟㻜㻣人 㓄ᕸᩆ᥼≀㈨（令和䠏年ᗘ）

ἲ人 㻞㻘㻞㻜㻣社

䠏䠊ホ㆟員 䠏䠎人䚷䚷（ᐃ員䠏䠎人） １１䠊医療事業

４䠊役䚷員䚷䚷（令和５年４月１日現在） 病䚷䚷院 1

ᨭ部長 達増ᣅ也 病ᗋ総ᩘ㻔令和４年ᗘ）

副ᨭ部長 ㇂藤裕明䚸野原຾ 総ᝈ⪅ᩘ㻔令和４年ᗘ）

本社ᖖ௵理事 Ᏺ㇂䚷♸志 ධ䚷䚷院 㻣㻠㻘㻝㻠㻟人 㻔㻞㻜㻟㻚㻝人㻛日）

本社௦㆟員 石ᕝ健正䚸㰺藤ὒ美䚸木戸口ᩄ⏨ 外䚷䚷᮶ 㻝㻞㻝㻘㻣㻥㻢人 㻔㻡㻜㻝㻚㻞人㻛日）

ᨭ部┘ᰝጤ員 十文字悦子䚸三ᾆ千௦子䚸ᅧศᩄ彦

１䠎䠊血液事業

５䠊㟷ᑡ年赤十字䚷㻌㻌㻌㻌㻌䚷（令和㻡年㻟月㻟㻝日現在）

ᗂ⛶園 ・保⫱所 㻡㻟ᰯ 㻞㻘㻥㻝㻥人 血液センター 1 献血䝞䝇 㻠ྎ

小 学 ᰯ 㻥㻣ᰯ 㻞㻜㻘㻠㻡㻢人 献血䝹ーム 1 血液㐠ᦙ㌴ 㻝㻜ྎ

中 学 ᰯ 㻠㻠ᰯ 㻥㻘㻟㻢㻟人 奥州供給出張所 1 䛭の௚㌴୧ 㻝㻢ྎ

高 ➼ 学 ᰯ 㻝㻤ᰯ 㻝㻘㻝㻞㻟人 献血⪅ᩘ（令和４年ᗘ） 供給本ᩘ（令和４年ᗘ）

特 別 ᨭ ᥼ 学 ᰯ 㻟ᰯ 㻢㻢人 ᡂศ献血 㻝㻞㻘㻡㻝㻥人 赤血⌫ 㻡㻤㻘㻠㻢㻢本

ィ 㻞㻝㻡ᰯ 㻟㻟㻘㻥㻞㻣人 㻠㻜㻜㼙㻸献血 㻞㻥㻘㻟㻝㻤人 血₢ 㻝㻡㻘㻥㻞㻞本

㻞㻜㻜㼙㻸献血 㻝㻘㻞㻢㻣人 血小ᯈ 㻣㻡㻘㻤㻤㻜本

䠒䠊赤十字䝪䝷ン䝔䜱ア䚷䚷（令和５年䠏月㻟㻝日現在） 合ィ 㻠㻟㻘㻝㻜㻠人 合ィ 㻝㻡㻜㻘㻞㻢㻤本
ᆅᇦ赤十字ዊ௙ᅋ 㻟㻞ᅋ 㻝㻘㻜㻤㻠人
㟷年赤十字ዊ௙ᅋ 㻟ᅋ 㻤㻢人 １䠏䠊社会⚟♴施設
特Ṧ赤十字ዊ௙ᅋ 㻝㻠ᅋ 㻡㻠㻠人 事業の༊ศ 施設ᩘ

ィ 㻠㻥ᅋ 㻝㻘㻣㻝㻠人 児❺⚟♴施設 1
老人⚟♴施設 1

䠓䠊有ຌ会㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌（令和５年䠏月㻟㻝日現在）

⤌ ⧊ ᩘ

9 １４䠊施設ཬ䜃職員ᩘ䚷（令和５年４月１日現在）

施設ᩘ 職員ᩘ

䠔䠊ㅮ⩦ᬑཬάື 1 㻝㻝人

༊ ศ 1 㻢㻜㻣人

ᩆ ᛴ ἲ 1 㻤㻜人

Ỉ 上 安 ඲ ἲ 1 㻟㻤人

㞷 上 安 ඲ ἲ 1 㻤㻣人

健 康 生 ά ᨭ ᥼ 5 㻤㻞㻟人

ᗂ 児 安 ඲ ἲ

ィ １５䠊会ィ䚷（令和４年ᗘᙜึண⟬）

䠕䠊ᅜ㝿άື

㻌㻌䠪䠤䠧海外䛯䛩䛡䛒䛔䜻䝱ン䝨ーン

㻢㻡㻞௳ 㻣㻤㻟㻘㻡㻞㻞෇ 䈜血液事業特別会ィ䛿䚸䝤䝻䝑䜽化䛻క䛔岩手䡺ﾝ䡼ｰ༢⊂䛷のィ上䛿䛺䛧

㻞㻡㻠௳ 㻞㻝㻘㻝㻣㻟㻘㻟㻢㻢෇

䚷䜴䜽䝷䜲䝘人㐨ᨭ᥼ᩆ᥼㔠

ᣦ ᑟ 員 Ⓩ 㘓 ⪅ ᩘ

㻝㻡㻤人

㻞㻝㻟㻘㻡㻟㻤千෇

㻥㻜㻢㻘㻢㻞㻞千෇

㻝㻡人

㻝人

㻞㻞人

㻟㻟人

㻤㻘㻢㻟㻤㻘㻟㻞㻟千෇

乳 児 院

医療事業特別会ィ

社会⚟♴特別会ィ

特別養護老人ホーム

一⯡会ィ （ ᨭ 部 ）

合ィ

༊ ศ

病 院

会 員 ᩘ

㻤㻣人

㻢㻞㻥人

ᨭ 部

血 液 セ ン タ ー

日本赤十字社岩手県ᨭ部現ໃ

施䚷䚷設䚷䚷ᩘ

㻟㻥㻤ᗋ

特別養護老人ホーム

㻤⌜䚷䚷㻠㻤人

施設の✀㢮

施設ᩘ

ᇶᆅᒁ䚷㻞䚸⛣ືᒁ㻌㻡㻜

㻤ྎ

１௳㻌㻌䚷㻡㻘㻜㻜㻜෇

㻞㻟㻜ಶ（ẟᕸ䚸⥭ᛴセ䝑䝖䚸䝞䝇タ䜸䝹）

㌴୧ྎᩘ

乳㻌㻌㻌児㻌㻌㻌院
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事務局付部長 総務課長
（事務取扱）

総務係長

菊池　望 　菊池　望 　菊池　拓也

主事

岩渕　天音

会計係長

（兼）菊池　拓也

組織振興課長
（事務取扱）

企画広報係長
   (事務取扱）

　菊池　望

主事

上野　将

振興係長

　石橋　峻

嘱託（青少年赤十字）

石川　健

　木村　匠

事業推進課長 講習普及係長
　下本　桂子   熊谷  周子

救護係長
　種田　伸吾

正職員 ⮫᫬職員➼

㻝㻜人 㻜人

㻠㻣㻤人 㻝㻜㻥人

㻠㻠人 㻤人

㻔㻥人） （㻜人）

（㻞人） （㻟人）

㻞㻥人 㻠人

㻟㻥人 㻝㻞人

㻢㻜㻜人 㻝㻟㻟人

参事（社資増強担当）

日本赤十字社岩手県支部組織図

令和５年４月１日現在

კク

㻝人

各施設等の職員数

　　　木村　匠

ィ施䚷䚷設䚷䚷➼䚷䚷名

㻝㻝人日本赤十字社岩手県ᨭ部

事務局長

平野　直

㻤㻞㻟人

特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘 㻤㻣人

盛岡赤十字病院

岩手県赤十字血液センター盛岡大通り出張所

㻥㻜人

㻟㻤人

㻢㻜㻣人

㻞㻤人

㻞㻜人

㻤㻜人

岩手県赤十字血液センター奥州供給出張所

（㻝㻟人）

合䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ィ

岩手県赤十字血液センター

（㻟人）

㻟㻢人

（㻤人）

㻡人日赤岩手乳児院

（㻠人）
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「盛岡赤十字病院」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

病 院 長 久 保 直 彦 第二産婦人科部長 畑 山 伸 弥

副 院 長 藤 原 純 眼 科 部 長 欠

副 院 長 一 戸 克 明 耳 鼻 咽 喉 科 部 長 佐 藤 尚 徳

放 射 線 科 部 長 欠

総 合 診 療 科 部 長 欠 第 一 麻 酔 科 部 長 西 嶋 茂 樹

第一血液内科部長 菅 原 健 第 二 麻 酔 科 部 長 永 田 博 文

第二血液内科部長 峯 貴 浩 ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科部長 星 有 己 枝

精 神 科 部 長 欠 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科部長 兼 久 保 直 彦

脳 神 経 内 科 部 長 米 澤 久 司 健 診 部 長 鎌 田 弘 之

呼 吸 器 内 科 部 長 田 村 伸 夫 病 理 部 長 欠

第一消化器内科部長 藤 原 隆 雄 薬 剤 部 長 鈴 木 弘 文

第二消化器内科部長 安 孫 子 幸 人 医 療 技 術 部 長 兼 一 戸 克 明

循 環 器 内 科 部 長 小 澤 真 人 医療社会事業部長 兼 藤 原 隆 雄

第 一 小 児 科 部 長 小 西 雄 医療技術部技師長 浅 沼 匡 介

第 二 小 児 科 部 長 梶 原 和 華

消 化 器 外 科 部 長 欠 看 護 部 長 藤 根 美 知 子

第 一 外 科 部 長 大 山 健 一 看 護 副 部 長 高 橋 節 子

第 二 外 科 部 長 欠 看 護 副 部 長 山 口 裕 子

小 児 外 科 部 長 欠

緩 和 ケ ア 科 部 長 欠 事 務 部 長 石 山 武 美

第一整形外科部長 兼 一 戸 克 明 総 務 課 長 赤 平 寛 彦

第二整形外科部長 欠 企 画 管 理 課 長 生 内 正 悦

第一脳神経外科部長 和 田 司 管 財 課 長 阿 部 賢 二

第二脳神経外科部長 船 山 雅 之 医 事 課 長 畠 山 誠 次

皮 膚 科 部 長 馬 場 由 香 施 設 管 理 課 長 砂 子 澤 誠 一

泌 尿 器 科 部 長 瀬 尾 崇 医 療 社 会 事 業 課 長 沼 田 佳 子

第一産婦人科部長 本 田 達 也 健 診 課 長 鷹 觜 康 之

「岩手県赤十字血液センター」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

所 長 増 田 友 之 採 血 課 長 中 島 み ど り

事 業 部 長 梅 野 真 和 品 質 情 報 課 長 乳 井 和 夫

事 業 副 部 長 佐 藤 泉 悦 医 務 課 長 兼 増 田 友 之

総 務 課 長 兼 佐 藤 泉 悦 盛岡大通り出張所長 佐 々 木 孝 司

献 血 推 進 課 長 西 海 枝 武 志 奥州供給出張所長 中 野 宏

学術情報・供給課長 中 村 秀 一

「日赤岩手乳児院」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

院 長 兼 梶 原 和 華 事 務 長 三 上 浩 二

「特別養護老人ホーム鶯鳴荘」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

園 長 千 葉 豊 重 事 務 長 兼 千 葉 豊 重

各施設の幹部職員
（令和５年４月１日現在）
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岩 手 県 支 部 の あ 䜖 䜏 

(  )内は月 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

明治10年   1877   ༤ឡ社๰❧ 

20年   1887   「༤ឡ社」を「日本赤十字社」とᨵ⛠(䠑月) 

「日本赤十字社岩手ጤ員部」を๰❧(11)社員ᩘ14人 

27年   1894   日Ύᡓதが㉳䛣り救護άື開始（８月) 

日Ύᡓதの㛫、盛岡㥐➼୺せ㥐に救護員をὴ㐵しയ⑓රの救護、ྛ㥐にఇ᠁ᡤを設

䛡ⲔⳫ➼をᥦ౪(27.10～28.5) 

29年   1896   本社つ๎のᨵṇにより「岩手ጤ員部」を「岩手支部」とᨵ⛠(７月) 

୕陸大ὠἼ発生(６月)⿕災⪅救護のた䜑医員、┳護፬➼ᘏ102人をὴ㐵䚹救護人員

3,542人 

岩手、⛳㈏、࿴㈡3㒆の地㟈⿕災地に医員2人を救護のた䜑ὴ㐵䚹⌧地にデ⒪施設を

௬設して25人を救護(８月) 

30年   1897   本年ᗘ社員ᩘ5,239人 

(10࿘年)        ┳護፬生ᚐ㣴ᡂ⣽๎を定䜑┳護፬㣴ᡂを開始䚹ึ年ᗘධ学10人 

31年   1898   㐩᭮部ᮧのỈ害⿕災地に医員、┳護፬4人をὴ㐵し13人を救護 

岩手、ᐑᇛ、⚟ᓥ3支部ඹ同で┳護人ᩍ⫱を௝ྎ陸㌷⾨ᠿ⑓㝔にጤク(岩手3人) 

32年   1899   第1回岩手支部総会を盛岡中学ᰯ㐠ືሙで開催䚹ཧຍ人員3,244人䚹䛣の総会の㝿第1

回救護演⩦を盛岡ᇛ㊧➼の会ሙにて実施(12月) 

33年   1900   北Ύ事ኚの救護として、本ᮭのྊ集によりᶍ⠊┳護፬1人をᗈᓥ予ഛ⑓㝔にὴ㐵 

┳護፬㣴ᡂᡤを盛岡市内୸に⛣㌿䚹実ົ練⩦は⚾❧盛岡⑓㝔にጤク（10月） 

35年   1902   ἟ᐑ内町ⅆ災の⿕災地に医員、┳護፬➼8人をὴ㐵し20人を救護(䠑月) 

36年   1903   第2回岩手支部社員総会を盛岡中学ᯞ㐠ືሙで開催䚹ཧຍ人員⣙3,500人䚹䛣の総会

の㝿第2回救護演⩦を盛岡ᇛ㊧➼の会ሙにて実施(11月) 

37年   1904   日㟢ᡓதが㉳䛣り救護άືを開始(２月)本社ཬ䜃ྛ県支部でᩍ護⌜149人ὴ㐵 

第50救護⌜を大㜰予ഛ⑓㝔(の䛱にᘯ前予ഛ⑓㝔䛋にὴ㐵 

第51救護⌜をጲ㊰予ഛ⑓㝔にὴ㐵 

同ᡓத中盛岡㥐➼にᝈ⪅ఇ᠁ᡤを設䛡、支部⫋員ཬ䜃⠜ᚿ┳護፬人会員䛺䛹によ䜛

യ⑓රの救護、㏦㏄➼を実施 

39年   1906   ᮾ北㣚㤡に⡿国から⩏援金をཷ䛡䜛 

   40年   1907   本年ᗘ社員ᩘ20,681人 

（20࿘年）        㐣ཤ10年㛫の┳護፬㣴ᡂ実⦼ධ学80人༞業61人 

41年   1908   支部本㤋➼のᘓ設ᩜ地を盛岡市ோ⋤内୸にྲྀᚓ䚹㠃✚2,550.65ᆤ、౯᱁6,750෇ 

42年   1909   支部本㤋、┳護፬生ᚐ寄ᐟ⯋➼新⠏ᘓᆤI88.5ᆤᘓ⠏౯᱁23,800෇ 

43年   1910   支部に救護┳護፬㣴ᡂᡤを設䛡本年から㣴ᡂ開始 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

明治45年   1912   ┳護人ᩍ⫱を盛岡⾨生⑓㝔にጤク 

大ṇ 2年   1913   岩手支部「結᰾予防᧞⁛つ⛬」ไ定(２月)⾨生๻、ㅮ演会➼実施䚹デ⒪ྲྀᢅᝈ⪅235

人(大ṇ11年䜎でのᘏᝈ⪅ྲྀᢅᩘ9,921人) 

5年   1916   日本赤十字社岩手支部⑓㝔設❧ィ⏬本社ᢎㄆ 

青森県ୗ田・ྂ㛫ᮌ㥐㛫で本県ධႠරのᦚ஌ิ㌴が㈌物ิ㌴と⾪✺䚹Ṛஸ29人㔜㍍

യ100人の事ᨾが発生䚹医員13人を救護のた䜑ὴ㐵(11月) 

6年   1917   岩手支部⑓㝔ᕤ事╔ᕤ(10月) 

（30࿘年） 

7年   1918   盛岡市内に流⾜ᛶ感ෑ大流⾜のた䜑⮫᫬救護⌜➼によりᘏ309人救護（11月） 

8年   1919   ᘯ前第8ᖌᅋྛ㝲に流⾜ᛶ感ෑ大流⾜䚹同ᖌᅋ㌷医部㛗の౫㢗により救護┳護፬㛗

➼5人をὴ㐵し553人を救護(12月) 

9年   1920   岩手支部⑓㝔ⴠᡂ(４月) (内⛉、እ⛉、産፬人⛉、⪥㰯ဗႃ⛉98ᗋᕤ事㈝18୓෇వ)  

総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞開㝔ᘧをᣲ⾜(6月） 

第3回岩手支部社員総会に総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞岩手බᅬで開

催䚹ཧຍධ員4,800人(6月) 

支部⑓㝔開㝔に┳護፬㣴ᡂを同⑓㝔で実施 

12年   1923   支部⑓㝔にᑠඣ⛉設⨨、⑓ᗋᩘ132ᗋにቑᗋ(６月) 

㛵ᮾ地᪉大㟈災の救護のた䜑、本社せㄳにᛂ䛨て医員(４人)➼27人の救護⌜をὴ㐵し

救護άື䚹⠜ᚿ┳護፬人会、学❺の⩏援金、救援物資によ䜛救援䜒実施 

岩手支部⑓㝔┳護፬㛗ᓠ㇂䜹䝒「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

13年   1924   ᒣ田町大ⅆにあたり、⿕災地に医員➼3人をὴ㐵11人救護（４月) 

            日本赤十字社岩手県支部少年赤十字結ᡂ（９月） 

᫛࿴ 3年   1928   総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞ᚚぶᤵᘧを支部ᴥ上において開催䚹さらに

少年赤十字ᅋᚚぶ㜀ᘧを岩手බᅬにおいてᣲ⾜（10月） 

岩手支部⑓㝔┳護፬㛗㛗㇂ᕝトミ「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

4年   1929   岩手支部⑓㝔┳護፬ᐟ⯋をᨵ⠏(７月) 

5年   1930   岩手支部⑓㝔㝃ᒓ産፠㣴ᡂᡤ開ᡤ(2月) 

総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞第4回社員総会、ᚚぶᤵᘧ、支部⑓㝔๰❧

10࿘年グᛕᘧཬ䜃少年赤十字ᅋᚚぶ㜀ᘧをᣲ⾜(９月) 

 6年   1931   ‶ᕞ事ኚὴ㐵救護⌜㕲ᕊ⾨ᠿ⑓㝔(᫛࿴7.8.20ゎᩓ)に救護┳護፬３人ὴ㐵 

7年   1932   岩手支部⑓㝔┳護፬㛗沢田キ䝚「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

8年   1933   ⛅田県ᑿཤ沢㖔ᒣのỿẊụሐ防Ỵቯによ䜛⿕災救護に救護⌜をὴ㐵（11月） 

୕陸大ὠἼ⿕災⪅救護のた䜑4⌜(釜石町、ᒣ田町、ᑠ本ᮧཬ䜃ඵᮌᮧྛ᪉㠃䛋の救

護⌜をὴ㐵し、⮫᫬ᩍ護ᡤを開設してᘏ1,310人のᝈ⪅を救護(3月) (ᮾி支部、新₲

支部から䜒救護⌜のὴ㐵あり) 
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岩 手 県 支 部 の あ 䜖 䜏 

(  )内は月 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

明治10年   1877   ༤ឡ社๰❧ 

20年   1887   「༤ឡ社」を「日本赤十字社」とᨵ⛠(䠑月) 

「日本赤十字社岩手ጤ員部」を๰❧(11)社員ᩘ14人 

27年   1894   日Ύᡓதが㉳䛣り救護άື開始（８月) 

日Ύᡓதの㛫、盛岡㥐➼୺せ㥐に救護員をὴ㐵しയ⑓රの救護、ྛ㥐にఇ᠁ᡤを設

䛡ⲔⳫ➼をᥦ౪(27.10～28.5) 

29年   1896   本社つ๎のᨵṇにより「岩手ጤ員部」を「岩手支部」とᨵ⛠(７月) 

୕陸大ὠἼ発生(６月)⿕災⪅救護のた䜑医員、┳護፬➼ᘏ102人をὴ㐵䚹救護人員

3,542人 

岩手、⛳㈏、࿴㈡3㒆の地㟈⿕災地に医員2人を救護のた䜑ὴ㐵䚹⌧地にデ⒪施設を

௬設して25人を救護(８月) 

30年   1897   本年ᗘ社員ᩘ5,239人 

(10࿘年)        ┳護፬生ᚐ㣴ᡂ⣽๎を定䜑┳護፬㣴ᡂを開始䚹ึ年ᗘධ学10人 

31年   1898   㐩᭮部ᮧのỈ害⿕災地に医員、┳護፬4人をὴ㐵し13人を救護 

岩手、ᐑᇛ、⚟ᓥ3支部ඹ同で┳護人ᩍ⫱を௝ྎ陸㌷⾨ᠿ⑓㝔にጤク(岩手3人) 

32年   1899   第1回岩手支部総会を盛岡中学ᰯ㐠ືሙで開催䚹ཧຍ人員3,244人䚹䛣の総会の㝿第1

回救護演⩦を盛岡ᇛ㊧➼の会ሙにて実施(12月) 

33年   1900   北Ύ事ኚの救護として、本ᮭのྊ集によりᶍ⠊┳護፬1人をᗈᓥ予ഛ⑓㝔にὴ㐵 

┳護፬㣴ᡂᡤを盛岡市内୸に⛣㌿䚹実ົ練⩦は⚾❧盛岡⑓㝔にጤク（10月） 

35年   1902   ἟ᐑ内町ⅆ災の⿕災地に医員、┳護፬➼8人をὴ㐵し20人を救護(䠑月) 

36年   1903   第2回岩手支部社員総会を盛岡中学ᯞ㐠ືሙで開催䚹ཧຍ人員⣙3,500人䚹䛣の総会

の㝿第2回救護演⩦を盛岡ᇛ㊧➼の会ሙにて実施(11月) 

37年   1904   日㟢ᡓதが㉳䛣り救護άືを開始(２月)本社ཬ䜃ྛ県支部でᩍ護⌜149人ὴ㐵 

第50救護⌜を大㜰予ഛ⑓㝔(の䛱にᘯ前予ഛ⑓㝔䛋にὴ㐵 

第51救護⌜をጲ㊰予ഛ⑓㝔にὴ㐵 

同ᡓத中盛岡㥐➼にᝈ⪅ఇ᠁ᡤを設䛡、支部⫋員ཬ䜃⠜ᚿ┳護፬人会員䛺䛹によ䜛

യ⑓රの救護、㏦㏄➼を実施 

39年   1906   ᮾ北㣚㤡に⡿国から⩏援金をཷ䛡䜛 

   40年   1907   本年ᗘ社員ᩘ20,681人 

（20࿘年）        㐣ཤ10年㛫の┳護፬㣴ᡂ実⦼ධ学80人༞業61人 

41年   1908   支部本㤋➼のᘓ設ᩜ地を盛岡市ோ⋤内୸にྲྀᚓ䚹㠃✚2,550.65ᆤ、౯᱁6,750෇ 

42年   1909   支部本㤋、┳護፬生ᚐ寄ᐟ⯋➼新⠏ᘓᆤI88.5ᆤᘓ⠏౯᱁23,800෇ 

43年   1910   支部に救護┳護፬㣴ᡂᡤを設䛡本年から㣴ᡂ開始 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

明治45年   1912   ┳護人ᩍ⫱を盛岡⾨生⑓㝔にጤク 

大ṇ 2年   1913   岩手支部「結᰾予防᧞⁛つ⛬」ไ定(２月)⾨生๻、ㅮ演会➼実施䚹デ⒪ྲྀᢅᝈ⪅235

人(大ṇ11年䜎でのᘏᝈ⪅ྲྀᢅᩘ9,921人) 

5年   1916   日本赤十字社岩手支部⑓㝔設❧ィ⏬本社ᢎㄆ 

青森県ୗ田・ྂ㛫ᮌ㥐㛫で本県ධႠරのᦚ஌ิ㌴が㈌物ิ㌴と⾪✺䚹Ṛஸ29人㔜㍍

യ100人の事ᨾが発生䚹医員13人を救護のた䜑ὴ㐵(11月) 

6年   1917   岩手支部⑓㝔ᕤ事╔ᕤ(10月) 

（30࿘年） 

7年   1918   盛岡市内に流⾜ᛶ感ෑ大流⾜のた䜑⮫᫬救護⌜➼によりᘏ309人救護（11月） 

8年   1919   ᘯ前第8ᖌᅋྛ㝲に流⾜ᛶ感ෑ大流⾜䚹同ᖌᅋ㌷医部㛗の౫㢗により救護┳護፬㛗

➼5人をὴ㐵し553人を救護(12月) 

9年   1920   岩手支部⑓㝔ⴠᡂ(４月) (内⛉、እ⛉、産፬人⛉、⪥㰯ဗႃ⛉98ᗋᕤ事㈝18୓෇వ)  

総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞開㝔ᘧをᣲ⾜(6月） 

第3回岩手支部社員総会に総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞岩手බᅬで開

催䚹ཧຍධ員4,800人(6月) 

支部⑓㝔開㝔に┳護፬㣴ᡂを同⑓㝔で実施 

12年   1923   支部⑓㝔にᑠඣ⛉設⨨、⑓ᗋᩘ132ᗋにቑᗋ(６月) 

㛵ᮾ地᪉大㟈災の救護のた䜑、本社せㄳにᛂ䛨て医員(４人)➼27人の救護⌜をὴ㐵し

救護άື䚹⠜ᚿ┳護፬人会、学❺の⩏援金、救援物資によ䜛救援䜒実施 

岩手支部⑓㝔┳護፬㛗ᓠ㇂䜹䝒「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

13年   1924   ᒣ田町大ⅆにあたり、⿕災地に医員➼3人をὴ㐵11人救護（４月) 

            日本赤十字社岩手県支部少年赤十字結ᡂ（９月） 

᫛࿴ 3年   1928   総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞ᚚぶᤵᘧを支部ᴥ上において開催䚹さらに

少年赤十字ᅋᚚぶ㜀ᘧを岩手බᅬにおいてᣲ⾜（10月） 

岩手支部⑓㝔┳護፬㛗㛗㇂ᕝトミ「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

4年   1929   岩手支部⑓㝔┳護፬ᐟ⯋をᨵ⠏(７月) 

5年   1930   岩手支部⑓㝔㝃ᒓ産፠㣴ᡂᡤ開ᡤ(2月) 

総⿢㛩㝔ᐑ㍕ோぶ⋤Ẋୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞第4回社員総会、ᚚぶᤵᘧ、支部⑓㝔๰❧

10࿘年グᛕᘧཬ䜃少年赤十字ᅋᚚぶ㜀ᘧをᣲ⾜(９月) 

 6年   1931   ‶ᕞ事ኚὴ㐵救護⌜㕲ᕊ⾨ᠿ⑓㝔(᫛࿴7.8.20ゎᩓ)に救護┳護፬３人ὴ㐵 

7年   1932   岩手支部⑓㝔┳護፬㛗沢田キ䝚「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

8年   1933   ⛅田県ᑿཤ沢㖔ᒣのỿẊụሐ防Ỵቯによ䜛⿕災救護に救護⌜をὴ㐵（11月） 

୕陸大ὠἼ⿕災⪅救護のた䜑4⌜(釜石町、ᒣ田町、ᑠ本ᮧཬ䜃ඵᮌᮧྛ᪉㠃䛋の救

護⌜をὴ㐵し、⮫᫬ᩍ護ᡤを開設してᘏ1,310人のᝈ⪅を救護(3月) (ᮾி支部、新₲

支部から䜒救護⌜のὴ㐵あり) 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴ 9年   1934   岩手支部⑓㝔にஙᗂඣಖ⫱ᡤ(⌧日赤岩手ஙඣ㝔)を開設(日本赤十字社の᭱ึのඣ

❺⚟♴施設) 

10年   1935   本年ᗘ少年赤十字結ᡂ≧ἣ366ᅋయ103,295人 

11年   1936   ⛅田県ᑿཤ沢㖔ᒣ事ᨾに救護⌜をὴ㐵䚹17日㛫救護άື(11月) 

日本赤十字社の社᪨ᬑཬのᫎ⏬開催19かᡤཧほ⪅23,600人 

12年   1937   日⳹事ኚが㉳䛣り、救護άືを開始(７月) 

(50࿘年)        赤十字⑓㝔のᖝຓไが実施され、支部⑓㝔が陸ᾏ㌷のᡓ᫬⾨生業ົをᖝຓ䛩䜛䛣とと

䛺䜛䚹(第1次᫛14.1.10～15.5.15、第2次᫛20.4.20～20.8.30、䛣の㛫の཰ᐜ治⒪ᘏ

42,800人) 

岩手支部⑓㝔┳護፬⳻ᕝ䝝䝒「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

14年   1939   ᯇᑿ㖔ᒣのᆙ道がᔂቯ䚹生ᇙ䜑⪅(246人)の救護のた䜑医⒪⌜(医員３人、┳護፬27

人、書グ１人)をὴ㐵䚹救護ᝈ⪅ᩘᘏ1,397人 

15年   1940   高ᯇᐑẊୗより岩手ಖ⫱ᡤに対して500෇を援ຓ金としてୗ㈷(有ᰨᕝᐑグᛕཌ生資

金) 

16年   1941   青森県୕本ᮌ町の大ⅆに救護⌜をὴ㐵(䠑月) 

第2次世⏺大ᡓが㉳䛣り、救護άື開始(12月) 

18年   1943   支部⑓㝔つ๎ᨵṇにより、岩手支部⑓㝔を盛岡赤十字⑓㝔とᨵ⛠（１月） 

19年   1944   大ᡓ救護に඲ຊをഴὀ䛩䜛た䜑平᫬事業中止 

20年   1945   第2次世⏺大ᡓ⤊䜛(８月) 

第2次世⏺大ᡓの救護本部ᗫ止(11月) 

(日⳹事ኚ(᫛12.７)から大ᡓ⤊結䜎でにὴ㐵した救護⌜I7⌜657人) 

21年   1946   ᘬᥭ⪅救護のた䜑ὴ㐵救護⌜岩手第1⌜を⦅ᡂしᾆ㈡᳨␿ᡤにὴ㐵(5月) 

22年   1947   ⓚྡྷ㝎ୗを日本赤十字社ྡ㄃総⿢に推ᡝ(１月) 

(60࿘年)        日本国᠇ἲ施⾜(䠑月) 

キ䝱サリンྎ㢼によ䜛⿕災地(୍㛵市)に救護⌜をὴ㐵、⿕災⪅救護の⾤㢌募金を実施

(９月) 

盛岡㥐に赤十字䝝ウスを開設し⑓ᙅ䛺᪑⾜⪅➼を救護(９月) 

社員の社㈝年㢠を10෇௨上とᨵṇ(1月) 

社員の社㈝年㢠を30෇௨上とᨵṇ（10月） 

23年   1948   䜰イオンྎ㢼によ䜛⿕災地(Ṛஸ393人、⾜᪉୙明316人、⿕災⪅180,117人、⿕害総㢠

127൨෇వ)に対し、救護⌜９⌜をὴ㐵ᘏ5,983人のᝈ⪅を救護(9月) 

日赤岩手ஙඣ㝔がඣ❺⚟♴ἲにᇶ䛵䛟⚟♴施設としてㄆྍ(11月) 

岩手支部ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦開始 

 

 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴25年   1950   ඹ同募金とศ㞳し赤十字༢⊂で募金㐠ື開始(ⓑい⩚᰿赤十字募金)（5月） 

岩手県と日赤岩手支部ඹ催で㌟య㞀害⪅ᕠ回相ㄯを開始 

┳護፬㣴ᡂᡤを盛岡赤十字┳護学㝔とᨵ⛠(3月)䚹さらに11月盛岡赤十字高➼┳護学

㝔とᨵ⛠ 

27年   1952   「日本赤十字社ἲ」ไ定䚹≉Ṧἲ人と䛺り䛣れをዎ機に募金㐠ືより社員ቑᙉ㐠ືに⛣

⾜（8月） 

「日本赤十字社岩手支部」を「日本赤十字社岩手県支部」とᨵ⛠ 

28年   1953   日本赤十字社「新定Ḱ」ไ定(3月) 

社員の社㈝年㢠を100෇௨上と定Ḱᨵṇ（４月） 

岩手県支部事ົᒁ㛗が第5次ᖐ国⯪興安୸の日本赤十字社代表として஌⯪(ኳὠより

1,192人ᖐ国)(８月) 

日本赤十字社「支部つ๎」ไ定(９月) 

30年   1955   本年ᗘ社員ᩘ128,496人 

本年ᗘ社㈝募集㢠13,233,88I෇ 

本年ᗘᮎ赤十字ዊ௙ᅋの結ᅋ≧ἣ 地域ዊ௙ᅋ143ᅋ12,839人 学生ዊ௙ᅋ１ᅋ50

人 ⫋域ዊ௙ᅋ1ᅋ130人 ィ145ᅋ13,019人 

31年   1956   岩手県支部๰❧70࿘年グᛕ事業として盛岡市大ᚿ田地༊に赤十字ᒣᯘ㐀ᡂ開始 

盛岡赤十字⑓㝔⾑ᾮ㖟⾜を開設し、開ᡤᘧをᣲ⾜(１月) 

ྡ㄃๪総⿢⛛∗ᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞第5回社員大会୪䜃にᚚぶᤵᘧを県බ会ᇽ

において開催(9月) 

社員ไᗘᨵṇ、ἲ人社員を新設（有功❶を金Ⰽ、㖟Ⰽの2✀と䛩䜛)(４月) 

32年   1957   ίἲᑎ町ⅆ災の⿕災16世ᖏに医⒪⌜をὴ㐵(４月) 

（70࿘年）        ྡ㄃๪総⿢⛛∗ᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞ぶᤵᘧを支部において開催（11月） 

࿴㈡、⫹沢地᪉のᙉ㢼災害に災害救ຓἲが㐺⏝され、⿕災世ᖏに救援金を贈䜛(12月) 

33年   1958   21ྕཬ䜃22ྕྎ㢼の⿕災に対して盛岡地༊ཬ䜃ஂឿ地༊に災害救ຓἲが㐺⏝され、

日赤県支部はሗ道機㛵、岩手県社会⚟♴協議会とと䜒に「Ỉ害⩏援金募集岩手県ጤ

員会」を設⨨して募集(支部ᢅい⩏援金䠑୓෇వ、⩏援ရ1,720Ⅼ) 

盛岡赤十字⑓㝔㝃ᒓ⸭ᕝデ⒪ᡤ開設(６月)  

本社୺催の日赤ዊ௙ᅋ中ኸᣦᑟ⪅ㅮ⩦会をⰼᕳ市ᚿᡞ平において開催(第1ブロック

ྛ支部から43人ཧຍ) 

34年   1959   15ྕྎ㢼の⿕災地への救援のた䜑「⩏援金募集岩手県ጤ員会」を設⨨して募集䚹ឡ▱

県➼に⩏援金ရをศ㓄 

୕陸ᮧཬ䜃田⪁町の㇦雨災害に災害救ຓἲが㐺⏝され、救援ရを㏦付䚹 

イタリ䜰赤十字から贈られた䝋ルフェリーノのグᛕᶞ「⣒ᮡ」の✀Ꮚの㓄ᕸがあり、ᑠᒣⱑ

ᅡでឡ⫱管⌮(62年⌧ᅾ県内には⫱ᡂしてい䛺い) 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴ 9年   1934   岩手支部⑓㝔にஙᗂඣಖ⫱ᡤ(⌧日赤岩手ஙඣ㝔)を開設(日本赤十字社の᭱ึのඣ

❺⚟♴施設) 

10年   1935   本年ᗘ少年赤十字結ᡂ≧ἣ366ᅋయ103,295人 

11年   1936   ⛅田県ᑿཤ沢㖔ᒣ事ᨾに救護⌜をὴ㐵䚹17日㛫救護άື(11月) 

日本赤十字社の社᪨ᬑཬのᫎ⏬開催19かᡤཧほ⪅23,600人 

12年   1937   日⳹事ኚが㉳䛣り、救護άືを開始(７月) 

(50࿘年)        赤十字⑓㝔のᖝຓไが実施され、支部⑓㝔が陸ᾏ㌷のᡓ᫬⾨生業ົをᖝຓ䛩䜛䛣とと

䛺䜛䚹(第1次᫛14.1.10～15.5.15、第2次᫛20.4.20～20.8.30、䛣の㛫の཰ᐜ治⒪ᘏ

42,800人) 

岩手支部⑓㝔┳護፬⳻ᕝ䝝䝒「ナイ䝏ン䝀ール石㯮グᛕ☃」ཷ❶ 

14年   1939   ᯇᑿ㖔ᒣのᆙ道がᔂቯ䚹生ᇙ䜑⪅(246人)の救護のた䜑医⒪⌜(医員３人、┳護፬27

人、書グ１人)をὴ㐵䚹救護ᝈ⪅ᩘᘏ1,397人 

15年   1940   高ᯇᐑẊୗより岩手ಖ⫱ᡤに対して500෇を援ຓ金としてୗ㈷(有ᰨᕝᐑグᛕཌ生資

金) 

16年   1941   青森県୕本ᮌ町の大ⅆに救護⌜をὴ㐵(䠑月) 

第2次世⏺大ᡓが㉳䛣り、救護άື開始(12月) 

18年   1943   支部⑓㝔つ๎ᨵṇにより、岩手支部⑓㝔を盛岡赤十字⑓㝔とᨵ⛠（１月） 

19年   1944   大ᡓ救護に඲ຊをഴὀ䛩䜛た䜑平᫬事業中止 

20年   1945   第2次世⏺大ᡓ⤊䜛(８月) 

第2次世⏺大ᡓの救護本部ᗫ止(11月) 

(日⳹事ኚ(᫛12.７)から大ᡓ⤊結䜎でにὴ㐵した救護⌜I7⌜657人) 

21年   1946   ᘬᥭ⪅救護のた䜑ὴ㐵救護⌜岩手第1⌜を⦅ᡂしᾆ㈡᳨␿ᡤにὴ㐵(5月) 

22年   1947   ⓚྡྷ㝎ୗを日本赤十字社ྡ㄃総⿢に推ᡝ(１月) 

(60࿘年)        日本国᠇ἲ施⾜(䠑月) 

キ䝱サリンྎ㢼によ䜛⿕災地(୍㛵市)に救護⌜をὴ㐵、⿕災⪅救護の⾤㢌募金を実施

(９月) 

盛岡㥐に赤十字䝝ウスを開設し⑓ᙅ䛺᪑⾜⪅➼を救護(９月) 

社員の社㈝年㢠を10෇௨上とᨵṇ(1月) 

社員の社㈝年㢠を30෇௨上とᨵṇ（10月） 

23年   1948   䜰イオンྎ㢼によ䜛⿕災地(Ṛஸ393人、⾜᪉୙明316人、⿕災⪅180,117人、⿕害総㢠

127൨෇వ)に対し、救護⌜９⌜をὴ㐵ᘏ5,983人のᝈ⪅を救護(9月) 

日赤岩手ஙඣ㝔がඣ❺⚟♴ἲにᇶ䛵䛟⚟♴施設としてㄆྍ(11月) 

岩手支部ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦開始 

 

 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴25年   1950   ඹ同募金とศ㞳し赤十字༢⊂で募金㐠ື開始(ⓑい⩚᰿赤十字募金)（5月） 

岩手県と日赤岩手支部ඹ催で㌟య㞀害⪅ᕠ回相ㄯを開始 

┳護፬㣴ᡂᡤを盛岡赤十字┳護学㝔とᨵ⛠(3月)䚹さらに11月盛岡赤十字高➼┳護学

㝔とᨵ⛠ 

27年   1952   「日本赤十字社ἲ」ไ定䚹≉Ṧἲ人と䛺り䛣れをዎ機に募金㐠ືより社員ቑᙉ㐠ືに⛣

⾜（8月） 

「日本赤十字社岩手支部」を「日本赤十字社岩手県支部」とᨵ⛠ 

28年   1953   日本赤十字社「新定Ḱ」ไ定(3月) 

社員の社㈝年㢠を100෇௨上と定Ḱᨵṇ（４月） 

岩手県支部事ົᒁ㛗が第5次ᖐ国⯪興安୸の日本赤十字社代表として஌⯪(ኳὠより

1,192人ᖐ国)(８月) 

日本赤十字社「支部つ๎」ไ定(９月) 

30年   1955   本年ᗘ社員ᩘ128,496人 

本年ᗘ社㈝募集㢠13,233,88I෇ 

本年ᗘᮎ赤十字ዊ௙ᅋの結ᅋ≧ἣ 地域ዊ௙ᅋ143ᅋ12,839人 学生ዊ௙ᅋ１ᅋ50

人 ⫋域ዊ௙ᅋ1ᅋ130人 ィ145ᅋ13,019人 

31年   1956   岩手県支部๰❧70࿘年グᛕ事業として盛岡市大ᚿ田地༊に赤十字ᒣᯘ㐀ᡂ開始 

盛岡赤十字⑓㝔⾑ᾮ㖟⾜を開設し、開ᡤᘧをᣲ⾜(１月) 

ྡ㄃๪総⿢⛛∗ᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞第5回社員大会୪䜃にᚚぶᤵᘧを県බ会ᇽ

において開催(9月) 

社員ไᗘᨵṇ、ἲ人社員を新設（有功❶を金Ⰽ、㖟Ⰽの2✀と䛩䜛)(４月) 

32年   1957   ίἲᑎ町ⅆ災の⿕災16世ᖏに医⒪⌜をὴ㐵(４月) 

（70࿘年）        ྡ㄃๪総⿢⛛∗ᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞ぶᤵᘧを支部において開催（11月） 

࿴㈡、⫹沢地᪉のᙉ㢼災害に災害救ຓἲが㐺⏝され、⿕災世ᖏに救援金を贈䜛(12月) 

33年   1958   21ྕཬ䜃22ྕྎ㢼の⿕災に対して盛岡地༊ཬ䜃ஂឿ地༊に災害救ຓἲが㐺⏝され、

日赤県支部はሗ道機㛵、岩手県社会⚟♴協議会とと䜒に「Ỉ害⩏援金募集岩手県ጤ

員会」を設⨨して募集(支部ᢅい⩏援金䠑୓෇వ、⩏援ရ1,720Ⅼ) 

盛岡赤十字⑓㝔㝃ᒓ⸭ᕝデ⒪ᡤ開設(６月)  

本社୺催の日赤ዊ௙ᅋ中ኸᣦᑟ⪅ㅮ⩦会をⰼᕳ市ᚿᡞ平において開催(第1ブロック

ྛ支部から43人ཧຍ) 

34年   1959   15ྕྎ㢼の⿕災地への救援のた䜑「⩏援金募集岩手県ጤ員会」を設⨨して募集䚹ឡ▱

県➼に⩏援金ရをศ㓄 

୕陸ᮧཬ䜃田⪁町の㇦雨災害に災害救ຓἲが㐺⏝され、救援ရを㏦付䚹 

イタリ䜰赤十字から贈られた䝋ルフェリーノのグᛕᶞ「⣒ᮡ」の✀Ꮚの㓄ᕸがあり、ᑠᒣⱑ

ᅡでឡ⫱管⌮(62年⌧ᅾ県内には⫱ᡂしてい䛺い) 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴35年   1960   䝏リ地㟈ὠἼの⿕害が⏒大䛺䛣とから「⩏援金募集ጤ員会」を設⨨して募集䚹県内እか

らከ大の⩏援金ရが寄䛫られ、㓄ศጤ員会によ䛳て7,545୓෇వ、2୓5༓వಶの㓄ศ

をỴ定し⿕災地に㏦付 

赤十字によ䜛ᅾ日ᮅ㩭人のᖐ㑏業ົが開始され、岩手県支部に⮫᫬ᖐ㑏業ົ岩手県

対⟇本部を設⨨䚹市地༊、町ᮧศ༊に日赤❆ཱྀを設⨨してᖐ㑏業ົにあた䜛䚹第1回

ᖐ㑏30人 

36年   1961   ୕陸ἢᓊ大ⅆᙉ㢼災害によ䜛⿕災⪅(1,008世ᖏ 5,211人 Ṛ⪅5人)に救護⌜(８⌜ᘏ

169人 ྲྀᢅいᝈ⪅2,300వ人)をὴ㐵した䜋か、「⩏援金募集岩手県ጤ員会」を設⨨し

て募集(⩏援金2,104୓෇వ、⩏援ရ7,718ಶ)(5月) 

日赤、㒑ᨻ┬、NHKඹ催によ䜛NHKኟᏘ⛣ື相ㄯ(医⒪➼)をᒣ田町において実施(8月) 

37年   1962   第1回赤十字ዊ௙ᅋཬ䜃青少年赤十字大会を盛岡市ୗノᶫ中学ᰯにおいて開催䚹 

ཧຍ⪅200人(5月) 

38年   1963   盛岡赤十字⑓㝔第1ᮇᨵ⠏ᕤ事᏶ᡂ(1月) 

国㝿赤十字ⓒ࿘年グᛕ岩手県大会を県බ会ᇽにおいて開催（10月） 

ᅾ日ᮅ㩭人のᖐ㑏業ົを日赤༢⊂で実施䚹38年のᖐ㑏⪅11人 ⣼ィ124世ᖏ494人 

39年   1964   ᮾிオリン䝢ック県内⪷ⅆリレーに救護⌜をὴ㐵 

協㈶ጤ員ไᗘの඘実をᅗ䜛た䜑、社業推進地༊として5町ᮧศ༊をᣦ定 

「岩手県献⾑推進協議会」設⨨（11月） 

40年   1965   「岩手県赤十字⾑ᾮセンター」開ᡤ(3月) 

ྡ㄃๪総⿢高ᯇᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞有功❶ᚚぶᤵᘧ୪䜃に社員大会を県බ会

ᇽにおいて開催(９月) 

本年ᗘ社員ᩘ192,025人 

本年ᗘ社㈝募集総㢠28,349,416෇ 

本年ᗘ献⾑⪅4,105人 

41年   1966   県北・ἢᓊ㇦雨災害発生䚹ஂឿ市に救護⌜をὴ㐵䚹県内እから⩏援金ရの㏦付䚹 

地域代表協㈶ጤ員◊✲会を４地域で開催(ึ年ᗘ) 

42年   1967   岩手県献⾑推進員ไᗘ発㊊䚹県内15ಖ೺ᡤに㥔ᅾ(９月) 

(80࿘年)        盛岡赤十字⑓㝔第2ᮇ⑓Ჷᨵ⠏ᕤ事᏶ᡂ(12月) 

釜石地༊にỈ上安඲ዊ௙ᅋ(25人)結ᡂ 

43年   1968   岩手県赤十字会㤋新⠏ⴠᡂ(㕲➽コンクリート㐀4㝵ᘓᘏ2,643䟝支部事ົᒁ、⾑ᾮセ

ンターཬ䜃ஙඣ㝔)(1月)  

盛岡赤十字高➼┳護学㝔新⠏ⴠᡂ(㕲➽コンクート㐀4㝵ᘓ1,554䟝)(1月) 

赤十字会㤋、高➼┳護学㝔ཬ䜃赤十字⑓㝔第2ᮇᕤ事の᏶ᡂを⚃してⴠᡂᘧをᣲ⾜(７月) 

 

 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴44年   1969   ྡ㄃๪総⿢⛛∗ᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞、岩手県赤十字社員大会を県බ会ᇽにおい

て開催䚹ཧຍ⣙1,000人(10月) 

ᒣᙧ、大㔝୧ᮧのᯘ㔝ⅆ災の⿕災地に救護員をὴ㐵し、⩏援金ရを贈䜛 

45年   1970   岩手䜰䝬䝏䝳䜰↓⥺クラブに赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(ᅋ員208人) 

46年   1971   社員の社㈝㢠を300෇௨上と定Ḱᨵṇ(5か年㛫の⤒㐣ᥐ⨨を設䛡䜛)（４月） 

㞸石町上✵にお䛡䜛඲日✵機ቒⴠ事ᨾにあたり、赤十字⑓㝔医ᖌ、┳護፬によ䜛Ṛయ

ฎ⌮స業⌜(４⌜72人)をὴ㐵䚹䜰䝬䝏䝳䜰↓⥺クラブ赤十字ዊ௙ᅋは᝟ሗ㏻ಙ連⤡➼

で救援άື(７月) 

北ᮅ㩭ᖐ㑏援ຓ䚹第6次ᖐ㑏⯪で䛩䜉てのᖐ㑏業ົ⤊஢ 

47年   1972   ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦会に第3部(⪁人┳護)を新設 

本県ึの有功会結ᡂ(㒔༡ᮧศ༊) 

48年   1973   青少年赤十字岩手県大会を県බ会ᇽにおいて開催䚹ཧຍ⪅800人（10月） 

࿴㈡地᪉㇦㞷⿕災地に඲国から㣗ᩱရの援ຓ 

49年   1974   ୺せ国道事ᨾከ発地ᖏに「交㏻事ᨾ救ᛴ連⤡ᡤ」を4䜹年ィ⏬で設⨨(62䜹ᡤの䛖䛱ึ

年ᗘ15䜹ᡤ䛋 

50年   1975   本年ᗘ社員ᩘ216,020人 

本年ᗘ社㈝募集㢠81,460,873෇ 

本年ᗘ献⾑⪅46,629人 

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ7ᅋ689人 

本年ᗘ青少年赤十字ຍ┕ᰯ64ᰯ13,998人 

51年   1976   中国からỌஂᖐ国⪅に対䛩䜛日本ㄒ⩦ᚓのた䜑のㅮᖌὴ㐵➼の事業を県のጤクで本

年ᗘから実施(本年3世ᖏ) 

盛岡赤十字高➼┳護学㝔が┳護ᑓ㛛ㄢ⛬の設⨨ㄆྍをཷ䛡、盛岡赤十字┳護ᑓ㛛

学ᰯとᨵ⛠(４月) 

㐲㔝市地༊有功会結ᡂ（４月） 

52年   1977   日本赤十字社新社ᒇⴠᡂ(４月) 

(90࿘年)        日本赤十字社๰❧100࿘年グᛕ事業を実施 

1.日赤100࿘年グᛕᗙㄯ会を岩手日ሗ社とඹ催で開催(４月) 

2.赤十字事業に䛴いてのྐ実、⌧ἣ➼を཰㘓した日赤100࿘年グᛕ≉集ྕの発⾜(䠑月) 

3.赤十字「岩手の䛴䛹い」開催䚹ཧຍ400వ人(䠑月)                       

53年   1978   献⾑予⣙Ⓩ㘓（⌧献⾑Ⓩ㘓）ไᗘ発㊊（７月） 

ᐑᇛ県Ἀ地㟈により௝ྎ赤十字⑓㝔の⤥㣗設ഛが⿕害をཷ䛡、岩手県支部は救援㌴ 

により䝟ン（390㣗）∵ங（300本）を㍺㏦して救援 

୺せスキーሙにスノー䝪ー䝗を㓄⨨（ึ年ᗘ６ྎ） 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴35年   1960   䝏リ地㟈ὠἼの⿕害が⏒大䛺䛣とから「⩏援金募集ጤ員会」を設⨨して募集䚹県内እか

らከ大の⩏援金ရが寄䛫られ、㓄ศጤ員会によ䛳て7,545୓෇వ、2୓5༓వಶの㓄ศ

をỴ定し⿕災地に㏦付 

赤十字によ䜛ᅾ日ᮅ㩭人のᖐ㑏業ົが開始され、岩手県支部に⮫᫬ᖐ㑏業ົ岩手県

対⟇本部を設⨨䚹市地༊、町ᮧศ༊に日赤❆ཱྀを設⨨してᖐ㑏業ົにあた䜛䚹第1回

ᖐ㑏30人 

36年   1961   ୕陸ἢᓊ大ⅆᙉ㢼災害によ䜛⿕災⪅(1,008世ᖏ 5,211人 Ṛ⪅5人)に救護⌜(８⌜ᘏ

169人 ྲྀᢅいᝈ⪅2,300వ人)をὴ㐵した䜋か、「⩏援金募集岩手県ጤ員会」を設⨨し

て募集(⩏援金2,104୓෇వ、⩏援ရ7,718ಶ)(5月) 

日赤、㒑ᨻ┬、NHKඹ催によ䜛NHKኟᏘ⛣ື相ㄯ(医⒪➼)をᒣ田町において実施(8月) 

37年   1962   第1回赤十字ዊ௙ᅋཬ䜃青少年赤十字大会を盛岡市ୗノᶫ中学ᰯにおいて開催䚹 

ཧຍ⪅200人(5月) 

38年   1963   盛岡赤十字⑓㝔第1ᮇᨵ⠏ᕤ事᏶ᡂ(1月) 

国㝿赤十字ⓒ࿘年グᛕ岩手県大会を県බ会ᇽにおいて開催（10月） 

ᅾ日ᮅ㩭人のᖐ㑏業ົを日赤༢⊂で実施䚹38年のᖐ㑏⪅11人 ⣼ィ124世ᖏ494人 

39年   1964   ᮾிオリン䝢ック県内⪷ⅆリレーに救護⌜をὴ㐵 

協㈶ጤ員ไᗘの඘実をᅗ䜛た䜑、社業推進地༊として5町ᮧศ༊をᣦ定 

「岩手県献⾑推進協議会」設⨨（11月） 

40年   1965   「岩手県赤十字⾑ᾮセンター」開ᡤ(3月) 

ྡ㄃๪総⿢高ᯇᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞有功❶ᚚぶᤵᘧ୪䜃に社員大会を県බ会

ᇽにおいて開催(９月) 

本年ᗘ社員ᩘ192,025人 

本年ᗘ社㈝募集総㢠28,349,416෇ 

本年ᗘ献⾑⪅4,105人 

41年   1966   県北・ἢᓊ㇦雨災害発生䚹ஂឿ市に救護⌜をὴ㐵䚹県内እから⩏援金ရの㏦付䚹 

地域代表協㈶ጤ員◊✲会を４地域で開催(ึ年ᗘ) 

42年   1967   岩手県献⾑推進員ไᗘ発㊊䚹県内15ಖ೺ᡤに㥔ᅾ(９月) 

(80࿘年)        盛岡赤十字⑓㝔第2ᮇ⑓Ჷᨵ⠏ᕤ事᏶ᡂ(12月) 

釜石地༊にỈ上安඲ዊ௙ᅋ(25人)結ᡂ 

43年   1968   岩手県赤十字会㤋新⠏ⴠᡂ(㕲➽コンクリート㐀4㝵ᘓᘏ2,643䟝支部事ົᒁ、⾑ᾮセ

ンターཬ䜃ஙඣ㝔)(1月)  

盛岡赤十字高➼┳護学㝔新⠏ⴠᡂ(㕲➽コンクート㐀4㝵ᘓ1,554䟝)(1月) 

赤十字会㤋、高➼┳護学㝔ཬ䜃赤十字⑓㝔第2ᮇᕤ事の᏶ᡂを⚃してⴠᡂᘧをᣲ⾜(７月) 

 

 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

᫛࿴44年   1969   ྡ㄃๪総⿢⛛∗ᐑድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞、岩手県赤十字社員大会を県බ会ᇽにおい

て開催䚹ཧຍ⣙1,000人(10月) 

ᒣᙧ、大㔝୧ᮧのᯘ㔝ⅆ災の⿕災地に救護員をὴ㐵し、⩏援金ရを贈䜛 

45年   1970   岩手䜰䝬䝏䝳䜰↓⥺クラブに赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(ᅋ員208人) 

46年   1971   社員の社㈝㢠を300෇௨上と定Ḱᨵṇ(5か年㛫の⤒㐣ᥐ⨨を設䛡䜛)（４月） 

㞸石町上✵にお䛡䜛඲日✵機ቒⴠ事ᨾにあたり、赤十字⑓㝔医ᖌ、┳護፬によ䜛Ṛయ

ฎ⌮స業⌜(４⌜72人)をὴ㐵䚹䜰䝬䝏䝳䜰↓⥺クラブ赤十字ዊ௙ᅋは᝟ሗ㏻ಙ連⤡➼

で救援άື(７月) 

北ᮅ㩭ᖐ㑏援ຓ䚹第6次ᖐ㑏⯪で䛩䜉てのᖐ㑏業ົ⤊஢ 

47年   1972   ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦会に第3部(⪁人┳護)を新設 

本県ึの有功会結ᡂ(㒔༡ᮧศ༊) 

48年   1973   青少年赤十字岩手県大会を県බ会ᇽにおいて開催䚹ཧຍ⪅800人（10月） 

࿴㈡地᪉㇦㞷⿕災地に඲国から㣗ᩱရの援ຓ 

49年   1974   ୺せ国道事ᨾከ発地ᖏに「交㏻事ᨾ救ᛴ連⤡ᡤ」を4䜹年ィ⏬で設⨨(62䜹ᡤの䛖䛱ึ

年ᗘ15䜹ᡤ䛋 

50年   1975   本年ᗘ社員ᩘ216,020人 

本年ᗘ社㈝募集㢠81,460,873෇ 

本年ᗘ献⾑⪅46,629人 

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ7ᅋ689人 

本年ᗘ青少年赤十字ຍ┕ᰯ64ᰯ13,998人 

51年   1976   中国からỌஂᖐ国⪅に対䛩䜛日本ㄒ⩦ᚓのた䜑のㅮᖌὴ㐵➼の事業を県のጤクで本

年ᗘから実施(本年3世ᖏ) 

盛岡赤十字高➼┳護学㝔が┳護ᑓ㛛ㄢ⛬の設⨨ㄆྍをཷ䛡、盛岡赤十字┳護ᑓ㛛

学ᰯとᨵ⛠(４月) 

㐲㔝市地༊有功会結ᡂ（４月） 

52年   1977   日本赤十字社新社ᒇⴠᡂ(４月) 

(90࿘年)        日本赤十字社๰❧100࿘年グᛕ事業を実施 

1.日赤100࿘年グᛕᗙㄯ会を岩手日ሗ社とඹ催で開催(４月) 

2.赤十字事業に䛴いてのྐ実、⌧ἣ➼を཰㘓した日赤100࿘年グᛕ≉集ྕの発⾜(䠑月) 

3.赤十字「岩手の䛴䛹い」開催䚹ཧຍ400వ人(䠑月)                       

53年   1978   献⾑予⣙Ⓩ㘓（⌧献⾑Ⓩ㘓）ไᗘ発㊊（７月） 

ᐑᇛ県Ἀ地㟈により௝ྎ赤十字⑓㝔の⤥㣗設ഛが⿕害をཷ䛡、岩手県支部は救援㌴ 

により䝟ン（390㣗）∵ங（300本）を㍺㏦して救援 

୺せスキーሙにスノー䝪ー䝗を㓄⨨（ึ年ᗘ６ྎ） 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

   1979   Ỉ沢市地༊有功会結ᡂ(3月) 

≉ู㣴護⪁人䝩ー䝮「日赤㭬㬆Ⲯ」開設(㕲➽コンクリート㐀平ᒇᘓ2,314䟝ᕤ事㈝   

4൨2,800୓෇వ、ධᡤ定員80人䛋(䠑月) 

55年   1980   北上市地༊有功会結ᡂ(2月) ⣸Ἴ町同(６月) 

日赤救援㌴を３市地༊に㓄⨨(４䜹年ィ⏬で඲13市地༊に㓄⨨䛩䜛ィ⏬) 

救護⏝ኳᖥを20町ᮧศ༊に㓄⨨(３䜹年ィ⏬で඲13市地༊、62町ᮧศ༊に㓄⨨䛩䜛ィ

⏬） 

ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦にᗂඣᐙᗞ┳護ἲが㏣ຍ 

56年   1981   ྎ㢼15ྕ本県⦪᩿䚹⿕災⪅に本社を⤒て⩏援金の寄クがあり、㐲㔝市䜋か４地༊に㓄 

               ศ 

盛岡赤十字⑓㝔⛣㌿⏝地の኎㈙ዎ⣙締結 

57年   1982   「ឡの⾑ᾮຓ䛡合い㐠ື月㛫」に県༡地༊を対象として献⾑キ䝱ラバン㝲によ䜛PR実施

(７月) 

岩手県R䡄(୍)཭の会連合会結ᡂ䚹会員600人 

58年   1983   国㝿赤十字๰設120࿘年୪䜃にNHKテレ䝡ᨺ㏦30࿘年にあたり、NHKと日本赤十字社

で「ᾏእた䛩䛡あい」を実施(2月) 

フェーン⌧象の䜒とでᯘ㔝➼のⅆ災が県内ྛ地に発生(４月)䚹⿕害⏒大䛺ஂឿ市に医

⒪救護⌜(７人)のὴ㐵୪䜃に救援物資㓄ᕸ(1,000人ศ)の䜋か⩏援金ရの募集

(18,243,000෇、40,400ಶ) 

59年   1984   陸前高田市ⱁ⬟ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

Ụ่市地域ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月) 

す☬஭地༊有功会結ᡂ(４月) 

北部３県支部災害救護訓練䚹ཧຍ⪅450人(䛖䛱ዊ௙ᅋ250人)（10月） 

ᮾ☬஭地༊有功会結ᡂ(11月) 

「NHKᾏእた䛩䛡あい」キ䝱ン䝨ーンをṓᮎた䛩䛡あいと同᫬にึ䜑て実施(12月) 

60年   1985   県総合防災訓練にⰼᕳ市赤十字ዊ௙ᅋ㠀ᖖ⅕䛝出し訓練にึ䜑てཧຍ（８月） 

災害⏝⛣ື⅕㣤ჾを地༊ศ༊に㓄⨨開始 

▮ᕵ町、大ᮾ町、⣸Ἴ町、ᐊ᰿ᮧの４地域ዊ௙ᅋ結ᡂ 

஧ᡞ地༊有功会結ᡂ（10月） 

本年ᗘ社員ᩘ 303,958人 

本年ᗘ社㈝募集㢠 178,721,869෇ 

本年ᗘ有功会結ᡂ≧ἣ ９有功会 457人 

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ 28ᅋ 1,082人 

本年ᗘ青少年赤十字ຍ┕ᰯ 116ᰯ 33,443人 

本年ᗘ献⾑⪅ 95,143人 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏                           

᫛࿴61年   1986   社員の社㈝年㢠を500෇௨上と定Ḱᨵṇ(３䞃年㛫の⤒㐣ᥐ⨨を設䛡䜛)(４月) 

ⰼᕳ地༊有功会結ᡂ(3月) 

盛岡赤十字⑓㝔⛣㌿ᕤ事╔ᕤ(3月) 

岩手県機ᵓᨵ㠉に㛵連し、日赤㒆地༊のྡ⛠ཬ䜃ᡤ管༊域ኚ᭦(４月) 

ᐑྂ地༊有功会結ᡂ(８月) 

陸前高田市、北上市に地域ዊ௙ᅋ結ᡂ 

62年   1987   陸前高田市地༊有功会結ᡂ(1月) 

(100࿘年)         赤十字フェスティバル開催(5月) 

盛岡市地༊有功会結ᡂ（10月） 

Ỉ沢地༊有功会結ᡂ（11月） 

盛岡赤十字⑓㝔、盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯཬ䜃災害救援センター新⠏ⴠᡂ（11月） 

（⑓㝔) 㕲➽コンクリート5㝵 ᘏ29,244䟝 61൨෇ 

(学ᰯ) 㕲➽コンクリート2㝵 1,998䟝 3൨2,000୓෇ 

(センター) 㕲➽平ᒇᘓ 569䟝 3,000୓෇ 

ᩜ地90,573䟝 

63年   1988   岩手県支部有功会連合会結ᡂ(３月) 

ྡ㄃๪総⿢୕➟ᐑᐶோぶ⋤ድẊୗの䛤⮫ᖍを௮䛞支部๰❧100࿘年グᛕ岩手県赤十

字大会を岩手県民会㤋において開催䚹ཧຍ⪅⣙2,000人 

支部事ົᒁ⤌⧊ᨵṇ（総ົㄢ、᣺興ㄢ、事業ㄢ)(７月) 

大⯪Ώ市地༊有功会結ᡂ（10月） 

盛岡市大㏻りに⾑ᾮセンター献⾑ルー䝮開設(11月) 

㐲㔝市赤十字ዊ௙ᅋ(３月) 住田町䜰䝬↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(８月) 

平ᡂඖ年   1989   ⓚྡྷ㝎ୗをྡ㄃総⿢に推ᡝ(1月) 

ⰼᕳ市地༊有功会結ᡂ(３月) 

ᮾᒣ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(３月) 

赤十字フェスティバル開催（䠑月） 

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧10࿘年グᛕᘧᣲ⾜（９月） 

２年    1990   北上地༊有功会結ᡂ（１月） 

Ụ่市地༊有功会結ᡂ（３月） 

日赤㭬㬆Ⲯ⪁人▷ᮇಖ護施設ᘓ設 

岩泉町赤十字ዊ௙ᅋ（2月)、Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋ(3月)結ᡂ 

⾑ᾮセンター⛣㌿新⠏ᕤ事╔ᕤ(７月) 

北部3県支部合同災害救護訓練䚹ཧຍ⪅700人（10月） 

ྎ㢼によ䜛⿕害⏒大(9月18ྕ 11月28ྕ)救援物資➼の救援άື 

ஂឿ地༊有功会結ᡂ(11月) 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

   1979   Ỉ沢市地༊有功会結ᡂ(3月) 

≉ู㣴護⪁人䝩ー䝮「日赤㭬㬆Ⲯ」開設(㕲➽コンクリート㐀平ᒇᘓ2,314䟝ᕤ事㈝   

4൨2,800୓෇వ、ධᡤ定員80人䛋(䠑月) 

55年   1980   北上市地༊有功会結ᡂ(2月) ⣸Ἴ町同(６月) 

日赤救援㌴を３市地༊に㓄⨨(４䜹年ィ⏬で඲13市地༊に㓄⨨䛩䜛ィ⏬) 

救護⏝ኳᖥを20町ᮧศ༊に㓄⨨(３䜹年ィ⏬で඲13市地༊、62町ᮧศ༊に㓄⨨䛩䜛ィ

⏬） 

ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦にᗂඣᐙᗞ┳護ἲが㏣ຍ 

56年   1981   ྎ㢼15ྕ本県⦪᩿䚹⿕災⪅に本社を⤒て⩏援金の寄クがあり、㐲㔝市䜋か４地༊に㓄 

               ศ 

盛岡赤十字⑓㝔⛣㌿⏝地の኎㈙ዎ⣙締結 

57年   1982   「ឡの⾑ᾮຓ䛡合い㐠ື月㛫」に県༡地༊を対象として献⾑キ䝱ラバン㝲によ䜛PR実施

(７月) 

岩手県R䡄(୍)཭の会連合会結ᡂ䚹会員600人 

58年   1983   国㝿赤十字๰設120࿘年୪䜃にNHKテレ䝡ᨺ㏦30࿘年にあたり、NHKと日本赤十字社

で「ᾏእた䛩䛡あい」を実施(2月) 

フェーン⌧象の䜒とでᯘ㔝➼のⅆ災が県内ྛ地に発生(４月)䚹⿕害⏒大䛺ஂឿ市に医

⒪救護⌜(７人)のὴ㐵୪䜃に救援物資㓄ᕸ(1,000人ศ)の䜋か⩏援金ရの募集

(18,243,000෇、40,400ಶ) 

59年   1984   陸前高田市ⱁ⬟ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

Ụ่市地域ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月) 

す☬஭地༊有功会結ᡂ(４月) 

北部３県支部災害救護訓練䚹ཧຍ⪅450人(䛖䛱ዊ௙ᅋ250人)（10月） 

ᮾ☬஭地༊有功会結ᡂ(11月) 

「NHKᾏእた䛩䛡あい」キ䝱ン䝨ーンをṓᮎた䛩䛡あいと同᫬にึ䜑て実施(12月) 

60年   1985   県総合防災訓練にⰼᕳ市赤十字ዊ௙ᅋ㠀ᖖ⅕䛝出し訓練にึ䜑てཧຍ（８月） 

災害⏝⛣ື⅕㣤ჾを地༊ศ༊に㓄⨨開始 

▮ᕵ町、大ᮾ町、⣸Ἴ町、ᐊ᰿ᮧの４地域ዊ௙ᅋ結ᡂ 

஧ᡞ地༊有功会結ᡂ（10月） 

本年ᗘ社員ᩘ 303,958人 

本年ᗘ社㈝募集㢠 178,721,869෇ 

本年ᗘ有功会結ᡂ≧ἣ ９有功会 457人 

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ 28ᅋ 1,082人 

本年ᗘ青少年赤十字ຍ┕ᰯ 116ᰯ 33,443人 

本年ᗘ献⾑⪅ 95,143人 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏                           

᫛࿴61年   1986   社員の社㈝年㢠を500෇௨上と定Ḱᨵṇ(３䞃年㛫の⤒㐣ᥐ⨨を設䛡䜛)(４月) 

ⰼᕳ地༊有功会結ᡂ(3月) 

盛岡赤十字⑓㝔⛣㌿ᕤ事╔ᕤ(3月) 

岩手県機ᵓᨵ㠉に㛵連し、日赤㒆地༊のྡ⛠ཬ䜃ᡤ管༊域ኚ᭦(４月) 

ᐑྂ地༊有功会結ᡂ(８月) 

陸前高田市、北上市に地域ዊ௙ᅋ結ᡂ 

62年   1987   陸前高田市地༊有功会結ᡂ(1月) 

(100࿘年)         赤十字フェスティバル開催(5月) 

盛岡市地༊有功会結ᡂ（10月） 

Ỉ沢地༊有功会結ᡂ（11月） 

盛岡赤十字⑓㝔、盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯཬ䜃災害救援センター新⠏ⴠᡂ（11月） 

（⑓㝔) 㕲➽コンクリート5㝵 ᘏ29,244䟝 61൨෇ 

(学ᰯ) 㕲➽コンクリート2㝵 1,998䟝 3൨2,000୓෇ 

(センター) 㕲➽平ᒇᘓ 569䟝 3,000୓෇ 

ᩜ地90,573䟝 

63年   1988   岩手県支部有功会連合会結ᡂ(３月) 

ྡ㄃๪総⿢୕➟ᐑᐶோぶ⋤ድẊୗの䛤⮫ᖍを௮䛞支部๰❧100࿘年グᛕ岩手県赤十

字大会を岩手県民会㤋において開催䚹ཧຍ⪅⣙2,000人 

支部事ົᒁ⤌⧊ᨵṇ（総ົㄢ、᣺興ㄢ、事業ㄢ)(７月) 

大⯪Ώ市地༊有功会結ᡂ（10月） 

盛岡市大㏻りに⾑ᾮセンター献⾑ルー䝮開設(11月) 

㐲㔝市赤十字ዊ௙ᅋ(３月) 住田町䜰䝬↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(８月) 

平ᡂඖ年   1989   ⓚྡྷ㝎ୗをྡ㄃総⿢に推ᡝ(1月) 

ⰼᕳ市地༊有功会結ᡂ(３月) 

ᮾᒣ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(３月) 

赤十字フェスティバル開催（䠑月） 

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧10࿘年グᛕᘧᣲ⾜（９月） 

２年    1990   北上地༊有功会結ᡂ（１月） 

Ụ่市地༊有功会結ᡂ（３月） 

日赤㭬㬆Ⲯ⪁人▷ᮇಖ護施設ᘓ設 

岩泉町赤十字ዊ௙ᅋ（2月)、Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋ(3月)結ᡂ 

⾑ᾮセンター⛣㌿新⠏ᕤ事╔ᕤ(７月) 

北部3県支部合同災害救護訓練䚹ཧຍ⪅700人（10月） 

ྎ㢼によ䜛⿕害⏒大(9月18ྕ 11月28ྕ)救援物資➼の救援άື 

ஂឿ地༊有功会結ᡂ(11月) 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ３年   1991   田㔝⏿ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

ⴱᕳ町ศ༊有功会結ᡂ(3月) 

北上市地༊、࿴㈡町ศ༊、Ụ㔮Ꮚᮧศ༊合ే(４月) 

中ᮧ┤支部㛗㏥௵（４月）、ᕤ⸨ᕘ支部㛗ᑵ௵(5月) 

㞸石町ศ༊有功会結ᡂ(5月) 

赤十字フェ䜰大⯪Ώ市においてึ䜑ての地᪉開催(5月) 

新北上市地༊有功会結ᡂ総会(７月) 

⾑ᾮセンター新⠏ⴠᡂ(７月)䚹㕲➽コンクリート㐀5㝵 ᘏ4,495.09䟝 10൨5༓୓෇వ 

赤十字会㤋ᨵ⿦ᡂ䜛(12月) 

４年   1992   ஑ᡞᮧ赤十字ዊ௙ᅋ、୍ᡞ町䜰䝬䝏䝳䜰↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

ίἲᑎ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月) 

盛岡市地༊と㒔༡ᮧศ༊合ే(４月) 

盛岡市地༊有功会と㒔༡ᮧศ༊有功会合ే(４月) 

盛岡赤十字⑓㝔デ⒪Ჷቑ⠏(リ䝝䝡リ、㏱ᯒ)(４月) 

盛岡赤十字⑓㝔が社ᅋἲ人日本⑓㝔ᘓ⠏協会୺催第1回⑓㝔ᘓ⠏㈹ཷ㈹(４月) 

支部が㞸石町からཷクし、デイサー䝡ス事業(D型)開始(７月) 

஧ᡞ市赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(７月) 

「'92赤十字フェ䜰」஧ᡞ市で開催（10月） 

大㡑赤十字代表ᅋが᮶県（11月） 

盛岡赤十字⑓㝔平ᡂ4年ᗘ㒔市ᬒほ㈹ཷ㈹（11月） 

䠑年  1993    '93䜰ル䝨ンスキー世⏺㑅手ᶒに✚ᴟ支援 

(救護、㏻ヂ、᪝㛛審ุ、医⒪セット㓄ഛ)(2月3日～4日) 

大⯪Ώ地༊有功会結ᡂ(3月) 

金䜿ᓮ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

支部事ົᒁ⤌⧊5年䜆りにᨵṇ(4月) 

支部ึの献⾑功ປ・金Ⰽ功ປᴙ表❶⪅ㄌ生(献⾑350回)(４月) 

「'93赤十字フェ䜰」(୍㛵市)(5月日) 

第29回献⾑㐠ື推進඲国大会に඲国から2,000ྡཧຍ䚹ᡂ功⿹に⤊஢(7月) 

ⓚኴᏊ、同ድ୧Ẋୗ岩手県⾑ᾮセンター、盛岡赤十字⑓㝔䛤どᐹ(7月) 

北ᾏ道༡すἈ地㟈(7月12日地㟈発生)⿕災⪅救援に盛岡赤十字⑓㝔の医ᖌ、┳護፬

ཬ䜃支部⫋員を救護⌜としてὴ㐵䚹⩏援金1൨2ⓒ୓෇వ集䜎䜛 

支部がデイサー䝡スセンター(㞸石町)の⤒Ⴀをཷクし、地域との連携大䛝䛟前進(ᕤ事╔

ᕤ8月、᏶ᡂ12月、業ົ開始６年２月) 

 

 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ 䠑年   1993  北ᾏ道༡すἈ地㟈⿕災⪅に対䛩䜛ぢ⯙金贈࿊ᘧ(ලᚿሀ⏝高Ặからᕤ⸨支部㛗に) 

(10月) 

献⾑ルー䝮「䝯ルシー」開設5࿘年(୍日ᡤ㛗にグレートサス䜿を㏄䛘䜛)(11月4┠) 

䝛䝟ール⤥Ỉ事業の⌧地☜ㄆと࿘㎶赤十字のどᐹ◊ಟに支部⫋員ὴ㐵(12月13日～

25日) 

6年   1994   献⾑ルー䝮70,000人㐩ᡂ(１月７日) 

༓ཕ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

✀市町赤十字ዊ௙ᅋ、㔝田ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

支部ཷクの㞸石町デイサー䝡スセンター(B型)᏶ᡂし、事業開始(4月1日) 

盛岡赤十字⑓㝔デ⒪Ჷቑ⠏ᕤ事᏶஢(4月30日) 

世⏺赤十字デー⸽生ἲᬑཬ඲国⤫୍イ䝧ント(盛岡市)(5月8日) 

「'94赤十字フェ䜰」(北上市)(5月) 

⾑ᾮ事業඲国⤫୍システ䝮ᑟධ(6月) 

本社୺催青少年赤十字䝛䝟ールὴ㐵事業に඲国10人の１人として岩手ዪᏊ高生が㑅

出され䜛(8月3日～17日) 

献⾑ルー䝮ᡂศ献⾑の日キ䝱ン䝨ーンにᇛ༡ᑠ学ᰯ生(JRC)が୍日ᡤ㛗（9月) 

ᐑᇛ県㇦雨災害に㝿し、救援物資(ẟᕸ1,000ᯛ、日⏝ရセット500ಶ)贈䜛(9月) 

北部3県支部合同災害救護訓練(青森)䛊9月) 

第3回඲国䝪ランティ䜰フェスティバル岩手(10月) 

୕陸は䜛かἈ地㟈発生(䝬グニ䝏䝳ー䝗7.5 㟈ᗘඵᡞ6、盛岡、青森5)(12月28日) 

７年    1995   ୕陸は䜛かἈ地㟈⩏援金募集開始(1月4日) 

රᗜ県༡部地㟈災害(㜰⚄・ῐ㊰大㟈災)発生䚹┤䛱に⩏援金募集開始(1月17日) 

රᗜ県༡部地㟈災害⿕害⪅救援として支部⫋員2ྡὴ㐵(1月21日～1月27日) 

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第1㝕（8ྡ）⌧地ὴ㐵(1月28日～2月4日) 

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第2㝕(5ྡ)⌧地ὴ㐵(2月17日～2月21日) 

㞸石町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

ᕝᓮᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

釜石地༊大槌町ศ༊有功会結ᡂ(3月) 

有功❶社員❶➼贈୚つ๎の୍部ᨵṇ(4月) 

支部ཷク㞸石町ᅾᏯ௓護支援センター事業開始(4月) 

盛岡赤十字⑓㝔開㝔75࿘年グᛕᘧ඾(4月) 

日本赤十字社岩手県支部ᕤ⸨ᕘ支部㛗㏥௵(4月28日) 

日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部㛗ᑵ௵(4月29日) 

世⏺赤十字デー࿘▱キ䝱ン䝨ーンの୍⎔として℩ᡞ内ᐢ⫈Ặのㅮ演会開催（5月） 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ３年   1991   田㔝⏿ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

ⴱᕳ町ศ༊有功会結ᡂ(3月) 

北上市地༊、࿴㈡町ศ༊、Ụ㔮Ꮚᮧศ༊合ే(４月) 

中ᮧ┤支部㛗㏥௵（４月）、ᕤ⸨ᕘ支部㛗ᑵ௵(5月) 

㞸石町ศ༊有功会結ᡂ(5月) 

赤十字フェ䜰大⯪Ώ市においてึ䜑ての地᪉開催(5月) 

新北上市地༊有功会結ᡂ総会(７月) 

⾑ᾮセンター新⠏ⴠᡂ(７月)䚹㕲➽コンクリート㐀5㝵 ᘏ4,495.09䟝 10൨5༓୓෇వ 

赤十字会㤋ᨵ⿦ᡂ䜛(12月) 

４年   1992   ஑ᡞᮧ赤十字ዊ௙ᅋ、୍ᡞ町䜰䝬䝏䝳䜰↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

ίἲᑎ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月) 

盛岡市地༊と㒔༡ᮧศ༊合ే(４月) 

盛岡市地༊有功会と㒔༡ᮧศ༊有功会合ే(４月) 

盛岡赤十字⑓㝔デ⒪Ჷቑ⠏(リ䝝䝡リ、㏱ᯒ)(４月) 

盛岡赤十字⑓㝔が社ᅋἲ人日本⑓㝔ᘓ⠏協会୺催第1回⑓㝔ᘓ⠏㈹ཷ㈹(４月) 

支部が㞸石町からཷクし、デイサー䝡ス事業(D型)開始(７月) 

஧ᡞ市赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(７月) 

「'92赤十字フェ䜰」஧ᡞ市で開催（10月） 

大㡑赤十字代表ᅋが᮶県（11月） 

盛岡赤十字⑓㝔平ᡂ4年ᗘ㒔市ᬒほ㈹ཷ㈹（11月） 

䠑年  1993    '93䜰ル䝨ンスキー世⏺㑅手ᶒに✚ᴟ支援 

(救護、㏻ヂ、᪝㛛審ุ、医⒪セット㓄ഛ)(2月3日～4日) 

大⯪Ώ地༊有功会結ᡂ(3月) 

金䜿ᓮ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

支部事ົᒁ⤌⧊5年䜆りにᨵṇ(4月) 

支部ึの献⾑功ປ・金Ⰽ功ປᴙ表❶⪅ㄌ生(献⾑350回)(４月) 

「'93赤十字フェ䜰」(୍㛵市)(5月日) 

第29回献⾑㐠ື推進඲国大会に඲国から2,000ྡཧຍ䚹ᡂ功⿹に⤊஢(7月) 

ⓚኴᏊ、同ድ୧Ẋୗ岩手県⾑ᾮセンター、盛岡赤十字⑓㝔䛤どᐹ(7月) 

北ᾏ道༡すἈ地㟈(7月12日地㟈発生)⿕災⪅救援に盛岡赤十字⑓㝔の医ᖌ、┳護፬

ཬ䜃支部⫋員を救護⌜としてὴ㐵䚹⩏援金1൨2ⓒ୓෇వ集䜎䜛 

支部がデイサー䝡スセンター(㞸石町)の⤒Ⴀをཷクし、地域との連携大䛝䛟前進(ᕤ事╔

ᕤ8月、᏶ᡂ12月、業ົ開始６年２月) 

 

 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ 䠑年   1993  北ᾏ道༡すἈ地㟈⿕災⪅に対䛩䜛ぢ⯙金贈࿊ᘧ(ලᚿሀ⏝高Ặからᕤ⸨支部㛗に) 

(10月) 

献⾑ルー䝮「䝯ルシー」開設5࿘年(୍日ᡤ㛗にグレートサス䜿を㏄䛘䜛)(11月4┠) 

䝛䝟ール⤥Ỉ事業の⌧地☜ㄆと࿘㎶赤十字のどᐹ◊ಟに支部⫋員ὴ㐵(12月13日～

25日) 

6年   1994   献⾑ルー䝮70,000人㐩ᡂ(１月７日) 

༓ཕ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

✀市町赤十字ዊ௙ᅋ、㔝田ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

支部ཷクの㞸石町デイサー䝡スセンター(B型)᏶ᡂし、事業開始(4月1日) 

盛岡赤十字⑓㝔デ⒪Ჷቑ⠏ᕤ事᏶஢(4月30日) 

世⏺赤十字デー⸽生ἲᬑཬ඲国⤫୍イ䝧ント(盛岡市)(5月8日) 

「'94赤十字フェ䜰」(北上市)(5月) 

⾑ᾮ事業඲国⤫୍システ䝮ᑟධ(6月) 

本社୺催青少年赤十字䝛䝟ールὴ㐵事業に඲国10人の１人として岩手ዪᏊ高生が㑅

出され䜛(8月3日～17日) 

献⾑ルー䝮ᡂศ献⾑の日キ䝱ン䝨ーンにᇛ༡ᑠ学ᰯ生(JRC)が୍日ᡤ㛗（9月) 

ᐑᇛ県㇦雨災害に㝿し、救援物資(ẟᕸ1,000ᯛ、日⏝ရセット500ಶ)贈䜛(9月) 

北部3県支部合同災害救護訓練(青森)䛊9月) 

第3回඲国䝪ランティ䜰フェスティバル岩手(10月) 

୕陸は䜛かἈ地㟈発生(䝬グニ䝏䝳ー䝗7.5 㟈ᗘඵᡞ6、盛岡、青森5)(12月28日) 

７年    1995   ୕陸は䜛かἈ地㟈⩏援金募集開始(1月4日) 

රᗜ県༡部地㟈災害(㜰⚄・ῐ㊰大㟈災)発生䚹┤䛱に⩏援金募集開始(1月17日) 

රᗜ県༡部地㟈災害⿕害⪅救援として支部⫋員2ྡὴ㐵(1月21日～1月27日) 

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第1㝕（8ྡ）⌧地ὴ㐵(1月28日～2月4日) 

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第2㝕(5ྡ)⌧地ὴ㐵(2月17日～2月21日) 

㞸石町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

ᕝᓮᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

釜石地༊大槌町ศ༊有功会結ᡂ(3月) 

有功❶社員❶➼贈୚つ๎の୍部ᨵṇ(4月) 

支部ཷク㞸石町ᅾᏯ௓護支援センター事業開始(4月) 

盛岡赤十字⑓㝔開㝔75࿘年グᛕᘧ඾(4月) 

日本赤十字社岩手県支部ᕤ⸨ᕘ支部㛗㏥௵(4月28日) 

日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部㛗ᑵ௵(4月29日) 

世⏺赤十字デー࿘▱キ䝱ン䝨ーンの୍⎔として℩ᡞ内ᐢ⫈Ặのㅮ演会開催（5月） 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ ７年   1995   赤十字日㡑⫋員交᥮◊ಟのた䜑支部⫋員を㡑国にὴ㐵(6月8日～6月17日) 

⑓㝔ၥデ㡯┠の඲国⤫୍(7月) 

䝪ランティ䜰によ䜛ᅾᏯゼၥサー䝡ス事業開始(୍㛵市)(7月) 

日赤同᪉会᱒ⰼ会ṥ⫋会員➼៘㟋⚍(9月) 

岩手県赤十字⾑ᾮセンター๰❧30࿘年グᛕᘧ඾(9月) 

本社୺催ᾏእどᐹ◊ಟ(䝶ーロッ䝟)のた䜑の支部⫋員ὴ㐵(9月24日～10月9日) 

８年   1996  㐲㔝地༊ᐑᏲᮧศ༊有功会結ᡂ(2月) 

ⰼ泉町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

沢内ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

盛岡赤十字⑓㝔、岩手県にお䛡䜛ᇶᖿ災害ᣐⅬ⑓㝔にᣦ定(４月) 

献⾑ルー䝮「䝯ルシー」献⾑⪅10୓人㐩ᡂ(4月) 

⛅ᒣ䛱䛘Ꮚㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーンの୍⎔として)(5月) 

北上ᕝ上流Ỉ防演⩦に医⒪救護⌜ὴ㐵(5月)  

釜石市地༊有功会結ᡂ(6月) 

救護⏝䜶䜰ーテント２ᙇりを㓄⨨(8月) 

㜰⚄・ῐ㊰大㟈災⿕災⪅に対䛩䜛支援άືに対しⳢཌ生大⮧からの感謝≧ཷ㈹(8月) 

盛岡赤十字⑓㝔、⾑ᾮセンター୺会ሙに第1ブロック合同災害救護訓練の実施(9月) 

県支部≉ู௻⏬「赤十字の๰始⪅䜰ンリー・デ䝳ナンの㊊㊧をゼ䛽て」ึのᾏእ◊ಟど

ᐹ(10月5日～15日) 

大槌町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(11月) 

 9年   1997   日赤㭬㬆Ⲯで、デン䝬ーク௓護ᑓ㛛⫋員ᣍ⪸によ䜛௓護ᢏ術◊ಟ開催（2月） 

(110࿘年)         㜰⚄・ῐ㊰大㟈災への支援άື続䛟 

石㫽㇂、⣸Ἴ町ᒣᯘⅆ災に救援物資(⅕䛝出し資ᮦ、ẟᕸ40ᯛ、タオル40ᯛ)支部⫋員

4ྡὴ㐵(5月) 

ᾏ⪁ྡ㤶ⴥᏊㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーン)の開催(5月) 

県内献⾑協ຊ⪅ᘏ䜉200୓人を㐩ᡂ(6月)(200୓人㐩ᡂ謝ᜠキ䝱ン䝨ーンを実施) 

ᮧ上タ䝬オさ䜣(ᮅ㩭民୺୺⩏人民ඹ࿴国ᅾ住日本人㓄അ⪅)盛岡市へᖐ㒓(1月) 

10年   1998   岩手県赤十字大会(岩手県支部๰❧110࿘年・同有功会連合会結ᡂ10࿘年グᛕ) 

ྡ㄃๪総⿢高෇ᐑድẊୗ䛤⮫ᖍᐑድẊୗより有功❶の䛤ᤵ୚62ྡ 

盛岡赤十字⑓㝔、岩手県赤十字⾑ᾮセンター䛤どᐹ（11月) 

日赤岩手県支部ᗈሗ業ົ連⤡ㄪᩚせ⥘ไ定䚹赤十字施設㛵ಀ⪅によ䜛ᗈሗጤ員会 

発㊊(1月) 

ᐙᗞに╀䜛ၿពで “世⏺のᏊ౪を救お䛖䟿䇿 75.50඲国⤫୍バ䝄ーの開催（5～6月） 

岩手県内20会ሙでバ䝄ー཰┈金 1,818,987෇ 

(青少年赤十字๰設75࿘年・赤十字ዊ௙ᅋ๰設50࿘年グᛕ⾜事として実施) 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ10年   1998  ᐙ᪘ィ⏬⤌⧊άືセミナー(12䜹国13人)が盛岡赤十字⑓㝔をどᐹ◊ಟ（5月） 

岩手ᒣすഃの大地⊹㇂࿘㎶でⅆᒣᛶ地㟈が᩿続ⓗに発生してい䜛䛣とから岩手県で 

は災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹支部において䜒災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹ྛ施設においては防災

యไをᙉ໬(6月) 

盛岡赤十字⑓㝔がཌ生┬⮫ᗋ◊ಟ⑓㝔にᣦ定(８月) 

ᮾ北地᪉に೵⁫した前⥺の影響で、岩手県༡部とἢᓊ地域にὥỈ⿕害 

୍㛵市、ᕝᓮᮧ、平泉町、ᮾᒣ町にẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオル➼をᦙ㏦䚹⚟ᓥ県

支部には700ᯛのẟᕸをᦙ㏦(8月) 

9月3日༗ᚋ４᫬58ศ㞸石町㛗ᒣで㟈ᗘ6をグ㘓䚹岩手ᒣ࿘㎶でⅆᒣάືがά発໬ 

赤十字ㅮ⩦(ᐙᗞ┳護ἲ・救ᛴἲ)ᑓ⏝ᐊを設⨨し、ᬑཬάືの඘実をᅗ䜛(9月） 

஧ᡞ市地༊有功会結ᡂ(11月) 

11年   1999   献⾑推進ᑓ㛛員ไᗘが発㊊䚹県内6ブロックに6ྡ㓄⨨(4月) 

ἢᓊ地᪉の大雨災害で、陸前高田市、大⯪Ώ市、釜石市、㐲㔝市、大槌町にẟᕸ、日

⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(7月) 

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(10月) 

大雨により㍍⡿町に災害救ຓἲが㐺⏝され䜛䛺䛹、県北部に大䛝䛺⿕害が発生したた 

䜑஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧにẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(10月) 

㍍⡿町大雨災害⩏援金の募集を開始䚹(10月) 274௳ 20,212,192෇が集䜎り、⩏援金

㓄ศጤ員会のỴ定の䜒と、஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧ、஑ᡞᮧ、ᬑ代ᮧに㓄ศ 

Ỉ沢市地༊有功会๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(11月) 

12年   2000   支部ึの青少年赤十字国㝿交流事業の‽ഛとして、シン䜺䝫ール赤十字社を事前ど

ᐹ(3月) 

北ᾏ道有⌔ᒣᄇⅆ(3月)䚹岩手県支部救護⌜(⌜㛗௨ୗ７ྡ)ఀ㐩赤十字⑓㝔内赤十字

⌧地対⟇本部へὴ㐵䚹㑊㞴ᡤのᕠ回デ⒪にあた䜛(4月) 

盛岡市ふれあいラン䝗岩手において「第1回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

ྎ㢼3ྕの影響により、㔝田ᮧ、ᬑ代ᮧ地域の㑊㞴ᡤへẟᕸ、日⏝ရ セット、バスタオ

ルの救援物資を⥭ᛴ㍺㏦(7月) 

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(8月) 

住田町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(9月) 

赤十字ᗂඣ安඲ἲㅮ⩦が開始され、救ᛴἲ、Ỉ上安඲ἲ、㞷上安඲ἲ、ᐙᗞ┳護ἲと

ే䛫て、5大ㅮ⩦と䛺䜛 

１３年   2001   ஂឿライフセー䝡ング赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

防災䝪ランティ䜰地༊リーダー㣴ᡂ◊ಟ会開催(3月) 

盛岡市ᕝᚨデ䝟ート前ᗈሙにおいて「第2回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ ７年   1995   赤十字日㡑⫋員交᥮◊ಟのた䜑支部⫋員を㡑国にὴ㐵(6月8日～6月17日) 

⑓㝔ၥデ㡯┠の඲国⤫୍(7月) 

䝪ランティ䜰によ䜛ᅾᏯゼၥサー䝡ス事業開始(୍㛵市)(7月) 

日赤同᪉会᱒ⰼ会ṥ⫋会員➼៘㟋⚍(9月) 

岩手県赤十字⾑ᾮセンター๰❧30࿘年グᛕᘧ඾(9月) 

本社୺催ᾏእどᐹ◊ಟ(䝶ーロッ䝟)のた䜑の支部⫋員ὴ㐵(9月24日～10月9日) 

８年   1996  㐲㔝地༊ᐑᏲᮧศ༊有功会結ᡂ(2月) 

ⰼ泉町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

沢内ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月) 

盛岡赤十字⑓㝔、岩手県にお䛡䜛ᇶᖿ災害ᣐⅬ⑓㝔にᣦ定(４月) 

献⾑ルー䝮「䝯ルシー」献⾑⪅10୓人㐩ᡂ(4月) 

⛅ᒣ䛱䛘Ꮚㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーンの୍⎔として)(5月) 

北上ᕝ上流Ỉ防演⩦に医⒪救護⌜ὴ㐵(5月)  

釜石市地༊有功会結ᡂ(6月) 

救護⏝䜶䜰ーテント２ᙇりを㓄⨨(8月) 

㜰⚄・ῐ㊰大㟈災⿕災⪅に対䛩䜛支援άືに対しⳢཌ生大⮧からの感謝≧ཷ㈹(8月) 

盛岡赤十字⑓㝔、⾑ᾮセンター୺会ሙに第1ブロック合同災害救護訓練の実施(9月) 

県支部≉ู௻⏬「赤十字の๰始⪅䜰ンリー・デ䝳ナンの㊊㊧をゼ䛽て」ึのᾏእ◊ಟど

ᐹ(10月5日～15日) 

大槌町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(11月) 

 9年   1997   日赤㭬㬆Ⲯで、デン䝬ーク௓護ᑓ㛛⫋員ᣍ⪸によ䜛௓護ᢏ術◊ಟ開催（2月） 

(110࿘年)         㜰⚄・ῐ㊰大㟈災への支援άື続䛟 

石㫽㇂、⣸Ἴ町ᒣᯘⅆ災に救援物資(⅕䛝出し資ᮦ、ẟᕸ40ᯛ、タオル40ᯛ)支部⫋員

4ྡὴ㐵(5月) 

ᾏ⪁ྡ㤶ⴥᏊㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーン)の開催(5月) 

県内献⾑協ຊ⪅ᘏ䜉200୓人を㐩ᡂ(6月)(200୓人㐩ᡂ謝ᜠキ䝱ン䝨ーンを実施) 

ᮧ上タ䝬オさ䜣(ᮅ㩭民୺୺⩏人民ඹ࿴国ᅾ住日本人㓄അ⪅)盛岡市へᖐ㒓(1月) 

10年   1998   岩手県赤十字大会(岩手県支部๰❧110࿘年・同有功会連合会結ᡂ10࿘年グᛕ) 

ྡ㄃๪総⿢高෇ᐑድẊୗ䛤⮫ᖍᐑድẊୗより有功❶の䛤ᤵ୚62ྡ 

盛岡赤十字⑓㝔、岩手県赤十字⾑ᾮセンター䛤どᐹ（11月) 

日赤岩手県支部ᗈሗ業ົ連⤡ㄪᩚせ⥘ไ定䚹赤十字施設㛵ಀ⪅によ䜛ᗈሗጤ員会 

発㊊(1月) 

ᐙᗞに╀䜛ၿពで “世⏺のᏊ౪を救お䛖䟿䇿 75.50඲国⤫୍バ䝄ーの開催（5～6月） 

岩手県内20会ሙでバ䝄ー཰┈金 1,818,987෇ 

(青少年赤十字๰設75࿘年・赤十字ዊ௙ᅋ๰設50࿘年グᛕ⾜事として実施) 

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ10年   1998  ᐙ᪘ィ⏬⤌⧊άືセミナー(12䜹国13人)が盛岡赤十字⑓㝔をどᐹ◊ಟ（5月） 

岩手ᒣすഃの大地⊹㇂࿘㎶でⅆᒣᛶ地㟈が᩿続ⓗに発生してい䜛䛣とから岩手県で 

は災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹支部において䜒災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹ྛ施設においては防災

యไをᙉ໬(6月) 

盛岡赤十字⑓㝔がཌ生┬⮫ᗋ◊ಟ⑓㝔にᣦ定(８月) 

ᮾ北地᪉に೵⁫した前⥺の影響で、岩手県༡部とἢᓊ地域にὥỈ⿕害 

୍㛵市、ᕝᓮᮧ、平泉町、ᮾᒣ町にẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオル➼をᦙ㏦䚹⚟ᓥ県

支部には700ᯛのẟᕸをᦙ㏦(8月) 

9月3日༗ᚋ４᫬58ศ㞸石町㛗ᒣで㟈ᗘ6をグ㘓䚹岩手ᒣ࿘㎶でⅆᒣάືがά発໬ 

赤十字ㅮ⩦(ᐙᗞ┳護ἲ・救ᛴἲ)ᑓ⏝ᐊを設⨨し、ᬑཬάືの඘実をᅗ䜛(9月） 

஧ᡞ市地༊有功会結ᡂ(11月) 

11年   1999   献⾑推進ᑓ㛛員ไᗘが発㊊䚹県内6ブロックに6ྡ㓄⨨(4月) 

ἢᓊ地᪉の大雨災害で、陸前高田市、大⯪Ώ市、釜石市、㐲㔝市、大槌町にẟᕸ、日

⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(7月) 

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(10月) 

大雨により㍍⡿町に災害救ຓἲが㐺⏝され䜛䛺䛹、県北部に大䛝䛺⿕害が発生したた 

䜑஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧにẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(10月) 

㍍⡿町大雨災害⩏援金の募集を開始䚹(10月) 274௳ 20,212,192෇が集䜎り、⩏援金

㓄ศጤ員会のỴ定の䜒と、஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧ、஑ᡞᮧ、ᬑ代ᮧに㓄ศ 

Ỉ沢市地༊有功会๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(11月) 

12年   2000   支部ึの青少年赤十字国㝿交流事業の‽ഛとして、シン䜺䝫ール赤十字社を事前ど

ᐹ(3月) 

北ᾏ道有⌔ᒣᄇⅆ(3月)䚹岩手県支部救護⌜(⌜㛗௨ୗ７ྡ)ఀ㐩赤十字⑓㝔内赤十字

⌧地対⟇本部へὴ㐵䚹㑊㞴ᡤのᕠ回デ⒪にあた䜛(4月) 

盛岡市ふれあいラン䝗岩手において「第1回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

ྎ㢼3ྕの影響により、㔝田ᮧ、ᬑ代ᮧ地域の㑊㞴ᡤへẟᕸ、日⏝ရ セット、バスタオ

ルの救援物資を⥭ᛴ㍺㏦(7月) 

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(8月) 

住田町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(9月) 

赤十字ᗂඣ安඲ἲㅮ⩦が開始され、救ᛴἲ、Ỉ上安඲ἲ、㞷上安඲ἲ、ᐙᗞ┳護ἲと

ే䛫て、5大ㅮ⩦と䛺䜛 

１３年   2001   ஂឿライフセー䝡ング赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月) 

防災䝪ランティ䜰地༊リーダー㣴ᡂ◊ಟ会開催(3月) 

盛岡市ᕝᚨデ䝟ート前ᗈሙにおいて「第2回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

 

― 86 ―



 年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ13年   2001   青少年赤十字国㝿交流事業実施䚹シン䜺䝫ール国から青少年を㏄䛘交流(6月) 

✀市町において支部ึのỈ上安඲ἲ「ᾏ」ㅮ⩦開催(8月) 

大⯪Ώ市地༊と୕陸町ศ༊合ే(11月) 

14年   2002   Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋゎᅋ(3月) 

               ୍㛵市地༊赤十字ዊ௙ᅋと୍㛵市地༊፬人赤十字ዊ௙ᅋが୍本໬し、୍㛵市赤十字

ዊ௙ᅋとして෌結ᡂ(5月)北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第３回赤

十字フェスティバル」を開催（䠑月） 

日本赤十字社ἲไ定50࿘年・日本赤十字社๰❧125࿘年グᛕ඲国赤十字大会(ᮾி

㒔：明治⚄ᐑ会㤋)に岩手県から25ྡが出ᖍ(5月) 

ྎ㢼６ྕ大雨災害によりᮾᒣ町に災害救ຓἲが㐺⏝(7月) 

赤十字防災䝪ランティ䜰リーダー1ྡを⌧地にὴ㐵（7月19日～21日) 

ᮾᒣ町大雨災害⩏援金の募集を開始(7月) 222௳8,403,504෇が集䜎り、⩏援金㓄ศ

ጤ員会のỴ定の䜒とに⿕災した29市町ᮧに㓄ศ 

青少年赤十字岩手県㈶ຓ会から岩手県青少年赤十字㈶ຓዊ௙ᅋに⛣⾜(7月) 

ᐩኈ大学学生赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(10月) 

15年   2003   青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(1月8日～12日) 

北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第4回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

ᐑᇛ県Ἀ地㟈(୕陸༡地㟈䛋18᫬24ศ発生䚹県༡部を中ᚰに㟈ᗘ６ᙅをグ㘓䚹19᫬10

ศ盛岡赤十字⑓㝔医⒪救護⌜ᚅ機䚹同日21᫬20ゎᩓ䚹⿕災⪅に対し、大⯪Ώ市地༊

から救援物資（ẟᕸ・日⏝ရセット・バスタオル）㓄ᕸ（5月） 

ᐑᇛ県北部地㟈発生䚹ᐑᇛ県支部に日⏝ရセット（200セット）を㏦付（7月） 

岩手県ᾘ防学ᰯ、盛岡赤十字⑓㝔を୺会ሙに第１ブロック合同災害救護訓練を実施（10月） 

１６年    2004   盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ㛢ᰯ（３月） 

盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ学生ዊ௙ᅋゎᅋ（3月） 

㐲㔝市シ䝵ッ䝢ングセンターと䜄あにおいて、「第䠑回赤十字フェスティバル」を開催（5

月） 

地域高㱋⪅生ά支援の୍⎔として、新たに「セラ䝢䝳ーティック・䜿䜰」ㅮᗙを開始 

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ（8月7日～12日） 

青少年赤十字国㝿交流事業「䝟プ䜰ニ䝳ー䜼ニ䜰国」RCY䝯ンバーཷධれ（11月13日～

19日） 

新₲県中㉺地㟈発生（10月23日 17：56 㟈ᗘ7） ᑠ༓㇂市に２ಶ⌜の救護⌜をὴ㐵 

し、⥭ᛴ௬設デ⒪ᡤ（ERU）にお䛡䜛医⒪άື、⿕災⪅の䛣䛣䜝の䜿䜰➼を⾜䛖とと䜒に、

日赤⌧地災害対⟇本部へのせ員と、救援物資ᦙ㏦せ員をὴ㐵 
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日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部㛗㏥௵(4月29日) 

日本赤十字社岩手県支部ቑ㐩ᣅஓ支部㛗ᑵ௵(4月30日) 
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 年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏 

平ᡂ13年   2001   青少年赤十字国㝿交流事業実施䚹シン䜺䝫ール国から青少年を㏄䛘交流(6月) 

✀市町において支部ึのỈ上安඲ἲ「ᾏ」ㅮ⩦開催(8月) 

大⯪Ώ市地༊と୕陸町ศ༊合ే(11月) 

14年   2002   Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋゎᅋ(3月) 

               ୍㛵市地༊赤十字ዊ௙ᅋと୍㛵市地༊፬人赤十字ዊ௙ᅋが୍本໬し、୍㛵市赤十字

ዊ௙ᅋとして෌結ᡂ(5月)北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第３回赤

十字フェスティバル」を開催（䠑月） 

日本赤十字社ἲไ定50࿘年・日本赤十字社๰❧125࿘年グᛕ඲国赤十字大会(ᮾி

㒔：明治⚄ᐑ会㤋)に岩手県から25ྡが出ᖍ(5月) 

ྎ㢼６ྕ大雨災害によりᮾᒣ町に災害救ຓἲが㐺⏝(7月) 

赤十字防災䝪ランティ䜰リーダー1ྡを⌧地にὴ㐵（7月19日～21日) 

ᮾᒣ町大雨災害⩏援金の募集を開始(7月) 222௳8,403,504෇が集䜎り、⩏援金㓄ศ

ጤ員会のỴ定の䜒とに⿕災した29市町ᮧに㓄ศ 

青少年赤十字岩手県㈶ຓ会から岩手県青少年赤十字㈶ຓዊ௙ᅋに⛣⾜(7月) 

ᐩኈ大学学生赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(10月) 

15年   2003   青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(1月8日～12日) 

北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第4回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

ᐑᇛ県Ἀ地㟈(୕陸༡地㟈䛋18᫬24ศ発生䚹県༡部を中ᚰに㟈ᗘ６ᙅをグ㘓䚹19᫬10

ศ盛岡赤十字⑓㝔医⒪救護⌜ᚅ機䚹同日21᫬20ゎᩓ䚹⿕災⪅に対し、大⯪Ώ市地༊

から救援物資（ẟᕸ・日⏝ရセット・バスタオル）㓄ᕸ（5月） 

ᐑᇛ県北部地㟈発生䚹ᐑᇛ県支部に日⏝ရセット（200セット）を㏦付（7月） 

岩手県ᾘ防学ᰯ、盛岡赤十字⑓㝔を୺会ሙに第１ブロック合同災害救護訓練を実施（10月） 

１６年    2004   盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ㛢ᰯ（３月） 

盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ学生ዊ௙ᅋゎᅋ（3月） 

㐲㔝市シ䝵ッ䝢ングセンターと䜄あにおいて、「第䠑回赤十字フェスティバル」を開催（5

月） 

地域高㱋⪅生ά支援の୍⎔として、新たに「セラ䝢䝳ーティック・䜿䜰」ㅮᗙを開始 

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ（8月7日～12日） 

青少年赤十字国㝿交流事業「䝟プ䜰ニ䝳ー䜼ニ䜰国」RCY䝯ンバーཷධれ（11月13日～

19日） 

新₲県中㉺地㟈発生（10月23日 17：56 㟈ᗘ7） ᑠ༓㇂市に２ಶ⌜の救護⌜をὴ㐵 

し、⥭ᛴ௬設デ⒪ᡤ（ERU）にお䛡䜛医⒪άື、⿕災⪅の䛣䛣䜝の䜿䜰➼を⾜䛖とと䜒に、

日赤⌧地災害対⟇本部へのせ員と、救援物資ᦙ㏦せ員をὴ㐵 

 

 

   
1�  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1�  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1�  
120  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

200� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

200� 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

200� 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

�3 � �
�4 10 1� � 

� � 
��

� 14 � 
3 �� � 

�10 � 
�

� 11  
�2 � 

�2 � 
� �

�2 20 2� � 
�3 � �3

� 
�  

�  

 
10  

 
日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部㛗㏥௵(4月29日) 

日本赤十字社岩手県支部ቑ㐩ᣅஓ支部㛗ᑵ௵(4月30日) 
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日赤㭬㬆Ⲯ๰❧30࿘年グᛕᘧ඾（9月） 

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇盛岡赤十字⑓㝔へ㓄ഛ（3月） 

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇実ᢏ◊ಟ 盛岡赤十字⑓㝔（4月） 

社員ቑᙉ㐠ື月㛫⾤㢌キ䝱ン䝨ーン䛆䜹䝽トク前・クロステラス䛇 （5月） 

䠪䠞䠟訓練䛆盛岡㥐・盛岡赤十字⑓㝔䛇 （7月） 

 

「第１ブロック支部合同災害救護訓練」岩手産業文໬センター䜰䝢オ（10月） 

ᮾ日本大㟈災発生（3月11日） 

ᮾ日本大㟈災（3月11日）に対䛩䜛⩏援金のཷ付（3月12日～） 

「第11回赤十字ふれあいフェスティバル」を୍㛵市総合య⫱㤋サブ䜰リーナで開催

（10月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業 「䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ23年9月～平ᡂ25年3月䜎で） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキング」（平ᡂ23年10月～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「青✵ᩍᐊ」（6月・9月・11月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「⅕䛝出し交流会」（5月～平ᡂ25年3月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 
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「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」をඵᖭ平市さ䛟らබᅬで開催（9月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ25年４

月～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ふれあい⅕䛝出し交流会」（平ᡂ25年4月～平ᡂ26年

3月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「⿕災地の赤十字ㅮ⩦ᬑཬと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ25年

4月～平ᡂ26年3月） 

岩手県赤十字⾑ᾮセンターዟᕞ౪⤥出ᙇᡤ業ົ開始（5月） 

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

「赤十字150年෗┿展」地᪉ᕠ回展をいわて県民᝟ሗ交流センターで開催(7月) 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（7月） 

大雨災害にకい盛岡市、ⰼᕳ市、▮ᕵ町、⣸Ἴ町へ救援物資㓄㏦（8月9日～10日） 

岩手県平ᡂ25年㇦雨・大雨災害⩏援金のཷ付（8月14日～9月30日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字キ䝱リ䜰ᩍ⫱支援」（8月） 

ྎ㢼18ྕにక䛖大雨災害により盛岡市へ救援物資㓄㏦（9月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ26年４

月～⥅続） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ26年4月～平ᡂ

27年3月） 

日赤岩手ஙඣ㝔盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（4月） 

盛岡市ᯘ㔝ⅆ災にకい盛岡市⋢ᒣ༊総合⚟♴センターへ救援物資㓄㏦（4月） 

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡（5月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「䠦䠮䠟赤十字ふれあいコンサート」（6月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2014䡅䡊いわて」（7月29日～31日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

防災ᩍ⫱プログラ䝮䝟イロット事業実施（1月） 

防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ開催（2月） 

日本赤十字社岩手県支部盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（新社ᒇⴠᡂᘧ2月20日、新

社ᒇ業ົ開始3月1日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ27年４

月～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ27年４月～平

ᡂ28年３月） 
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日赤㭬㬆Ⲯ๰❧30࿘年グᛕᘧ඾（9月） 

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇盛岡赤十字⑓㝔へ㓄ഛ（3月） 

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇実ᢏ◊ಟ 盛岡赤十字⑓㝔（4月） 

社員ቑᙉ㐠ື月㛫⾤㢌キ䝱ン䝨ーン䛆䜹䝽トク前・クロステラス䛇 （5月） 

䠪䠞䠟訓練䛆盛岡㥐・盛岡赤十字⑓㝔䛇 （7月） 

 

「第１ブロック支部合同災害救護訓練」岩手産業文໬センター䜰䝢オ（10月） 

ᮾ日本大㟈災発生（3月11日） 

ᮾ日本大㟈災（3月11日）に対䛩䜛⩏援金のཷ付（3月12日～） 

「第11回赤十字ふれあいフェスティバル」を୍㛵市総合య⫱㤋サブ䜰リーナで開催

（10月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業 「䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ23年9月～平ᡂ25年3月䜎で） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキング」（平ᡂ23年10月～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「青✵ᩍᐊ」（6月・9月・11月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「⅕䛝出し交流会」（5月～平ᡂ25年3月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 
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「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」をඵᖭ平市さ䛟らබᅬで開催（9月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ25年４

月～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ふれあい⅕䛝出し交流会」（平ᡂ25年4月～平ᡂ26年

3月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「⿕災地の赤十字ㅮ⩦ᬑཬと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ25年

4月～平ᡂ26年3月） 

岩手県赤十字⾑ᾮセンターዟᕞ౪⤥出ᙇᡤ業ົ開始（5月） 

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

「赤十字150年෗┿展」地᪉ᕠ回展をいわて県民᝟ሗ交流センターで開催(7月) 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（7月） 

大雨災害にకい盛岡市、ⰼᕳ市、▮ᕵ町、⣸Ἴ町へ救援物資㓄㏦（8月9日～10日） 

岩手県平ᡂ25年㇦雨・大雨災害⩏援金のཷ付（8月14日～9月30日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字キ䝱リ䜰ᩍ⫱支援」（8月） 

ྎ㢼18ྕにక䛖大雨災害により盛岡市へ救援物資㓄㏦（9月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ26年４

月～⥅続） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ26年4月～平ᡂ

27年3月） 

日赤岩手ஙඣ㝔盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（4月） 

盛岡市ᯘ㔝ⅆ災にకい盛岡市⋢ᒣ༊総合⚟♴センターへ救援物資㓄㏦（4月） 

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡（5月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「䠦䠮䠟赤十字ふれあいコンサート」（6月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2014䡅䡊いわて」（7月29日～31日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

防災ᩍ⫱プログラ䝮䝟イロット事業実施（1月） 

防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ開催（2月） 

日本赤十字社岩手県支部盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（新社ᒇⴠᡂᘧ2月20日、新

社ᒇ業ົ開始3月1日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ27年４

月～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ27年４月～平

ᡂ28年３月） 
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「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2015䡅䡊いわて」（7月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（8月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月） 

ᮾティ䝰ール赤十字社救ᛴἲ➼ᬑཬ支援事業支部⫋員ὴ㐵（10月17日～25日） 

防災ᩍ⫱プログラ䝮䝟イロット事業実施（10月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

䜹ン䝪䝆䜰赤十字社救ᛴἲᬑཬ支援事業支部救ᛴἲ䝪ランティ䜰ᣦᑟ員ὴ㐵（11

月６日～15日） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（1月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ28年4月

～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ28年４月～平

ᡂ29年３月） 

⇃本地㟈災害発生（4月） 

岩手県支部第1救護⌜（7ྡ）を⌧地にὴ㐵（４月19日～24日） 

盛岡赤十字⑓㝔医ᖌ1ྡを⇃本赤十字⑓㝔支援に1ྡὴ㐵（４月25日～5月１日） 

盛岡赤十字⑓㝔┳護ᖌ1ྡを⇃本赤十字⑓㝔支援に1ྡὴ㐵（４月29日～5月5日） 

岩手県支部第2救護⌜（7ྡ）を⌧地にὴ㐵（5月1日～6日） 

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

盛岡赤十字⑓㝔┳護ᖌ1ྡを⇃本地㟈⿕災⪅೺ᗣ支援事業に2ྡὴ㐵（7月15日

～22日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2016䡅䡊いわて」（7月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（8月） 

ྎ㢼10ྕ災害発生（8月） 

岩手県支部救護⌜６⌜（33ྡ）を▮ᕵᾘ防学ᰯSCUにὴ㐵（8月31日～9月2日） 

ஂឿ市、ᐑྂ市、岩泉町、住田町に救援物資㍺㏦（8月） 

日赤災害医⒪コーディ䝛ーター（６ྡ）を岩泉町にὴ㐵（9月6日、9日） 

第71回国民య⫱大会・第16回඲国㞀害⪅ス䝫ー䝒大会⮫᫬救護に救護員45ྡを

ὴ㐵（9月25日～10月24日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本赤十字社定Ḱの୍部ኚ᭦（4月1日） 年㢠2,000෇௨上の会㈝を⣡䜑䜛䜒のを

会員と定䜑、会員を社ἲ上の社員とつ定 
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日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ29年4月

～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ29年4月～平ᡂ

30年3月） 

釜石市ᯘ㔝ⅆ災にకい釜石市❧平田ᑠ学ᰯ㑊㞴ᡤཬ䜃ᪧ県❧釜石ၟ業高ᰯయ

⫱㤋㑊㞴ᡤに救援物資㓄㏦（5月） 

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

赤十字ዊ௙ᅋ岩手県支部ጤ員会ቑ沢ጤ員㛗が赤十字ዊ௙ᅋ中ኸጤ員会ጤ員㛗

にᑵ௵（6月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

ᮾ日本大㟈災支援国赤十字・赤新月社会議（2月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（４月～平ᡂ

31年３月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（４月～平ᡂ31年３

月） 

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

≉ู㣴護⪁人䝩ー䝮日赤㭬㬆Ⲯ：㞸石町༡⏿へ新⠏⛣㌿ （ⴠᡂᘧ６月26日・業ົ

開始７月１日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（８月） 

平ᡂ30年７月㇦雨災害発生にకい、䛣䛣䜝の䜿䜰⌜（４ྡ）をᗈᓥ県࿋市にὴ㐵䚹（８

月９日～16日） 

北ᾏ道⫹᣺ᮾ部地㟈発生にకい、盛岡赤十字⑓㝔DMAT⌜、救護⌜２⌜、䛣䛣䜝

の䜿䜰⌜１⌜、䛣䛣䜝の䜿䜰ㄪᩚ⌜１⌜を⌧地にὴ㐵䚹（９月６日～10月１日） 

岩手県赤十字大会（岩手県支部๰❧130࿘年・同有功会連合会結ᡂ30࿘年グᛕ）

（11月２日） 

赤十字レッ䝗ライト䜰ッププロ䝆ェクトึཧຍ 盛岡ᇛ㊧බᅬの石ᇉの୍部を赤䛟ライ

ト䜰ップ䚹（5月） 

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

ラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップ2019釜石開催にಀ䜛岩手県国民ಖ護ඹ同訓練（７月11日）、

７月27日、９月25日のラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップヨ合にテロ災害➼にഛ䛘救護⌜をὴ

㐵 

ᮾ日本大㟈災⿕災地支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」開催  （７月13日

～12月17日䜎で の䜉13回） 
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「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2015䡅䡊いわて」（7月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（8月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月） 

ᮾティ䝰ール赤十字社救ᛴἲ➼ᬑཬ支援事業支部⫋員ὴ㐵（10月17日～25日） 

防災ᩍ⫱プログラ䝮䝟イロット事業実施（10月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

䜹ン䝪䝆䜰赤十字社救ᛴἲᬑཬ支援事業支部救ᛴἲ䝪ランティ䜰ᣦᑟ員ὴ㐵（11

月６日～15日） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（1月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ28年4月

～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ28年４月～平

ᡂ29年３月） 

⇃本地㟈災害発生（4月） 

岩手県支部第1救護⌜（7ྡ）を⌧地にὴ㐵（４月19日～24日） 

盛岡赤十字⑓㝔医ᖌ1ྡを⇃本赤十字⑓㝔支援に1ྡὴ㐵（４月25日～5月１日） 

盛岡赤十字⑓㝔┳護ᖌ1ྡを⇃本赤十字⑓㝔支援に1ྡὴ㐵（４月29日～5月5日） 

岩手県支部第2救護⌜（7ྡ）を⌧地にὴ㐵（5月1日～6日） 

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

盛岡赤十字⑓㝔┳護ᖌ1ྡを⇃本地㟈⿕災⪅೺ᗣ支援事業に2ྡὴ㐵（7月15日

～22日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2016䡅䡊いわて」（7月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（8月） 

ྎ㢼10ྕ災害発生（8月） 

岩手県支部救護⌜６⌜（33ྡ）を▮ᕵᾘ防学ᰯSCUにὴ㐵（8月31日～9月2日） 

ஂឿ市、ᐑྂ市、岩泉町、住田町に救援物資㍺㏦（8月） 

日赤災害医⒪コーディ䝛ーター（６ྡ）を岩泉町にὴ㐵（9月6日、9日） 

第71回国民య⫱大会・第16回඲国㞀害⪅ス䝫ー䝒大会⮫᫬救護に救護員45ྡを

ὴ㐵（9月25日～10月24日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本赤十字社定Ḱの୍部ኚ᭦（4月1日） 年㢠2,000෇௨上の会㈝を⣡䜑䜛䜒のを

会員と定䜑、会員を社ἲ上の社員とつ定 
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日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（平ᡂ29年4月

～） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ29年4月～平ᡂ

30年3月） 

釜石市ᯘ㔝ⅆ災にకい釜石市❧平田ᑠ学ᰯ㑊㞴ᡤཬ䜃ᪧ県❧釜石ၟ業高ᰯయ

⫱㤋㑊㞴ᡤに救援物資㓄㏦（5月） 

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

赤十字ዊ௙ᅋ岩手県支部ጤ員会ቑ沢ጤ員㛗が赤十字ዊ௙ᅋ中ኸጤ員会ጤ員㛗

にᑵ௵（6月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティ䜰㣴ᡂ◊ಟ（8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

ᮾ日本大㟈災支援国赤十字・赤新月社会議（2月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングと䛣䛣䜝の䜿䜰」（４月～平ᡂ

31年３月） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（４月～平ᡂ31年３

月） 

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

≉ู㣴護⪁人䝩ー䝮日赤㭬㬆Ⲯ：㞸石町༡⏿へ新⠏⛣㌿ （ⴠᡂᘧ６月26日・業ົ

開始７月１日） 

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字⑓㝔⫋ሙయ㦂」（８月） 

平ᡂ30年７月㇦雨災害発生にకい、䛣䛣䜝の䜿䜰⌜（４ྡ）をᗈᓥ県࿋市にὴ㐵䚹（８

月９日～16日） 

北ᾏ道⫹᣺ᮾ部地㟈発生にకい、盛岡赤十字⑓㝔DMAT⌜、救護⌜２⌜、䛣䛣䜝

の䜿䜰⌜１⌜、䛣䛣䜝の䜿䜰ㄪᩚ⌜１⌜を⌧地にὴ㐵䚹（９月６日～10月１日） 

岩手県赤十字大会（岩手県支部๰❧130࿘年・同有功会連合会結ᡂ30࿘年グᛕ）

（11月２日） 

赤十字レッ䝗ライト䜰ッププロ䝆ェクトึཧຍ 盛岡ᇛ㊧බᅬの石ᇉの୍部を赤䛟ライ

ト䜰ップ䚹（5月） 

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月） 

ラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップ2019釜石開催にಀ䜛岩手県国民ಖ護ඹ同訓練（７月11日）、

７月27日、９月25日のラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップヨ合にテロ災害➼にഛ䛘救護⌜をὴ

㐵 

ᮾ日本大㟈災⿕災地支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」開催  （７月13日

～12月17日䜎で の䜉13回） 
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௧࿴ඖ年ᮾ日本ྎ㢼（ྎ㢼第19ྕ）災害発生（10月12日） 

⿕災した市町ᮧに救援物資㓄㏦（10月13日～11月8日） 

ᐑᇛ県୸森町に岩手県支部救護⌜１⌜（７ྡ）をὴ㐵（10月16日～19日） 

ᐑᇛ県支部支援のた䜑岩手県支部⫋員２ྡをὴ㐵（10月19日～23日） 

䝪ランティ䜰センターを開設し、ἢᓊ⿕災地に防災䝪ランティ䜰➼26ྡをὴ㐵（10月

18日～11月17日） 

12月ୗ᪪ 新型コ0ロナウイルスが中国†北┬Ṋ₎市で発生し、඲世⏺に感染ᣑ

大䚹日本で䜒2020年1月にึの感染⪅が☜ㄆ 

２月ᮎ ௒年ᗘの救ᛴἲ➼のㅮ⩦を඲て中止 

新型コロナウイルス感染症対ᛂ（ダイ䝲䝰ン䝗プリンセスྕの஌⯪⪅（䠬䠟䠮㝜ᛶ２㐌

㛫㝸㞳対象⪅）の೺ᗣ管⌮のた䜑、⛯ົ大学ᰯへ救護⌜（医ᖌ１ྡ・┳護ᖌ㛗１

ྡ・┳護ᖌ１ྡ・⸆๣ᖌ１ྡ）をὴ㐵（２月28日～３月１日） 

３月３日～４日開催予定の赤十字ዊ௙ᅋጤ員㛗・事ົᢸᙜ⪅会議を中止 

新型コロナウイルス感染症ᣑ大のた䜑、支部災害対⟇㆙ᡄ本部を設⨨（４月17日） 

⫋員を２⌜にศ䛡㝸日໅ົとし、ᅾᏯ໅ົ᫬にはリ䝰ート䜰クセスを฼⏝ 

                                     （４月20日～䠑月10日） 

赤十字レッ䝗ライト䜰ッププロ䝆ェクトにཧຍし、盛岡ᇛ㊧බᅬの୍部を赤䛟ライト䜰ッ

プ（䠑月８日～䠑月28日） 

６月からྛ✀▷ᮇㅮ⩦、11月から救ᛴἲᇶ♏ㅮ⩦を෌開 

䠦䠮䠟リーダーシップ・トレーニング・センターが新型コロナウイルス感染症の影響で 

中止（2020年で70࿘年であ䛳たがึの中止） 

第１回評議員会（６月10日予定）、第２回評議員会（２月10日予定）と䜒新型コロナウ

イルス感染症の影響により文書審議 

第１ブロック支部合同災害救護訓練を盛岡市で実施（11月６日～７日） 

災害救ຓ≟の䝴キとサ䝏に岩手県支部のロ䝂ධり䝝ー䝛ス⏝䝽ッ䝨ンを贈࿊ 

災害救ຓ≟の䝝ー䝛スに赤十字䝬ークの䝽ッ䝨ンを付䛡䜛のは඲国ึ（１月） 

日本赤十字社がᮾ日本大㟈災⩏援金の募集を３月31日で⤊஢（⣙10年㛫募集） 

青少年赤十字๰設100࿘年グᛕ岩手県䝫スタークンクール実施（䠑月～11月） 

඲国赤十字大会（明治⚄ᐑ会㤋：䠑月20日開催予定）が新型コロナウイルス感染症

の影響で中止 

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月15日） 

青少年赤十字スタート・プログラ䝮を滝沢市において実施（７月29日～30日） 

ᐑᇛ県において実施予定の第１ブロック支部合同災害救護訓練（10月８日～９日）

は、新型コロナウイルス感染症の影響で⩣年ᗘにᘏᮇ 
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釜石市で開催された「防災推進国民」大会に出展（11月６日～７日） 

復興支援事業として陸前高田市、釜石市、大槌町の地域住民を対象に、平泉町に

てノルディックウオーキングと交流会を実施（11月17日） 

第２回評議員会（２月10日予定）は新型コロナウイルス感染症の影響により文書審議 

「次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー」（遺贈・相続財産寄付）を盛岡市にて開催（２月

23日） 

ウクライナ人道危機救援金の募集を開始（３月２日～） 

 

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月２０日） 

青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター（滝沢市にて７月２６日から７月 

２８日実施予定）が新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

大雨災害で青森県支部に救援物資支援（８月10日・25日） 

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを北上市において実施（９月１日） 

岩手県支部有功会感謝の集いを盛岡市において実施（９月９日） 

赤十字ふれあいフェスティバルを北上市において実施（１０月９日） 

管内施設合同災害救護訓練を盛岡市において実施（１０月１４日） 

赤十字ふれあいフェスティバルを盛岡市において実施（１０月１６日） 

明治安田生命と連携協定締結（２月９日） 

第２回評議員会を盛岡市において開催（２月１３日） 

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを盛岡市において実施（２月１日） 

第28回日本災害医学会総会・学術集会で演題発表：盛岡市（３月10日） 

いわて防災サミットに防災ブース出展：盛岡市（３月10日） 
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日　本　赤　十　字　社　現　勢　

 日本赤十字社の使命

1949年のジュネーブ四条約締約国 196カ国 世界の赤十字社・赤新月社等 192社　

 1. 沿　革 明治10年(1877)　5月 1日　博愛社設立　　　　 12. 国内災害救護

明治20年(1887)　5月20日　日本赤十字社に改称 救護員数

昭和27年(1952)　8月14日　日本赤十字社法制定 常備救護班

 2. 名誉総裁・名誉副総裁 無線局

名 誉 総 裁 　皇　后　陛　下 救護車両 1,829台

名 誉 副 総 裁 　秋篠宮皇嗣妃殿下 赤十字飛行隊(特殊奉仕団)

　常陸宮殿下・同妃華子殿下　　 災害における救護員出動数（令和3年度） 1,690人

　三笠宮妃百合子殿下　　寬仁親王妃信子殿下 救援物資配分数(毛布・安眠セット・緊急セット)（令和3年度） 13,297個

　高円宮妃久子殿下 令和3年度取扱義援金額（令和4年3月31日現在） 20億8,599万2,926円

 3. 会　　　員 個人　　   20万人

（令和4年3月31日現在） 法人　  　 8.5万法人 13. 医 療 事 業

 4. 評  議  員 　　　　  　2,004人

 5. 代  議  員 　　　  　　  223人 5

 6. 役  員（令和4年7月1日現在） 5

　社  　長 清家　篤（常勤） 5

　副 社 長 鈴木　俊彦（常勤）　十倉　雅和（非常勤） 病 床 総 数

　理    事  61人（常勤5人、非常勤56人）

　監    事   3人（常勤1人、非常勤2人） 　   入　　院　　　　　　　　

　 　外　　来　　　　　　　　　

 7. 青少年赤十字 (令和4年3月31日現在)

幼 稚 園 ･ 保 育 所 1,784校 149,352人 14. 血 液 事 業

小 学 校 7,076校 1,953,430人

中 学 校 3,495校 978,908人 地域血液センター 47 ブロック血液センター      7

高 等 学 校 1,772校 361,188人 附属施設 170 附属施設（製造所） 4

特 別 支 援 学 校 203校 21,097人 分室 1

そ の 他 111校 28,678人

計 14,441校 3,492,653人 成 分 献 血 1,725万本

指 導 者 243,861人 400mL 献 血

200mL 献 血 854台

 8. 赤十字ボランティア(令和4年3月31日現在) 計 278台

地域赤十字奉仕団 2,107団 1,097,423人

青年赤十字奉仕団 149団 5,387人

特殊赤十字奉仕団 630団 29,324人 15. 社会福祉事業

個人ボランティア等 ‐ 12,000人

計 2,886団 1,144,134人 乳児院　 8 (291) 3 (286)

保育所　 3 (368)  

 9. 救急法等の講習 　 児童養護施設 1  (40)  

資格登録者数（令和4年3月31日現在） 受講者数

指　導　者 救 急 員 等 (令和3年度) 特別養護老人ホーム（併設ケアハウス20人を含む） 8(773)

救 急 法 基 礎 講 習 10,806人 240,118人 19,580人 障 害 者 福 祉 施 設 数（定員） 複 合 型 施 設 

救 急 法 6,863人 132,089人 193,142人 障害者支援施設　 1(50) （110）

水 上 安 全 法 1,486人 10,330人 18,813人 視聴覚障害者情報提供施設 2 （100）

雪 上 安 全 法 212人 1,001人 125人 補装具製作施設　 1 （18）

幼 児 安 全 法 2,245人 19,598人 34,204人 （10）

健康生活支援講習 1,716人 14,076人 20,051人

計 23,328人 417,212人 285,915人 16. 職員数（施設数）

職　員　数

10. 看護師等の教育 536人

696人

大学（大学院併設）     　　　　6 看護師　 17校   1,195人 59,356人

短期大学     　　　　          1 助産師　  6校　    88人 5,849人

看護専門学校      　　　      11 保健師　　 6校     149人 1,137人

助産師学校 　　　　　 　　　　 1 幹部看護師  1校     120人 67,574人

幹部看護師研修センター  　　   1 介護福祉士  1校      30人

　　　　計　　  　　　　 　 　20 17. 会　計（令和4年度当初予算）

200億4千万円

11. 国 際 活 動 198億7千万円

国際救援・開発要員派遣（令和3年度） 8カ国　　　 のべ26人 １兆1,515億9千万円

国際赤十字・赤新月社連盟出向 3人(スイス、マレーシア) 1,612億6千万円

国際活動費（令和3年度） 42億円 156億1千万円

（特に断りのない統計数字等は、令和4年4月1日現在）

医 療 施 設 特 別 会 計

血 液 事 業 特 別 会 計

社 会 福 祉 施 設 特 別 会 計

支部（47）

医療事業（118）

血液事業（229）

社会福祉事業（28）

計

一 般 会 計
本 社

支 部

高齢者グループホーム

障害者支援施設

施　設　数 一  学  年  養  成  定  員

本社（1）

献 血 運 搬 車

供給本数 (令和3年度)献血者数 (令和3年度)

164万人

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム　

505万人 移 動 採 血 車

児　童　福　祉　施　設　数 （定員）

医療型障害児入所施設　  

老　人　福　祉　施　設　数 （定員）

  1（定員）

輸 血 用 製 剤

12万人

328万人

1,514万人 6.2万人

956万人 2.6万人

　     　　35,028床　(令和4年3月31日現在)

総患者数　(令和3年度) １日平均

わたしたちは、
苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、

いかなる状況下でも、
人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

日本赤十字社スローガン　人間を救うのは、人間だ。

赤十字の基本原則　   人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性

7,792人(常備救護班要員を含む)

485班 4,954人

施　　　設　　　数　

　（献血ルーム116を含む）

車両台数(令和4年3月31日現在)

3,184局

103人

施　　　設　　　数　

診   療   所

病 院 91 老人保健施設

介護医療院

（令和4年3月31日現在）

用  語  解  説 

                                                     

 （令和５年４月１日現在） 

 

代議員会 

本社における議決機関。各支部の会員の中から選出された 223人の代議員で構成されている。 

 

評議員会 

支部における審議機関。各地区・分区の会員の中から選出された 32人の評議員で構成されている。 

 

会員・協力会員 

赤十字の理念や活動にご賛同いただき、毎年継続して 2,000円以上（会費という）ご支援いただける方を

「会員」、 500円以上 2,000円未満（会費という）のご支援をいただける方を「協力会員」と呼んでいます。

個人・法人を問わず、どなたでも「会員」、「協力会員」になることができます。 

 

有功章 

多額の会費を納めた個人・法人又は団体及び赤十字の業務について特別な功労があった個人・法人又

は団体に対し、日本赤十字社有功章等贈与規則に基づき贈られる表彰。銀色（ぎんしょく）と金色（きんしょ

く）があり、金色有功章は最高の栄誉章とされている。 

 

有功会 

 日本赤十字社の社旨に賛同し多額の金品を拠出し、あるいは功労により有功章を贈られた会員で構成

する任意団体。 

 

赤十字奉仕団 

赤十字の使命とする人道的な諸活動を実践しようとする人々によって結成されたボランティア組織。 

 

青少年赤十字（Junior Red Cross ： JRC） 

将来を担う青少年が赤十字を正しく理解し、日常生活の中で望ましい人格と精神を自ら作り上げることを

目的とした事業。 

RCY（Red Cross Youth ： 青年赤十字）とともに世界共通。 

 

リーダーシップ・トレーニングセンター 

合宿生活を通じ、青少年赤十字精神と奉仕活動を学ぶリーダー養成研修会。 

 

国際赤十字 

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の総称。 
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用  語  解  説 

                                                     

 （令和５年４月１日現在） 

 

代議員会 

本社における議決機関。各支部の会員の中から選出された 223人の代議員で構成されている。 

 

評議員会 

支部における審議機関。各地区・分区の会員の中から選出された 32人の評議員で構成されている。 

 

会員・協力会員 

赤十字の理念や活動にご賛同いただき、毎年継続して 2,000円以上（会費という）ご支援いただける方を

「会員」、 500円以上 2,000円未満（会費という）のご支援をいただける方を「協力会員」と呼んでいます。

個人・法人を問わず、どなたでも「会員」、「協力会員」になることができます。 

 

有功章 

多額の会費を納めた個人・法人又は団体及び赤十字の業務について特別な功労があった個人・法人又

は団体に対し、日本赤十字社有功章等贈与規則に基づき贈られる表彰。銀色（ぎんしょく）と金色（きんしょ

く）があり、金色有功章は最高の栄誉章とされている。 

 

有功会 

 日本赤十字社の社旨に賛同し多額の金品を拠出し、あるいは功労により有功章を贈られた会員で構成

する任意団体。 

 

赤十字奉仕団 

赤十字の使命とする人道的な諸活動を実践しようとする人々によって結成されたボランティア組織。 

 

青少年赤十字（Junior Red Cross ： JRC） 

将来を担う青少年が赤十字を正しく理解し、日常生活の中で望ましい人格と精神を自ら作り上げることを

目的とした事業。 

RCY（Red Cross Youth ： 青年赤十字）とともに世界共通。 

 

リーダーシップ・トレーニングセンター 

合宿生活を通じ、青少年赤十字精神と奉仕活動を学ぶリーダー養成研修会。 

 

国際赤十字 

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の総称。 
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赤十字国際委員会（International Committee of the Red Cross : ICRC） 

ᡓ᫬ᩆㆤ事業の中ᚰ機関で、中❧をಖつことができるよう委員はỌ世中❧国の䝇䜲䝇人で構成されてい

る。䝆䝳䝛ー䝤に本部を⨨く。 

 

国際赤十字・赤新月社連盟（International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies : IFRC） 

ᖹ᫬における赤十字事業の中ᚰとなる各国赤十字社の国際的連合体。最高議決機関は通常 2年ごとに

㛤ദされる総会。本社在地䝆䝳䝛ー䝤。 

 

各国赤十字社・赤新月社 

各々の国における人道的事業の実᪋機関。使用するᶆ章の㐪いから、赤十字社と赤新月社の 2✀の呼

称があるが、ᶒ฼・⩏務、ᙺ๭等は඲く同じ。令和 2年４月 1日現在で 192社。 

 

赤十字・赤新月国際会議 

国際赤十字・赤新月㐠動の最高議決機関。赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国の赤

十字社及び䝆䝳䝛ー䝤᮲⣙ຍධ国ᨻᗓの代表によって構成され、ཎ則として 4 年ごとに㛤ദされる。䛭れ

䛮れの国の赤十字社代表とᨻᗓ代表等が୍⚊ずつのᢞ⚊ᶒをもっている。 

 

䝆䝳䝛ー䝤᮲⣙ 

赤十字の目的を㐩成するには国ᐙ㛫のྲྀり決めがᚲせで、ᡓሙで㈇യしたරኈをᩛ、࿡方の区別なく

ᩆຓすることとし、ᩆຓする人た䛱の活動のᏳ඲ಖ㞀をするために 1864 年成❧した᮲⣙。赤十字᮲⣙とも

国際人道法ともいわれる。 
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